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初めまして！　ＡＶ男優のしみけんです☆

皆さんは僕の職業をご存知でしょうか？

そう、アダルトビデオで裸の綺麗な女優さんとＨの相手をする男役、通称「ＡＶ男優」です。

僕は高校を卒業した次の日にこの世界に飛び込み、17年間毎日裸で腰を振っています。この本を書いている日も次の日も腰を振っているわけです。

気づけば出演本数は７５００本、体を交えた女性の数は８０００人を超えていました。

男性なら一度は「なってみたい！」と思ったことのあるであろう「ＡＶ男優」という職業。

でも実際になったらどんな世界なの？　どんな生活が待っているの？と疑問に思いませんか。

「お給料は？」「どうやってなるの？」「本当にＨしているの？」「勃たなかったらどうするの？」「恥ずかしくないの？」など、いろんな疑問が出てくると思います。

聞きたくてもＡＶ男優って日本に70人しかいません。東大生よりもベンガルトラよりもイリオモテヤマネコよりも少ないんです。そんな疑問やＡＶ男優ならではの出来事を、

小さな事からコツコツと

小さなペニスをシコシコと

ネタ帳にしたためていました。

業界ではこのネタ帳は「しみペディア」と呼ばれています。

その「しみペディア」にはいろいろな経験則や法則が書かれています。

例えば「出身地域で紐解くエロの県民性」や「即席でできるテクニック上達法」のようなタメになりそうな話や、「こんな奇特な趣味の人がいるんだ……」「何気ないことにも、そんな意味があったのか！」「ＡＶの撮影ってそうなってるんだ……」みたいな興味がそそられる系など盛りだくさん。そのほか「勃起のメカニズムを解明したのはレオナルド・ダ・ヴィンチ」といったＨの雑学や、男優の「あ～あ～イキそう！」は「あと15秒後に発射するのでカメラマンは所定の位置に！」の合図、なんていうＡＶ界のルールもあまり知られていません。

そんな「タメになりそう（？）な話」や「ＡＶ業界ならではの話・疑問」、「しみペディア」のなかから厳選したお話を今回紹介させていただきます。

僕はこの「ＡＶ男優」という仕事に就き、男女問わず、性に悩んでいる人の多さに驚きました。ＳＥＸに正解はありませんが、僕のこの貴重でＨな経験が何かの役に立ち、一人でも「クスッ」と笑っていただけるのであれば本望です。

そんな興味と魅惑に溢れた「ＡＶ男優」の世界、ちょっと覗いてみませんか？

僕の渾身の一冊、とくとご覧下さい！
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第１章　ＡＶの素朴な疑問に答える　ＡＶ男優あるある
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●ミニコラム　ＡＶ男優のヒエラルキー
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第２章　ＡＶ男優になるまで




初体験は高校１年生



ＡＶの素晴らしさに目覚める

ＡＶ男優になるために就活。なぜかゲイの世界へ

ゲイ男優とアルバイトの二足のワラジ

ついにＡＶ業界入りに成功！

ＡＶ男優デビューはスカトロ作品!?

ＡＶと平行して、テレビにレギュラー出演

一浪のすえ大学合格！　でも１回も行かず

男優の師匠・島袋浩との出会い

ボロアパートから家賃22万円のマンションに引っ越し




●ミニコラム　エロから紐解く県民性[image: ]














第３章　１日２現場が基本!?　ＡＶ男優の日常生活




ＡＶ男優の１日



ＡＶ男優の食事

ＡＶ男優のこだわりアイテム

何がどこまで書いてある？　ＡＶの台本の中身とは

基本、自前!?　ＡＶ男優の衣装

どう絡み、どうエロくするか？　男優のお仕事

ＡＶの主役・女優とのやりとり

撮影終了後、男優は何をしてる？

ＡＶ男優の先輩・後輩関係

バイク通勤が主流!?　ＡＶ男優の移動手段

人生の縮図!?　ナンパＡＶの悲喜こもごも

昔はよくあった!?　海外ロケ














第４章　ＡＶ男優になれる人、なれない人　ＡＶ男優としての仕事論




「可愛いコじゃないとダメ」では男優は務まらない



若手ＡＶ男優が育たないワケ

男優の登竜門・汁男優の元祖は？

売れる男優・売れない男優

ＡＶ男優になるのに必要なもの!?

ＡＶ男優として生き残る技術[image: ] 自分が良いジンクスになるように

ＡＶ男優として生き残る技術[image: ] しみけん流ハメ撮り術

ＡＶ男優として生き残る技術[image: ] 特殊技能!?

チョコさんのすごい話

女優さんへの気遣いも仕事のうち！

男優として上に行くには[image: ] 一徹の場合

男優として上に行くには[image: ] 「下汁３人衆」の場合

ＡＶ男優の結婚事情

ＡＶ男優の社会的評価

〝あの人〟が教えてくれたＡＶ男優としての覚悟




●ミニコラム　エロから紐解く県民性[image: ]














第５章　ＡＶ男優だから知っているワザ。女性を喜ばせるしみテクを直伝




ＳＥＸが、女性の体を使ったオナニーになっていないか？



ＳＥＸの前にボディメンテナンス

前戯はメールからはじまっている

女性に要望を受け入れてもらうには？

ＳＥＸに正解はないけど……一応、理想的なＳＥＸの流れ

性感帯の責め方　舐めるテクニック／手のひらタッチ／各部位の責め方

いよいよおっぱいの愛撫へ

究極奥義〝しみクンニ〟！

潮吹きは男のロマン……かもしれないが

僕のフェイバリットホールド〝ロールスロイス〟




●ミニコラム　エロから紐解く県民性[image: ]
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[image: ]ＡＶ男優はベンガルトラなみの絶滅危惧種!?




　ＡＶ男優はベンガルトラより少ない――。

　これは、世界三大通信社のひとつ、ＡＦＰ通信や、イギリスのインデペンデント紙、ニューヨークポストなどにニュースとして取り上げられた僕のツイートです。

　日本にＡＶ女優は約１万人いるといわれており、毎月４０００本もの新作がリリースされています。それに比べてＡＶ男優はわずか70人ほどしかおらず、現場で顔を合わせるのも、台本で見る名前も、毎日ほぼ一緒。絶滅危惧種のベンガルトラが約２０００頭と推定されているので、日本のＡＶ男優はそれよりもずっと少ない。ＡＶ業界は慢性的な男優不足が続いているのです。

　そういう意味でも、〝穴場〟な職業になっているＡＶ男優ですが、若手が育たず20代の男優がほとんどいません。男優の平均年齢は30～40代と高止まりしています。

　若手の定着率が低い理由として、ひとつにはＳＮＳの影響があります。男優になりたい人にとって、ネットやＳＮＳの普及により窓口は広がっているのですが、同時に〝親バレ〟〝恋人バレ〟で業界を去るのは、今や女優だけとは限りません。ＳＮＳで周囲にバレて男優を辞める若手は少なくないのです。つい最近では、65歳のおじいちゃん男優が「孫にバレたから辞めるんじゃ」と「孫バレ」で業界を去っていきました。

　さらに、草食系男子のような性欲が控えめの男性が増えた影響もあるのか、業界に入ったはいいけれど、「自分の考えたのとは違う」といった理由でやすやすと諦めてしまう〝さとり世代〟の影響も見て取れます。

　僕の実感では、年間３００人くらいが男優の世界に飛び込んできて、１年後に残っているのはおそらく３人くらいです。僕は若手にどんどん出てきてほしいです。今のようにどのＡＶを観ても同じような男優ばかりが出ていれば、「またこの男優か」とＡＶ全体が飽きられてしまいかねません。男優の数が増えれば、いろいろなシチュエーションで作品が撮れるだろうし、バラエティも豊かになるでしょう。

　そうはいっても、ＡＶ男優は特殊な職業。興味をもっていただけることも多いのですが、その実態はなかなか知られていません。

　そこでこの章では、男優業界では当たり前だったりする「ＡＶ男優あるある」のご紹介を中心に、ユーザーの方からよく聞かれることなどにお答えしていきたいと思います。




[image: ]撮影現場での大敵とは!?




　ＡＶの撮影はどこで行われているのでしょう？　それは都内のハウススタジオやビルの一室のスタジオです。隣りや下の階には一般住人がいたりします。そこで問題となるのが、外からの音。よくあるのが近所の犬の鳴き声。鳴き止み待ちになることもあるし、庭で放し飼いになっている犬の場合は、ＡＤさんがエサをあげに行って、大人しくさせたりすることも。

　大排気量のクルマやバイクの音も困ります。だから、男優や監督が乗るのは、静かなクルマが多いです。まれに大型バイクが好きで乗っている男優もいますが、撮影現場から離れたところまで手で押していってから、エンジンをかけます。

　ほかにも、飛行機やヘリコプター、カラス、そして夕方５時に鳴り響く町内放送のチャイム、廃品回収、灯油売り。冬に灯油売りの「月の砂漠」が聞こえてくると「ああ……」と思ってしまいます。そして問題は選挙カーです。選挙が近くなると、カットの嵐。国の大事なことなので文句は言えませんが、基本、一日中ですし、万一、音が入ってしまうと、政治絡みなので撮った素材が使えなくなってしまいます。

　スタジオの目の前で道路工事をやっていたり、隣りの家が建築中だったりした場合は、「撮影中なので、１時間だけ待ってください」とＡＤさんがお願いに行きます。工事をしている側も持ちつ持たれつなので、意外に聞き入れてくれます。また、焼き芋屋さんの場合は、ＡＤさんが焼き芋を買うのとバーターで静かにしてもらうことも。こういうときは、休憩のおやつに焼き芋がテーブルに上がります。あるときは、熟女女優さんのあえぎ声で近くにいたネコがさかりはじめ、撮影は中断、ＡＤさんが落ちつかせに行きました。

　逆に、僕たちの出す音が迷惑になっている場合も多々あります。あるハウススタジオの隣りは、新築の一戸建てでした。ところが、このマイホームのオーナーにとって不運だったのは、隣りが、来る日も来る日もＡＶの撮影をするスタジオだったことです。

　ちょうど僕が絡んでいて、いよいよ発射というタイミングで事件は起こりました。ついに堪忍袋の緒が切れたお隣りさんが、スタジオに怒鳴り込んできたのです。

「イクイク、イクイク、うるせーよォォォ！！！」

　僕は出かかった精子を無理やり押し戻し、リスタート。発射していたらアウトでした。

　ハウススタジオが閉鎖する理由で、一番多いのが近隣住民からの苦情です。マイホームをご購入の際は、隣りがエロ撮影のスタジオかどうか確認することをおすすめします。




[image: ]夏の撮影は酷暑のうえに、舌が痺れる!?




　ＡＶの撮影現場は、夏は酷暑、冬は極寒です。

　まず夏のお話。

　多くの照明を使う撮影現場はただでさえ室温が高いのに、最近では、裸の男女が汗や体液まみれでＳＥＸする「汗だく濃厚もの」のＡＶが業界で流行ってます。ユーザーにとっては、汗はダイレクトに〝頑張ってる感〟が伝わるので人気なのですが、男優にとっては本当に大変です。

　外は陽炎かげろうが立つような猛暑ですが、スタジオの中ではストーブと加湿器（ゴルフ場で水をまくスプリンクラーのような業務用を持ち出すところも！）を焚きまくります。温度と湿度を目いっぱい上げ、その中で絡みます。濃厚なＳＥＸで男女とも汗まみれに……という筋書きのはずですが、僕はフレーム・インしたときからすでに汗だく状態。まだ何もしてないのに!!

　いざ、絡みの撮影が始まると、サウナの中で激しい運動をしているようなものなので、相当キケンだと思います。だって目の前の風景が、漫画「カイジ」のごとく「グニャ～ッ」と曲がって見えますもん。「いつか死人が出る」と半ば本気で心配してます。僕らＡＶ男優は、指定されたタイミングで発射するのも仕事ですが、「汗だくもの」に限っては、タイミング云々以前に射精自体が難しくなってしまうことも。発射シーンを撮る前に、身体をクールダウンしてのぞむこともあります。

　夏の撮影でのトラブルはほかにもあります。

　夏は屋外の自然光の下で女優さんのインタビューやイメージ画像を撮ることが増えるので、虫に刺されることも多く、虫刺されの跡を消すためのメイクでてんやわんや。絡んでいるときに見えてきたら、また撮影を止めて消します。

　そうならないよう事前に、女優さんの体に虫除けスプレーを大量にかけます。そのスプレーがついたまま絡みの撮影に入りますと、体を舐めた僕ら男優の舌が痺れまくり……ということも多いです。

　また、女優さんは腋汗防止のスプレーなど、制汗剤をよく使っていますが、僕は女性の腋の下が大好物！　ただ、この汗止めのスプレー、超苦いんです。僕が女性の腋の下が大好きなことは業界内で知られてますので、「しみけんに腋を舐められたくないコは、これ使ったほうがいいよ」と、制汗剤は業界では〝しみコロリ〟と呼ばれたりします。




[image: ]冬の「ソープものＡＶ」撮影は、お風呂なのに極寒地獄！




　一方、冬場の撮影で大変なのが「ソープもの」。なぜかというと極寒だからです。

　ＡＶの現場では、音が入ってしまうため、本番中はエアコンを切ります（先にお話しした「汗だくもの」の本番中は特別に音の出ないヒーターをつけます）。もちろん絡みの撮影の前に部屋を暖めておくのですが、ソープのセットがあるスタジオはどこもかなり広いので、暖房を止めた瞬間に寒くなる。だから、「ソープもの」の絡みのときは、女優さんととにかく体を寄せ合って体温を維持……と、まるで冬山で遭難した人のよう。

　どうしても寒いときは、「一度、湯船に浸からせてください」とお願いし、１回の絡みで２、３回湯船に入ることも。本物のソープランドは世の男性にとって天国のような場所ですが、ＡＶのソープは男優にとってけっこう過酷なんです……。

　ちなみに、マットプレイでの絡みでは、挿入前にローションを拭き取るのが基本。足場が滑ると、挿入して形を上手くつくれませんし、すべって危ないんです。ところが、このローションが実に落ちにくい。すると、あるＡＤさんが、「にがり」を使うと簡単に落ちることを発見したんです！　この画期的方法では、ローションがダマのように凝固し、垢すりのようにポロポロと簡単に取れ、集めてニギニギするとゴルフボールほどの大きさになります。このボールでＡＤさんたちがキャッチボールやサッカーに興じる姿はほのぼのする光景です。今や「ソープもの」の撮影に、にがりを常備するのは、ＡＶ業界の常識になってます。

　冬場のキツイ撮影でもうひとつといえば、「野外もの」です。「全裸○○」系の撮影は、男優はもちろん女優さん、スタッフさん、全員にとって過酷なものとなります。この種の撮影を行うスタジオはたいてい山奥のほうにあるので、寒さもひとしお。男優は極寒のなか、縮こまるチンチンをふるい勃たせて発射しなくてはならないので、なかなか大変です。

　ただ、男優は動いてる分だけ少しは暖かい。女優さんは相当寒いでしょう。冬場に撮影したと思しき「野外もの」ＡＶで、動きのいい男優を見つけたら、それはエロに興奮しているのではなく、寒くて生命維持のために体を動かしているのかも!?

　カメラが回ってないときは、携帯用カイロを裏地に貼りまくったベンチコートを羽織って暖を取りますが、脱いだ瞬間ブルブルです。冬の「野外もの」撮影では風邪を引くこともしばしば。さらに男優は、浴びた女優の潮が冷えて体温を奪われる〝潮冷え〟なんかもします。




[image: ]ＡＶ男優の名前の由来




　男優の名前は、たいていは本名にちなんだものか、最初に現場に着てきた服だったり、前職や見た目が似ているからなど、どうでもいいことが由来だったりします。誰か有名人に似ているとか、その人の口癖が男優名になることもあります。

　チョコボール向井さんはキンタマがチョコボールのように黒かったから。ゴルゴ35はデューク東郷のような顔つきと35歳だったことから命名。ただ、アダ名っぽい名前や「カタカナ＋姓もしくは名前」系の名前はどうしても特殊男優っぽいイメージがあるのも事実です。王道を目指すなら、やはり「姓＋名」のほうがいいと思います。ただ、藍井優太のように普通すぎると、流されてしまってなかなか名前を覚えてもらえないかもしれません。

　僕もデビュー時は「陥かん没ぼつ犬いぬ」といういかにも特殊男優っぽい名前でした。ちょうど同じ頃、テレビ朝日さんのゴールデン番組で１クールレギュラー出演した際のあだ名「シミケン」が広まりつつあり、20歳の誕生日にたまたまみてもらった阿佐ヶ谷の占い師から「平仮名にしたほうがいい」とのお告げを受けて、今のようにひらがなで「しみけん」と名乗るようになったんです。ちなみに、このとき占い師から「あなたの来世は馬糞だから、今生を楽しみなさい」とも言われ、軽く〝来世うつ〟になりました。

　名前といえば、僕は「ドラマもの」の撮影のとき、たいてい「富田林」「東田辺塚」「田中島」と名乗ります。なぜ、こんな名前なのかというと、言いにくくて困っている様子の女優さんが可愛いからです。

　一方、女優さんがカメラ目線で語りかけてくる「主観もの」では、僕は１年ほど同じ役名を名乗っていたことがあります。というのは、友人のサトウコウスケから「メシを奢るから、１年間、サトウコウスケで通してくれ」とネーミングライツの買収を受けたからです。友人にすれば、自分にだけ女優が語りかけてくる超贅沢な〝オレ専用ＡＶ〟のできあがり!? 「主観もの」ＡＶを観ていて、妙にリアリティのある名前の男優が登場していたら、それは僕のように男優が買収された結果かもしれませんね。
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平和じゃなかった時代、包茎は「弱点を守る鎧」とあがめられ、ペニスは短小包茎が望ましいとされていました

（byアリストファネス……古代ギリシャの戯作者）。

ちなみに、かの華岡清洲も包茎手術を担当したことがあるそう。

「包茎＝恥ずかしい」は江戸時代からのイメージなのか……。
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　ＡＶを観ていると、女優さんが服を脱いでいるのに靴は履いたままだったり、ブラジャーやパンツを脱いでいるのにスカートははいたままで、絡んでいるのを目にすることが少なくありません。例えば、「女子教師もの」や「学生・コスプレもの」は基本、残します。裸にしたら意味がなくなってしまいますから。そういう設定なしの場合、「衣装の残し具合」は、99％監督の指示によるものです。

　靴を残したままにするのは、立ちバックがキレイに見えるからという理由が70％、撮影場所の床に砂利などがあって、足を保護するためが20％、残りの10％は女優さんのスネにアザがあったり、足の裏が汚いのを隠すためだったりします。

　下着をすべて脱いでいるのに、なぜかスカートだけ残したまま絡んでいる場合は、女優さんのぽっちゃりお腹を隠すためだったりします。変にブラジャーだけ残している場合は、〝入れ乳〟（豊胸手術による人工巨乳）の形がわかってしまうので隠しているのかもしれません。

「熟女もの」ＡＶでは、〝スカート残し〟の登場率が非常に高く、絡みの最後の発射シーンまでスカートが腹巻きのように纏わりついていることが多いのですが、こうした「衣装の残し」はすべて女性を美しく見せるための工夫!?なのです。

　一方、ユーザーは、女優さんの乳が天然か？人工か？ということにとても関心があるようです。僕の実感では、単体女優のほうが入れ乳は多いのかな？　単体女優とは、ＡＶ女優のヒエラルキーのトップに君臨する存在で、ルックス・スタイルがよく、その女のコ１人、つまり単体で作品が成立する女優さんのこと。やっぱり一般的には胸が大きくて形が整っているほうがいいのかなぁ。

　意外かもしれませんが、実は、入れ乳のほうがパイズリは気持ちいいんです。天然乳に比べて硬いので、チンチンのカリへの引っ掛かりがあり、エッジの効いたパイズリになる。

　また、入れ乳は見分けられるのかとよく聞かれますが、だいたいわかる……という感じです。シリコンパックは揉んだ感触でわかるのですが、自分の脂肪を注入するという方法もあって、その場合はわかりませんね。以前取材で「パイズリの上手な女優さん５人」を挙げたところ、なんと全員入れ乳でした。恐るべし入れ乳の気持ちよさ。これが本当の〝ギニュー（疑乳）特戦隊〟ですね。
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　加藤鷹さんやチョコボール向井さんなど、往年のＡＶ男優は、ガンガンに肌を焼いたまっ黒い人が多いですが、大先輩たちは〝もともと〟日サロで焼いていたわけではないようです。

　昔のＡＶの撮影現場では、男優は、現在のように昼入りや夜入りすることはなく、制作スタッフさんと一緒に朝８時には現場に入って自分の出番を待っていました。ところが、現場では余計な音を立てるのは厳禁。それで思いついたのは、スタジオの外に出て、出番を待つ間、日向ぼっこして時間を潰す、だったんです。ちまたで言われる、女優さんの肌の白さを目立たせるためとか、照明を強くあてるので手前にいる男優がトバないように……はウソ!!

　ＡＶ男優の一般的なイメージというと、「色黒」「マッチョ」を想像する人が多いと思いますが、実はそんな男優は業界ではごく少数派。なぜ、そんなイメージが独り歩きしたかといえば、鷹さんの「色黒」とチョコさんの「マッチョ」の印象が強烈だったからでしょう。

　ＡＶ男優で一番多いタイプは、ごく普通の大学生っぽい男。街を歩いている普通の男性を指して、「ＡＶ男優っぽい」というのが正解なのです。

　逆に言えば、これほどまでに広まったＡＶ男優＝「色黒」「マッチョ」というイメージが、数人の男優さんによってつくられていたのは、すごいことですよね。

　色黒は別に男優に求められているわけではないですが、マッチョとはいかないまでも、体をつくっておいたほうが勃起力は出てきます。特に、下半身のスクワットは勃起力の維持には必須の運動です。俗に、老後に必要な３つのものは、友達、お金、そして脚の筋肉、と言うほど大事。昔、日本は和式便器ばかりだったので、日常的にしゃがむ動作をしていましたが、今では意識的に運動しなければなかなかすることはない。

　腕を太くしたい、腹筋を割りたいという人も、実はスクワットをやるべきなんです。脚の筋肉は体の筋肉の３分の１以上を占めており、太く・大きくなりやすいので、スクワットで脚を鍛えれば全体の筋量が底上げされ、これに伴って腕も太くなっていきます。

　しかも、スクワットは筋力トレーニングのなかで唯一、心肺トレーニングにもなっているので、消費カロリーも多く、脚の筋肉は大きいのでその分、基礎代謝も上がります。基礎代謝が上がれば、脂肪が燃焼します。

　そもそも腹筋とは割れているもので、脂肪に隠れているだけなんです。脂肪がなくなれば自ずと割れた腹筋が現われてきます。
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　ＡＶ男優は、勃起させて挿入し、発射することを生業にしているわけですが、男優も生身の人間。体調や精神状態によっては、勃たなくなることもまれにあります。そんなときは、カメラを止めて、邪よこしまな精神を集中し、おのおの勃起するよう努めるのですが……。

　業界では、カメラを止めてから10分までの時間帯を〝地獄の１丁目〟と呼びます。それでも勃たず20分を経過すると〝地獄の２丁目〟、30分経過で〝地獄の３丁目〟と続き、６丁目をこえる（60分以上の勃ち待ち）とその先は、ひと度迷い込んだら最後、脱出が困難なことから、業界では〝魔界〟と呼ばれ、男優はもちろん、監督や制作スタッフからも恐れられています。

　先日、ボクがこれから入る現場のＡＤさんから、現場の状況メールが送られてきました。

「すみません、フェラ男優が今〝魔界〟に入りまして……。こちらから連絡するので、もう少し待機願えますか？」

　出口の見えない恐怖とは、まさに〝魔界〟のこと！　このときは、出口の見えない魔界を待つのならば僕が代替発射します、と名乗り出て事なきを得ました。

　ちなみに、〝地獄〟という業界用語の由来になったのは、エロメンの一徹です（笑）。彼は〝勃ち待ち〟〝出し待ち〟になることが多く、現場ではこれを〝一徹地獄〟と呼んでおり、ここから転じて、〝地獄〟と広く使われるようになりました。当時のファンクラブに「中折れ委員会」なるものがあったほどです。

　幸いボクは〝魔界〟に踏み込んだことがほとんどないのですが、踏み入れてしまった男優は、後日、制作スタッフさんにお詫びの菓子折りを持参したり、その日のギャラを辞退したりしています。誰でも失敗することはありますが、失敗してしまったとき、どうフォローするか。一般社会同様、ＡＶ業界でも大事なことです。こうした気遣いができない男優は、現場に呼ばれなくなるでしょう。文字通り、「転んだあと、どう勃ちあがるか」が重要なんです。
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チンチンの裏スジを切り取ると〝ピストン〟のスピードが上がるらしい。

アメリカのポルノ男優は手術して裏スジをなくしてる人が多いとか。

確かに舌の裏のスジをレーザーで切ると酸素吸入量が増えて運動能力が上がるのでスポーツマンは切ってる人が多いと聞くけれど……。
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　フェチ系ＡＶファンのなかには「ストッキングもの」が好きな人も多いことでしょう。ところが、この種のＡＶは女優さんが常にストッキングを着用しているので、愛撫するのも、舐めるのもストッキングの上から……。撮影が終わる頃には、男優の舌には血が滲んでいることも珍しくないのです。

　ストッキング・フェチの人から「ＡＶ男優のストッキングの破り方はナンセンス！」とお叱りをうけたことがあります。彼らが言うには、チンチンが挿入できるギリギリの大きさでストッキングに穴を開けるべきで、そうしないとストッキング・フェチの方たちが愛でている「締め付け感」が損なわれ、「股間を守っているのに、挿入されている」という最大の興奮ポイントが失われる。にもかかわらず、「男優はなぜ大穴を開けちまうんだ！」と大層ご立腹の様子でした。本当にすみません。

　ＡＶの場合、破るのが前提のストッキングですが、最近は品質が向上していてなかなか破けません。素手で破くので、まずストッキングをつまもうとしても、男優は女性器を傷つけないように常に深爪にしているので、これがかなり難しい。ストッキングだけではなく肉までつまんでしまい、女優さんが「ギャー」となることもしばしば。いざ、ストッキングを破っても、繊維が細いので手を切ってしまうことも多いです。品質向上は素晴らしいことなのですが、男優にとってはあまり歓迎したくないのが本音です（ストッキング会社の方、ごめんなさい！）。 あっ!!　ならば、割れやすいビール瓶のように、破れやすいストッキングをＡＶ撮影用に開発してもらえませんか？（笑）

　Ｍ男性が好むＡＶに、ストッキングをはいた女性の足でチンチンをシゴかれる「ストッキングの足コキもの」がありますが、これはチンチンにヤスリをかけられているようなもので、はっきり言ってキツイ！　地獄です!!（笑） 「足コキもの」の出演が多い男優のなかには、長年ヤスリをかけられ続けた結果、チンチンのカリが削られて０系新幹線のような亀頭になってしまった人もいるとかいないとか!? 「顔騎（顔面騎乗）もの」も同様で、顔にヤスリをかけられる苦しみと、男優は戦ってたりします。

　そんな状況でも、僕ら男優は発射しなければなりません。仮性包茎の男優なら、皮をかぶせて〝皮ズリオナニー〟の要領で何とか射精してますが、Ｍ男さん垂涎の「ストッキングもの」は男優にとっては鬼門だったりするのです。
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　毎日毎日、女優さん相手に腰を振り続けているＡＶ男優が、もっとも痛める体の部位は腰ではなく、首だと思います。ＡＶのＳＥＸは通常のそれとは違い、第三者に見せなければなりません。クンニひとつ取ってみても、女優さんを感じさせつつ、カメラ位置を考えて、女性器、そしてそれを舐める舌の動きが見えるようにしなければなりません。すると、かなり無理な首の曲げ方を強いられるんです。仁王立ちの女優さんの脚と脚の間に男優が座り、頭上を見上げるようにクンニしているシーンは、観ているユーザーは興奮するかもですが、男優にとっては興奮しつつもかなりツラい体勢だったりします。あとは顔面騎乗。長時間やっているとやはり首にきます。

　そしてクンニに限らず、キスや乳首を舐めるシーンでも、男優はもっともエロく見える画角を探します。首を変な体勢に曲げ、それが長時間続くわけですから、首への負担は相当のもの。一見、ハードに思える挿入＆ピストンは、少なくとも物理的に不自然な動きではないので、心拍数は上がりますが、体勢的には全然ツラくないです。

　男優のキャリアが長くなると、クンニしやすいように舌が長く伸びる……という種が進化するようなことはありませんが、舌を器用に動かせるようにはなるようです。

　余談ですが、男優には口臭がある人はあまりいません。毎日のように現場で舌を人並み以上に動かしているので、唾液の分泌が活発で、口腔衛生がいい状態に保たれているからでしょう。

　ちなみに、江戸時代の忍者は、大名の屋敷の天井裏に長期間潜んで、諜報活動をしていたといいますが、潜伏しているのがバレる理由が口臭だったらしいです。

　長期間、天井裏で同じ姿勢でずっといるため、口腔内の衛生状態が悪化し、口臭が匂ってしまうのが理由のようです。なので、忍者側も口臭で存在がバレないように、天井裏で舌の体操をしていたといいます。

　意中の女性と一緒にいて緊張し、口がパサパサの状態でキスしなければいけなくなったときは、この忍者の教えのように舌を回して唾液を流し、口臭予防に役立てましょう。
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　ＡＶ男優の世界は、ピラミッド状のヒエラルキーによって構成されています。階層の下から「エキストラ」「汁男優」「フェラ男優」、そしてこれ以上になるとＡＶ男優を名乗れる「男優」「印紙男優」がいて、ピラミッドの頂点に立つのが「トップ男優」です（「男優のヒエラルキー」の図参照）。

「エキストラ」とは、ＡＶでも一般のドラマ撮影同様、「ＯＬもの」ならオフィスのサラリーマン役、「痴漢もの」なら乗客役を演じます。脱がないし、発射もしないでいいので、敷居は低いのですが、ギャラは１日拘束で５０００円ほど。それほど需要は多くないので、仕事というより、趣味や小遣い稼ぎ感覚でやっている人が多いようです。

「ぶっかけもの」に欠かせない「汁男優」は、本気で男優を目指す人にとっては登竜門になります。実は、汁男優のなかにもヒエラルキーがあります。〝勃ち待ち〟〝出し待ち〟がなく、いつでも発射可能か？　画面映えする良質なザーメンか？　大量に射精できるか？　女優さんの顔に上手にザーメンを乗せられるか？　こういったスキルによって「上じょう汁じる」「中ちゅう汁じる」「下げ汁じる」に分けられ、頭角を現すと「汁エース」というムダにカッコいい名前に昇格します。とはいっても、汁男優には変わりないんですが……。

　一般人の趣味の延長のような下汁は、ギャラが７０００円前後。汁エースでも月収25万円に届けばいいほうなので、専業の汁男優はあまりいません。会社員で「営業に行ってきます」と上司に言って現場にくる人もいます。

　近年のＡＶは尺（長さ）が２時間超の作品が多く、絡みのコーナーとは別に、たいてい女優さんがお口で抜くフェラのコーナーがありますが、こうしたフェラの撮影で下半身だけ登場するのが「フェラ男優」です。彼らの多くは汁男優から這い上がってきた人で、ギャラは月20～50万円といったところ。

　これより上の階層が、世間がＡＶ男優として認知している存在になります。

「男優」のギャラは月40～80万円。その上の「印紙男優」とは、２０１４年３月までは３万円以上の領収書に収入印紙を貼る必要があったため、１回のギャラが３万円以上の男優をこう呼んでいました。印紙男優のギャラは月60～１５０万円と高額ですが、その数は30人程度となかなかの狭き門です。そして、男優ヒエラルキーの頂点に立つ「トップ男優」は、１回のギャラが５万円以上。月収１００～１８０万円くらいで、月収２００万円を超える猛者は今や数人ほどです。
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「ぶっかけもの」の撮影では、男優に挿入されている女優さんの顔に、汁男優が次々とザーメンをぶっかけていくシーンがクライマックスのひとつです。

　ある現場で、僕がスタジオの中央で女優さんと絡んでいると、十字を切って自分のペニスをシゴいている汁男優が目に留まりました。ずいぶん敬虔なクリスチャンだな、と思って見ていると、手に付けた唾液を、ペニス→右乳首→左乳首に付けて愛撫する動作を、高速で延々と繰り返していたのでした。

　汁男優は自分でシゴいて発射しなければならないので、いわば現場でオナニーしているようなもの。そして、オナニーの流儀は人それぞれなので、「ぶっかけもの」の現場では、変わった動きをする汁男優に遭遇することも少なくありません。

　ある現場では、ソファーのひじ掛けの部分にペニスを擦りつけないと射精できない汁男優がいて、布団では発射できないらしいんです。仕方ないので、ぶっかけシーンではわざわざ女優さんをソファーのある場所に移動させて、撮影しました。

　相撲の蹲踞そんきょの姿勢のように、しゃがんでいないと発射できない汁男優もいました。しゃがんでペニスをシゴき、発射態勢に入るのですが、女優さんにぶっかけようと立ち上がると萎えてしまう……。それで、一旦は後ろに引きさがり、再びしゃがんでペニスをシゴき始めるのですが、いざ立ち上がるとペニスは萎えて……往ったり来たりの繰り返し。「いつになったら出るんだよ！」と、監督の罵声が飛んだのは言うまでもありません。

　また、ある汁男優は、ぶっかけシーンの〝勃ち待ち〟で「ケータイ持ってきていいですか？」と。ケータイのエロ画像でも見ているのかと思ってのぞいてみると、ケータイ小説を読んでいるではありませんか。変わったヤツだな、と思いながらも待つこと30分。彼が「すみません！」と言うので、「勃つのか」と思いきや「読み終わってしまいました……」。僕たちは、彼が小説を１本読み終わるのを固唾を飲んで待っていたようなものです。勃（経）ったのは、チンチンではなく、時間だけでした。
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「ちんこ・ちんぽ」は「珍子・珍宝」から。

勃起のメカニズムをダ・ヴィンチが発見するまではどういう仕組みで勃つのかが珍しかったから「珍宝」。子どもを作るものであり〝小さい矛＝ちんほこ〟も有力か。

「まんこ」は「真ん中にある子どもが出てくる所」で「まんこ」。諸説あり。
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　ＡＶの撮影では、撮影内容に応じてプールや学校、病院、コンビニのセットのあるスタジオを使います。

「コンビニでヤッちゃった」系の露出ものの撮影は、環七マルチスタジオが定番。普通のコンビニの店舗と同じように、カップラーメンやお菓子が棚に並び、雑誌コーナーもあるし、会計カウンターにはちゃんとレジも置かれています。ただ、よーく見てみると、クレジットカードの「マスターカード」が「マスターベーション」になっていたり、いろいろと細かい〝仕事〟が施されているので、ＡＶを観るときにチェックしてみるのも面白いかもしれません。

　こうしたことをするのは、ＡＶには企業名を出せないから。だから、「競泳水着もの」の撮影では、水着に入っている企業名はマジックなどで消してあります。

　前述で「ストッキング足コキ」はチンチンのヤスリがけという話をしましたが、「競泳水着もの」もかなりそれに近い。プールサイドはたいてい床がザラザラで、斜めになっています。男優が膝を保護するためにビート板を膝の下に敷くわけにもいかず、女優さんのぴったりとした水着の股間部分をずらして挿入するにも水着がキツキツ。撮影後には水着でこすれた側のチンチンが縦に変色しているほどです。さらに「例のプール」で有名なスタジオは、延長になろうものなら使用料が実質１分５００円というプレッシャー。「競泳水着ブーム早く終われ！」と僕は心の中で叫んでいました（競泳水着好きの方、ごめんなさい）。

「例のプール」ほど有名でなくても、スタジオのホームページを見れば、どの作品でどのスタジオが使われたのか探し当てることができます。

「学校もの」のＡＶでは、跳び箱やマットが置いてある体育倉庫で絡みシーンを撮ることがあります。こうしたセットがあるスタジオは限られているので、ＡＶのヘビーユーザーなら一度は目にしたことがある場所ばかりでしょうね。ちなみに、マットには女優さんの吹いた潮がシミになっていて年期を感じさせます。

「病院もの」のＡＶ撮影は、昔は本当に病院として開業していた病院スタジオも使われます。初台の玉井病院や小石川、赤羽あたりが定番。「温泉もの」なら観音スタジオ……といったふうに、ＡＶの撮影内容で考えられそうなほぼすべてのシチュエーションはスタジオで撮影できてしまいますから、絵合わせクイズ的に楽しむのも一興です。
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　一般ユーザーからのクレームは、僕ら男優は真摯に受け止めなければなりません。多いクレーム第１位は「精液の量が少ない！」。これは男優の数が絶滅危惧種並みに減少する〝男優過疎〟が背景にあり、男優が１日に複数の撮影現場を掛け持ちすることも珍しくありません。当然、どの現場でも発射するので、精液の量が減ったり、水っぽくなっているのは否めない事実です。

　クレームの第２位は「男優がかぶって女優さんの体が見えない！」。女優さんにかぶるなど男優失格ですが、実はそれには、きちんとした理由があるのです。１回のギャラが３万円以下の男優なら、興奮を高めるために女優さんに密着することもあると思いますが、カメラが回っているときにトップ男優がとる行動にはすべて意味があります。

　例えば、女優さんとの密着感を演出してエロさを醸したり、女優さんのテンションを上げるためだったり、あるいは、体の大きな男性が女性を屈服させている画をつくるためだったり、と何らかの意図があるのです。まれに事故で、女優さんの背中側から撮ってほしかったのに、カメラマンとの意思疎通が叶わず、作品ではただ男優が女優さんにかぶってしまっている画になっていることもありますが……。

　そして第３位がパッケージの表４（裏面）を見て、「パケの写真にはこの体位があったのに、本編ではなかった」とか、「パケの写真では服を着てたのに、本編では着ていない」というクレーム。「乱交もの」で「あの女優の絡みがなかった」など。細かいクレームでは「パンティにリボンがついていない」なんていうものもあるそうです。

　これらのクレームは、「後スチ」が原因だったりします。

「後スチ」とは、ＶＴＲ撮影後に撮るパッケージ用の現場スチール写真のこと。ＶＴＲの収録と同時に写真を撮影する「現スチ」の場合、女優さんの目線がきてなかったり、いい写真が撮れないことがあるので、こうした場合、収録したＶＴＲの内容に合わせて「後スチ」を撮る必要が生じます。ただ、同時進行の「現スチ」ではなく、後から撮影するので、どうしても本編と違ってきてしまうことがある。「ハメ撮り」は男優がカメラを構え、女優と１対１で本編を撮影するので、写真カメラマンは現場に入らず、スチールはすべて「後スチ」になります。すると、女優さんの衣装をどのタイミングで脱がしたかとか、オッパイをどっちの手で揉んでいたかなど、どうしても間違いが生まれてしまうのです。
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　ある現場でご一緒した女優さんは、夫に内緒でＡＶの仕事をしているのですが、「最近、なんだか気づいてるっぽくて……。でも、ウチの旦那〝寝取られ〟が好きらしく、こっそり私のＡＶを観てオナニーしてるの」と話してくれました。夫婦円満の秘訣を見た思いでした。

　この女優さんに限らず、夫や彼氏に内緒でＡＶ女優をやっている人は多いです。ただ、これとは逆に、夫や彼氏に命じられて女優になった女性も、少なからずいます。おそらく、〝嫉妬好き〟、〝寝取られ〟好きで、プレイとしてそうしているのでしょう。

　こうした性癖は「カンダウリズム」といい、自分の妻の裸体を第三者に晒すことで興奮する性的嗜好を意味します。紀元前７００年頃のリディア（現在のトルコ）の王・カンダウレスが自分の妻の裸体を家来に見せていたことが由来といいます。元祖 〝寝取られ〟ですね。ただ、カンダウレス王の場合は、妻は家来に裸を覗かれていることを知らず、事実を知ったときに激怒したといいますから、自分の妻や彼女にＡＶ出演を命じる現代の男性のほうが、よりマニアックで、〝寝取られ〟と言うより〝寝取らせ〟に近いのかもしれません。

　こうした趣味の夫や彼氏を持つ女優さんに、現場の挨拶代わりに「最近、いつエッチしたの？」と聞くと、「今朝」と答えが返ってきます。撮影の直前にパートナーに抱かれ、たっぷり中出しされたうえに、マンコにタンポンで蓋をされて、撮影現場にやってきます。夫や彼氏にすれば、「オレのザーメンを溜めたまま、仕事に行ってこい」ということなんでしょうね。「ぬぉっ!?」と思う男優もいますが、僕は男性の愛情を感じ、より興奮につながってしまいます。

　なかには、夫や彼氏の嫉妬心が燃え上がりすぎて、前日に相当激しく抱きまくったのでしょう、女性器が傷だらけの状態で現場にくることも珍しくありません。当然、１発目の絡みから女優さんは「痛い、痛い」を連呼することになり、撮影がなかなか進みません。こういうときは「ボラギ●ール」や「キシロ●イン」などの痛み止めを塗って行うことも（舐めたりすると、舌がしびれ、チンチンの感覚がなくなるので男性は要注意）。

　そんな現場を終えて帰宅した女優さんに、パートナーは必ずこう言うそうです。

「男優のほうが気持ちよかっただろう！」

　この質問を否定しても肯定しても、女優さんの夫や彼氏は〝寝取られ〟心に火が点き、快感を得られるのでしょうが、いい遊びしてるなぁ、って羨ましく思ったりもします。
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　Ｗフェラのシーンを撮影しているとき、女優さん本人にはなかなか聞けませんが、「ああ、このコはオレのじゃなくて、もう一方のチンチンをしゃぶりたいんだな」とわかってしまうことがあります。ただ、敵もさる者、女優さんも「好みの男優のチンチンをしゃぶりたい」のを悟られないように、嫌いなチンチンから先にしゃぶりだすフェイクのパターンもあるのです。とはいえ、僕のチンチンを舐めている時間が、圧倒的に短い。舐めたかなと思うと、あっという間にもう一方のチンチンにいってしまう。僕としては「バレてるよ」と言いたいところですが、言うわけにもいかないし……。

　３Ｐで僕が挿入したときと、もう１人の男優と絡んでいるときの声のトーンがまるで違うこともありました。こういうときは、相手が僕に興味がないのにエッチができる!!という喜びに満ちあふれて興奮するわけなのですが、せっかく盛り上がっているもう１人の男優との絡みの分量が多くなるようにしてます。僕がサブに回って、全体としていい絡みの画が撮れればいいかな、と（ちょっとさみしくなるけど）。

　女優さんのなかには、「しみけんＮＧ」の人もいます。某大物女優さんもその１人。なぜＮＧを食らったかというと、40分絡みの３Ｐの撮影で、僕が30分アナルを舐め続けたからです。監督は「こんな大物女優相手に物怖じせずに挑んで、女優に苦悶の表情を30分もさせ続けたのは偉い！」と絶賛してくれましたが、同時に「確かにしみけんは偉かったけど、残念ながらＮＧになりました」と悲しい報告を受けることに。

　ちなみに、このとき一緒に３Ｐで絡んでいた男優も、僕の煽りを受けてＮＧになってしまいました。もらい事故もいいとこですね。

　この女優さんは、もともとアナルが苦手だったようですが、ベテランだけあってビジネスとしてきっちり仕事をする人。「レイプもの」のときだけ僕に声がかかります。

　理由は「本当にイヤがれるから」だって！　すごいプロ根性！
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エロ都市伝説Ｎｏ．１

「男のフェラのほうが、気持ちいい所を熟知しているので女性よりも気持ちいい」は、ガセ！

上手くても、口の中が固いんだよなぁ。

エロ都市伝説Ｎｏ．２

「総入れ歯のお婆様のフェラは気持ちがいい」も、ガセ！

固くてパサパサしてました。
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　僕はたまに〝精子パティシエ〟などと呼ばれたりしますが、顔射のやり方で男優のレベルが計れるのです。３万円（１回の撮影のギャラ）には３万円の出し方があり、５万円には５万円なりの出し方があります。

　技術の優劣が表れるポイントは、狙ったところに精液を発射できるか？　限りある精液をすべて女優さんの顔の上に乗せられるか？　など多岐にわたります。監督のオーダーどおりに、ゴルフの如く目標までの距離を測り、最適なタイミング、正しいスイングで、精液を見事、グリーン（顔）にナイスオンできるかが、男優に求められる重要なスキルです。やはり「自分を知る（汁）」というのはとても大切なことなんですね。

　精液の乗せ方には名前がついていて、〝キカイダー〟〝ハーロック〟 〝アディダス〟〝お好み焼き〟という業界用語で呼ばれたりします。

〝キカイダー〟は石ノ森章太郎さん原作のマンガ『人造人間キカイダー』のように女優さんの顎から眉間にかけて、目に精液を入れないよう、顔の中心線に発射するやり方です。

〝ハーロック〟は、松本零士さんのマンガ『宇宙海賊キャプテンハーロック』のように、女優さんの顔の眉間を中心に斜めに発射することを意味します。

　そして〝アディダス〟は、スポーツ用品メーカー、アディダスにちなみ、女優さんの顔に射精の軌跡が３本線になるよう発射するやり方です。３本線をどこに引くかはだいたいおまかせです。

〝お好み焼き〟は、お好み焼きの上にかかった格子状のマヨネーズのように、シャーシャーと発射するやり方です。

　撮影現場では、「今回は〝キカイダー〟で」などと指示し、ホワイトボードに絵コンテまで描く監督さんもいるくらいです。顔射は、ＡＶという作品のいわばフィナーレ。「終わりよければすべてよし」という言葉ではありませんが、フィニッシュがよいと作品全体のクオリティも上がるので、男優、監督、制作スタッフもより力が入ります。




知っていてもたぶん役立たないエッチなトリビア

エロビア[image: ]




チン毛・マン毛を見れば「あっ、この人久しくＳＥＸしてないな」とか「ヤリちん（ヤリマン）だな」とかがわかる。

ＳＥＸをしていると陰毛が擦れて、毛先が丸く、短くなっていく。

なので、チンチン本体よりもチン毛が長く、直毛気味だと「してないのかな」と思う。
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「ぶっかけもの」では、大人数の汁男優が女優さんの顔や体にザーメンを浴びせるわけですが、女優さんが少し触っただけで暴発してしまったり、タイミングを誤り一滴も女優さんにかけられない汁男優を目にした人もいるかもしれません。

　しかし、早漏は男優にとって武器にもなります。ちょっと触っただけで暴発したり、すぐイッてしまうというのは、観ている側には「よほど気持ちいいんだろう」「女優がよほどエロいのだろう」と強烈なインパクトを与えます。

　そんな早漏の男優が仕事が増えると、早漏がウリなのにだんだん発射までに時間がかかるようになり、時間がかかるようになると、現場から声がかからなくなってしまう……。これを〝早漏のジレンマ〟と呼び、汁男優の悩みのタネとなっているのです。

　僕が命名した汁男優「二代目・小宮シューマッハ」は、Ｆ１並みの「速さ」を誇り、たった３こすりで射精してしまう強者です。ちなみに、オスの牛は交尾のとき、挿入してから１突きで射精に至ります。骨格的にヒトのように腰を振れず、体重も重いのが理由ですが、そもそも動物は快楽ではなく生殖のためにＳＥＸをするので、１突きでも問題はないわけで、業界では「牛の１突き、小宮の３突き」などと言われています。

　ただ、３突きで発射してしまうほど早漏だと、満員電車で圧迫され、手すりに股間が押しつけられた状態で、電車が揺れただけで射精してしまう、というほどで、日常生活にも支障をきたしているようです。

　とはいえ、男優は早漏のほうが向いています。男優は女優さんを相手に数十分も腰を振り続けているので、射精をコントロールしているように思われがちですが、射精ではなく〝集中力〟をコントロールしているんです。

　実を言えば、僕も本気を出すと30秒以内でイッてしまう早漏です。現場の絡みでは、次はどういう展開にもっていくか？　カメラ位置はどこか？　照明はどこから来ているか？　など、さまざまなことを考えます。つまり、気が散った状態でＳＥＸしているので、撮影現場では自然と遅漏になるのです。そして、監督から発射のＧＯサインが出たら早漏の本領発揮。女のコに集中して、すぐさま発射に至る、というわけなのです。

　早漏はこのように慣れれば発射のタイミングを遅くできますが、遅漏はいくら頑張っても早漏にはなれません。だから、早漏のほうが男優に向いている、と言えるでしょう。
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　ある現場でのお話。女優さんのお子さんが託児所で熱を出し、撮影は中断。女優さんが迎えに行き、現場にお子さんを連れてきたのですが、絡みの撮影時、マネージャーさんがその子の耳を塞いでいるのが、ベッドからチラッと見えてました。

　基本的に撮影現場には、制作スタッフと女優さん、男優、それにマネージャーさんなど関係者以外の人間はいません。ただ、おそらく誰にも預けることができなかったのでしょう、たまに女優さんのお子さんの姿を見かけることがあり、マネージャーさんや助監督さんが面倒を見たりしてます。眉を顰しかめる人もいそうですが、幸いなことに、たいていは１歳未満の乳児なので、当人的にはあまり問題はなさそうです。母乳をあげたり、あやす姿は〝剥き出しの生活感〟があり、ちょっと興奮をおぼえてしまいます。

　ほかにも、熟女女優さんが犯されている傍らの押入れの中で、女優さんの息子の耳を実の父親が塞いでいたという話を聞いたことがあります。近くの喫茶店にでも行けばいいのに……とも思いますが、ザッツ・ドキュメントです。ほかにも、ＡＶデビューした女優さんの現場で、女優さんの父親がリストラされて汁男優になっていたことも。

　偶然、親子関係に気づいた監督が、汁男優である父親とＡＶ女優である娘さんを同じ現場に呼んだんです。父親は当初「娘の現場なんて行けない」と渋っていたのですが、「汁男優からフェラ男優に格上げしてくれるのならば、やります」と言う。「え!?　そんな条件でいいの!?」と現場に呼んだら、娘の絡みが始まった途端、その父親は目から汁を出して（いわゆる涙）、スタジオを飛び出していってしまいました。ドキュメント系の作品だったので、この結末はある意味、大正解でした。

　ほかに現場でよく見る「関係者以外」といえば、女優さんのペット。

　女優さんが、さびしいのか心のよりどころなのか、飼っているワンちゃんを連れてきては、犬の鳴き止み待ちで撮影が中断したり。リスザルを連れてきたときは、リスザルが興奮してキーキー鳴いてしまうので、興奮のおさまり待ちってのもありました。
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ベルフェゴールという悪魔を知っていますか？

普通は恥ずかしがる排便姿を堂々と見せることにより力を誇示した悪魔です。

魔界で「幸せな結婚はあるのか？」という議論になったとき、人間界へ降り、「幸福な結婚などない」という結論を出したんだそう。
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　ＡＶの撮影現場では、エロ珍しいエピソード以外に、エロ怖いエピソードもちらほら。

　ある現場では、デビュー当日の新人女優さんが撮影スタジオの屋上から飛び降り自殺を企てました。照明さんがカーテンを開けたら上から女優さんが降ってきたんです。幸い命に別状はなかったものの、大けがを負い、もちろん撮影は中止。１年後に、なんと彼女はＡＶで再デビューしたのです。そのときのスタジオは「ビル」から２階建ての民家にしたそうです。

　撮影現場で女優さんがリストカットした修羅場も、２回ほど目にしました。

　スタジオが火事になったこともあります。間が悪いことに、そのときは芸能人ＡＶレーベルの撮影が入っていました。芸能人ＡＶは、誰が出演するかがキモです。事前にこうした情報が漏れないように、撮影では、男優は内容を絶対に口外しない旨の契約書を交わします。そこまで厳しい情報管理で、どの芸能人がＡＶに出演するかを隠していたのに、火事で炙り出されて、女優さんが半裸でスタジオから脱出してきちゃったのです。火事なので警察官に事情聴取されたのですが、口外してはいけないので「言えないんです」と、関係者は繰り返すばかり……。相当、怪しまれたようです。

　それから数か月後、同じスタジオの撮影で、僕が非常階段のところで絡みを撮りました。あとで監督から電話が入り、「今、編集しているんだけど、立ちバックのとき、しみけんが何かを目で追ってるんだよ。巻き戻して見てみると、小さなオーブ（霊の球体といわれる）が階段をポーン、ポーンと降りていったのが映ってた」と。僕には見えていなかったのに、無意識に目で追っていたというのが怖かったです。

『ザ・ナンパミラクル 町田編』では、ハメ撮りだから僕と女のコだけなのに、二人のものではない人の声が録音されていました。ナンパした、全身自傷の跡だらけという個性的なコがいて、そのコとの絡みのシーンで「うぉーん」「うぉーん」という声が聞こえるのですが、何か呼んじゃったのかな？『上原○衣のレズファン感謝祭』という作品には、「○衣チャン、可愛いー！」という男性の声が入っています。レズ作品なので女のコしか出演していないのに……。




知っていてもたぶん役立たないエッチなトリビア
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チンチンの大きさを気にする男性は多いが、ゴリラのペニスは３cm。

人間のペニスの場合、勃起時５cm以下のペニスを「マイクロペニス」といい、性機能の疾患として認められ、医学的な治療が受けられる。




[image: ]オバケの出ない怖い話




　ＡＶに限らず、機材の多いスタジオはよく幽霊を呼びよせるといいますが、ある廃屋セットのハウススタジオも、よく出ると業界では有名。ここは実際に凄惨な事件が起きているんです。ＡＶのスタジオは、そんなさまざまな理由で借り手がつかなくなった訳あり物件が多いので、撮影で心霊現象に出くわすことも少なくありません。

「ナンパもの」ＡＶでよく使われる江●島の××荘という古びた旅館には、何度も撮影に来ているのに２階に誰も入ったことがない部屋があります。その昔、修学旅行の先生と生徒が心中した部屋らしい。そんな話を聞いてナンパロケに出ると、腰まである黒髪の女のコが「下着を見せるだけならＯＫ」というので、すぐに旅館に連れ込んで撮影しました。

　無事、撮影が済んで外まで送って別れると、バイバイしたわずか10秒後に違う男にナンパされています。すると、間髪入れずに、「テメェ、この野郎！　オレの女に何やってんだ!!」と背中に入れ墨の入ったコワモテのお兄さんがきて、ナンパした男は速攻で拉致られていきました。女のコとバイバイするのがあと10秒遅かったら……、僕はこうして元気に本の執筆をしていなかったと思います。

　また別のある日。ハウススタジオでの撮影でした。

　ハウススタジオとは、一軒家やマンションの一室をそのままスタジオにしたもので、生活感のあるシーンや作品を撮るときによく使用します。控え室で出番を待っていた僕がトイレに行こうとすると、トイレの前に人だかりが。スタッフに聞くと、どうやらＡＤさんが、トイレに立てこもっているということがわかりました。

　ＡＤさんの仕事は激務で、徹夜も珍しくないのに薄給だったりします。そう、そのＡＤさんは待遇の悪さにか、理不尽なことを言われたのかわかりませんが、トイレでストライキを始めたのです！　監督が駆けつけ「わかったから、とりあえず外に出ろ」、ＡＤ「もう、イヤだ！」、監督「もれそうなんだ、外に出ろ」、ＡＤ「イヤだ!!」……そんな遣り取りが続くあいだ、トイレには大行列ができてます。そのハウススタジオにはトイレが１つしかありませんでした。行列に並んでる人たちのなかには、噴き出しそうになる生理現象をおさえこもうと、しゃがみこむ人もいました。

　幽霊も怖いですが、ＡＶの現場では、いろんな意味でほかにも怖いことがたくさんあるんです。




[image: ]65歳超の「おじいちゃん男優」は３人




「おじいちゃん・おばあちゃんもの」のＡＶが静かなブームになってます。加えて、近年の「介護もの」や「義父もの」の流行で、おじいちゃん男優に需要の波が到来中です。

　米ＣＮＮに「世界最高齢のＡＶ男優」と認められた徳田重男さんは、御年80歳！　もちろん現役です。54歳でエキストラから男優の仕事を始め、『65歳。職業ＡＶ男優』という本まで上梓している山田裕二さん（68歳）などなど。企画ものＡＶで、おじいちゃん男優を見たことがあるユーザーも多いのではないでしょうか。

　男優とはいえ、おじいちゃんなのも紛れもない事実。体力の衰えはやはり隠せません。なので、おじいちゃん男優ならではの撮影の方法があったりします。

　チンチンの機嫌がいいときでないと勃起しないので、「勃ったときに、いつでも発射してください」と、まず発射シーンから撮ることが多いです。また、僕が目にしたおじいちゃん男優は、自前の勃起補助器具を現場に持参し、チンチンを筒状のシリンダーに突っ込み、ポンプをシュコシュコして中の空気を抜いて、ふくらんだペニスの根本をゴムで縛り上げて勃起状態を維持していました。ここまでさせるエロのパワーは本当にすごい。

「介護もの」ＡＶでは、介護士役の女優さんが何人か出演することが多いのですが、「わしゃ、あのコがいいんじゃ！」などと言いだすので、あらかじめ決めた絡みの組み合わせが狂ってしまい、助監督などは手を焼いているとか!?

　おじいちゃん男優が活躍する「介護もの」や「義父もの」ＡＶがブームになった背景には、ＡＶの購買層の高齢化があります。若い男性は、スマホやパソコンで無料動画をおかずにささっと抜いてしまうので、ＡＶを観ていてもお金は落ちない。実際にお金を払ってＤＶＤを買うのは、デジタルが苦手で経済的にも余裕のある40代以上のユーザーが多い。制作サイドにすれば、お金を落としてくれる企画をつくろうとするので、同世代で感情移入しやすい、おじさん・おじいちゃん・おばあちゃんものがブームとなっているわけです。

　ただ、需要に対して男優の数が圧倒的に少ない。しっかり絡める65歳以上の男優は、現在３人といわれています。ある現場でおじいちゃん男優が10人必要になり、依頼された手配師がてんやわんやで自分の「おじいちゃん男優リスト」に片っ端から電話していくと、２軒目で「生前はお世話になりました」と奥様が通話口で言ったそうです。おじいちゃん男優だけに、こうしたことは今後増えるかもしれませんね!?




[image: ]おばあちゃん女優は増加中




　おじいちゃん男優の需要が増えていると前述しましたが、おばあちゃん女優はもっと増加傾向にあります。ただ、スケベ目的で業界に入ってきたおじいちゃん男優とは違い、おばあちゃん女優の就労目的はシビアで、年金だけでは食べていけないからという人がほとんど。「ＡＶに出るのが先か、棺桶に入るのが先か」と切実な動機で女優になるのです。

　だから、エロに興味がないのか、股を広げているだけの人が多いんです。実際、撮影で絡んでいても「アン」とも「ウン」とも言わない。非常にさみしいＳＥＸが展開されます……。

「キツイでしょー」と思われがちですが、いやいや僕はけっこう好きなんです。午前中に蒼井そらチャンと絡んで、午後に双子のおばあちゃんのイネさんとヨネさんを逆３Ｐということがありました。双子だから歯の抜け方まで一緒。まるでハワイ発アラスカ行きの飛行機に乗ったみたいな温度差。でもよくよく考えれば、こんな経験なかなかできるものじゃない。そう考えると、とんでもなく興奮してきます。「これまでの人生で、このおばあちゃんはどんなＳＥＸをしてきたのだろう？　どんなオナニーとかするんだろう？」などと考えていくと、より興奮して、仕事的にも二度美味しい。

「おばあちゃんもの」ＡＶの需要は、どこにあるのかというと、もちろんおばあちゃん好きの人もいらっしゃいますが、メインのユーザーは50～60代の同世代の人たちです。やはり、女優さんの年齢が近いＡＶのほうが観ていて興奮するのでしょう。もちろん、高齢のユーザーがみんな「おばあちゃんもの」が好きとは言えませんが……。

　日本のＡＶには、ないジャンルがほとんどありません。ホント日本に生まれてよかった！

　そんな日本のＡＶでも、絶対に撮っちゃいけないモノはあります。アニメなどのキャラクター系や警●、刑●所などの国家権力系。少し昔には、「セーラー服もの」の扱いがデリケートな時期もあり、襟のラインが３本のセーラー服は、撮影には使えませんでした。というのは、このタイプのセーラー服が、ある有名女子高のものと一緒だったからです。ちなみに、現在でもＡＶのタイトルなどの表記では、「女子高生」はＮＧで「女子校生」と記します。

　また、純粋な「外国人もの」もなかなか撮れません。「純粋な」と断ったのは、日本生まれの日本育ちで、日本の年齢確認証がないと制作できないからです。昔は海外にロケに出ていましたが、現在ではなかなか予算が出ません。だから、ハーフの女優さんがもてはやされ、なかには、外国人っぽい顔の日本人をハーフとして出演させている作品もあったりします。
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　ＡＶ男優は、「生中出しもの」の現場でもない限り、ゴム（コンドーム）の着用はマストです。撮影現場では、絡みの発射時に器用にゴムを外して、女優さんの顔やおっぱいなど、監督の指定した場所に射精するわけですが、通常の撮影では男優は両手を使えるので、比較的ラクにこうした動作をこなしています。

　あえてゴムをつけるところは見せません。女優さんに寄った画になったときに、男優は見えないようにそそくさとゴムをつけるようにしています。

　２０２０年に東京オリンピック開催が決定し、選手村で配るコンドームに選定されるようにと、各コンドーム会社で薄さ競争がはじまりました。これを〝コンドーム戦国時代〟と呼んでいます。そして生まれたのが、サガミとオカモトの００１です。薄くて気持ちいい半面、これがとてもつけにくい。

　なるべく流れを止めたくない男優としては、薄いがゆえにおこるコンマ数秒のロスもイヤがるので、００３を選ぶ傾向にあり、現場ではオカモトの００３が主流となっています。

　絡みの発射時は、「イク！」と言ってフレームの外に出て、ゴムを１秒以内で外します。このときも００３と００１で差が出ます。００３は素材がゴムなので、チンチンの皮に巻き込まれてゴムがビヨーンとのびてしまい、「パチン！」となってしまうことが、包茎男優には多いです。この「パチン」という音がやっかいで、盛り上がっているなかでの「パチン」なので、編集で消すのが難しいようです。編集マンさん、ごめんなさい。

　それに対して、００１はウレタン製でのびないので、サラッと外せるのです。ハメ撮りのときは片手がふさがっているので、ハメ撮りのオファーが多い僕としては、楽にはずせる００１を好んで使っています。また、コンドームの色もなるべく「薄い色」にします。ピンクや緑、ぶ厚いのだと黒だったりすると、モザイク越しでも何か仰々しい。なのでゴムの色は透明かクリーム色を選びます。

　つけやすさとはずしやすさ、色が目立たないかなどで、現場で使うゴムを決めています。
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射精時、男性の75％がその場にダラリと垂れるタイプで、残りの25％が「ドピュ！」と飛ぶ。

「ドピュ！ ドピュ！」は0.8秒間隔で、飛ぶスピードは時速50kmにもなるそう！

ウサイン・ボルトのトップスピード時速44kmよりも早い！




[image: ]モザイクゆえにうまれた悪しき四字熟語「半外半中」




　さきほどは、ＡＶ撮影とコンドームについてお話をしましたが、逆にゴムをつけないときというのは、ほぼ１００％「生中出しもの」です。日本ではモザイクが入っているので、本当に「生」なのか表現するのが難しい。なので、最初から最後まで一連でノーカット・ノー編集、チンチンは１回もフレームの外に出さないように撮影します。ノーカット・ノー編集なので、萎えたり、何かでヘマをしたり、選挙カーが通ったり、灯油売りがきたり、犬が鳴いたりすると、編集ができず、苦労が多いです。演出のときには「大地震が起こっても、回しっぱなしにします」とか言われたりもします。

　中出しといっても、ただ出せばいいわけではありません。女優さんがカメラに正対したＭ字開脚では、出てきた精液がお尻の割れ目のほうに垂れるので、せっかく中出しした精液にモザイクがかかってしまう。だから、女優さんが少し体を斜めに傾け、太腿のほうに垂れてくるようにしています。この種の撮影では、自分の精液がどう垂れ出てくるのか、その「軌道」を想定することが重要だったりします。

　それでも信用していただけないユーザーさんがいらっしゃいますので、モザイクがあるがばかりに生まれた悪しき四字熟語〝半はん外そと半はん中なか〟という言葉があります。

　半外半中というのは、精液を半分外に出して半分中に出すということ。これだと、疑いようがないでしょう？　中出しする前に、あらかじめ疑似ザーメンが仕込まれていないことを見せるため、チンチンを抜いてパカッとマンコのなかを確認します。それで外で半分出して、中で半分出す。

　発射もヘアの上に出してしまうと、モザイクがかかってしまうかもしれないので、遠くへ飛ばして残りを中に出さなければいけません。ここで手を添えてしまうと、なにか握っているのではないかと疑われてしまうので、すべてノーハンドです。何やらせとんじゃい!?　と思いますが、今のユーザーさんを納得させるのはなかなか大変なんです。

　また、ノーカット・ノー編集では「40分で」と言われたら40分で納めなければなりません。前戯15分フェラ10分挿入15分、みたいな時間配分。ノー編集ですから、照明が落ちようが、救急車が通ろうが続行です。誤差は許されてプラスマイナス２分前後。男優さんのなかには、指輪型の小型時計をはめて、時間をチェックしている人もいます。
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（汁親については「ＡＶ男優の先輩・後輩関係」参照）
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初体験は高校１年生






　現在は、毎日裸で腰を振っている僕ですが、初めて女性とお付き合いした……というか初体験は高校１年生のときのことでした。

　それまでの僕は、ただのクイズ＆マンガオタク。進学校の中学に入学し、色白、メガネ、小太りのパッとしない男子でした。中学受験まではかなり勉強しましたが、合格して入学すると燃え尽き症候群のように全然勉強しなくなり、成績も悪かったです。

　ただ、クイズにはのめりこんでいました。落ちこぼれの僕でも、正解率１％という難問に答えられることがたまにある。正解したときの快感が病みつきになって、せっせと偏った知識を詰めこんでいきました。超マニアックな出題しかない「地下クイズ王決定戦」（ＢＳスカパー！「ＢＡＺＯＯＫＡ!!!」の人気企画）に参戦できたのも、この頃からの積み重ねがあったからかもしれません。

　とはいえ、中学生の僕がクイズだけに熱中しているわけはなく、エロにも興味津々でした。当時は、現在からは想像できないほどのエロ本全盛時代。『投稿ニャン２倶楽部Ｚ』と『ビデオメイトＤＸ』（ともにコアマガジン）を愛読していました。この２冊は判型が小さいので、中学生の僕には親の目から隠しやすいのがよかったんです。

　僕が進んだ中学は中高一貫校で、高校の校舎も同じ敷地内にありました。中学生から見れば、高校生は大人の女性。そして、美術室は高校生の校舎のなかにありました。とっくに性に目覚めていた僕は、美術の時間になるとクラスメートを見張りに立たせて、女子トイレに忍び込んではよからぬことを繰り返していたものです（幸いなことに、僕の〝活動〟が露見することはありませんでした）。

　中学生になった僕は、当時、男子垂涎の的だったテレビデオを手に入れます。自分の部屋にテレビとビデオが一体となったテレビデオがある。それだけでクラスのヒーローです。あの頃のテレビは規制の緩やかないい時代で、地上波の深夜枠で普通に女性がおっぱいを丸出しにしてましたから。伝説の深夜番組といわれた『ギルガメッシュないと』（テレビ東京）、『トゥナイト』（テレビ朝日）、『艶々ナイト』（テレビ埼玉）、それに『おとなのえほん』（サンテレビ）……などなど、お色気番組が見放題！　エッチなテレビ番組とエロ本をおかずに、せっせとオナニーに励む毎日を送っていました。




　僕が童貞を卒業したのは高校１年生のとき。相手はナンパした同い歳の女のコでした。当時の僕は典型的なオタクで、まったくモテませんでした。

　ではなぜ、オタクの僕が急にアグレッシブになったのか。たまたま手に取ったマンガ『あしたのジョー』の第２巻が僕の人生を変えました。言わずと知れた名作ですが、メチャクチャ面白くて、主人公の矢吹丈に憧れて、ボクシングをやりたい！と思ったんです。生まれて初めての親へのお願いが「ボクシングジムに通わせて！」でした。そしてボクシングジムに通い〝脱オタ〟したのです。

　それと同時に、当時人気だったテレビ番組『天才・たけしの元気が出るテレビ』（日本テレビ）の１コーナー「ストリートダンス選手権」に触発され、ブレイクダンスもやるようになったんです。ボクシングで〝脱オタ〟しかけていた僕は、「目立ちたい」「目立てばモテる」と、ダンスのビデオを買いあさりました。ビデオの「ダンス甲子園」をコマ送りにして部屋で猛特訓。結果、１年でウィンドミル、ハンドスピン、クリケット、スワイプス、そしてヘッドスピンなどの技ができるようになりました。〝在宅ブレイカー〟の誕生です。このおかげで実家のリビングの床はキズだらけ。今もこのキズを見ると当時のことを思い出します。

　そんなある日、同じボクシングジムに通っていた同い年の悪友が、こんなことを言ってきました。

「昨日、しみけんと一緒にナンパして、童貞を捨てる夢を見た」

　童貞の友達が嬉しそうに言うので、

「じゃあ、その夢を現実にしようぜ！」

　僕ら２人は千葉の津田沼のゲームセンターに行き（この、ゲームセンターに行くあたりがオタクのなごり？）、最初に声をかけた女のコ２人組を一発でゲットしたんです。ゲーセンを出ると速攻でラブホに行き、僕はあっさりと童貞とサヨナラしました。

　記念すべき初体験。僕は童貞だとバレたくない一心で、いつも見ていたＡＶのようなＳＥＸをしました。童貞だというのに複数の体位をこなし、フィニッシュはゴムをはずして顔射。当時の僕は、それが普通のＳＥＸだと思っていたんです。そんな初体験でしたから、童貞喪失の感想は「ＳＥＸってなんて疲れるんだ！」「思ったより気持ちよくない」でした。

　その後、女のコと一緒にシャワーを浴びているとき、僕は童貞を捨てた余裕からか「喉が渇いたから、おしっこを飲ませて」と４歳の頃からの夢をお願いしました。すると、いとも簡単に「いいよ」と言うのです。夢見ていた「飲尿」があっさりと叶うことに僕のペニスはいきり勃ち、お風呂場で２回戦に突入。本能の赴くままに腰を振っていたら、あまりに気持ちよくて15秒で射精してしまったのです。

「おおお、これがＳＥＸなの!?　とんでもなく気持ちイイ!!」

　童貞を失って２回目のＳＥＸで、「カッコつけなければＳＥＸはこんなに気持ちのいいものなんだ」と教えられたのです。男はＳＥＸのときでも、変なプライドを脱ぎ捨てられない悲しい生き物ですが、僕は幸運にも２回目でＳＥＸのよさとプライドは邪魔だということをちょっとだけ知ることができたのです。





ＡＶの素晴らしさに目覚める






　童貞を捨てた僕が、ある日、父親の会員証でＡＶを借りようとビデオレンタル屋に行くと、運命の出会いが待っていました。たくさんのＡＶが並ぶ棚の前で、僕の目が釘付けになった作品が『糞尿家族ロビンソン２』（Ｖ＆Ｒプロダクツ）です。

　僕は幼少期からうんこに興味がありましたが、幼心に「これは人には言っちゃいけないことなのでは？」と隠してきた経緯があります。

　原体験は、幼稚園にまで遡ります。

　幼稚園くらいの子どもは、男女問わず、うんこが大好きですよね。「うんこ」という言葉を聞いただけで大喜びですが、僕がうんこから感じ取っていたのはオモシロや笑いの要素ではなく、性の匂いでした。だから、周囲の子どもが「うんこー！（笑）」と叫んでいても、僕は「うんこ[image: ]」だったのです。

　同時に、僕は窃視の悦びも体感していました。もちろん、幼稚園児の僕はなぜ覗き見ることが好きなのかはわからないまま、幼稚園の女子トイレを覗いたりしていました。幼稚園のトイレは、大人が使う通常のトイレとは違い、先生が面倒をみられるように扉の上と下が大きく開いています。つまり、覗くのには好都合！　僕は好きな女のコがトイレに行くと、よく覗いていました。

　当然、先生は「ダメよ」と注意しますが、どうしても好きな女のコ（の排泄物）と触れあいたかった僕は、「うんこをすればお尻を拭くので、もしかしたら手についてるかも！」と、トイレから出てきた女のコの手をベロベロと舐めていたんです。当然女のコは大泣き！　４歳にして親の呼び出しを食らった僕でしたが、一番心配だったのは母親に怒られることではなく、「うんこ好き」がバレることでした。理由は判然としませんが、子どもは子どもなりに感じるものがあったんでしょう。

　幼稚園を卒園してからも、僕は小学校、中学校と自分の性癖を隠して（仲のいい友達は知っていたので、女子トイレに忍び込む際に見張りとして協力もしてくれていた）、窮屈な日々を送っていました。ところが、『糞尿家族ロビンソン２』を観ると、うんこが肯定され、とても楽しそうな世界が広がっていたのです。世の中の価値観では否定されがちなことが、肯定される世界もあるんだ！　本当に衝撃的でした。そして、この経験が、のちに僕がＡＶ業界を目指すきっかけになります。


[image: ]







　高校時代は、ボクシングのジムに週５日通い、それと並行してブレイクダンスを練習し、クイズの勉強もしながら、合間を縫ってナンパに精を出してました。当時、１日に最高４人とナンパでイタしたこともありましたが、お金のない高校生は毎回ラブホテルに行くわけにもいかず、ＳＥＸする場所に困っていました。そこで、ＳＥＸできる場所をリサーチしては、いろいろなスポットをメモにしたためていました。クイズ好きでメモ魔だった僕は、当時から「太っている女のコのマン汁は酸っぱい」とか、今で言う「ＳＥＸあるある」のようなネタや、ナンパが成功（失敗）した理由などをよくメモしていました。ぼくのエロとウンチクのネタ帳「しみペディア」の原点ですね。

　一方、学校では高校２年生のときに、ある事件に巻き込まれます。文化祭で僕のクラスは駄菓子屋をやることになり、食べ物を扱うので保健所に検便を提出しました。すると、ホームルームで先生が「悲しいことが起こりました。検便が盗まれました」と言うのです。その瞬間、クラスの全員が僕のほうを見るのです。

　このときばかりは本当に何もやっていなかったので、必死に冤罪を晴らそうとカバンの中身を見せて、「ほら、何もないですよね」と反論したのですが、「でも、食ってたらわからんだろ！」と逆に問い詰められる始末。しかし、焦りとはうらはらに、「あ、僕以外にもうんこ好きがいるんだ！」と、同志を見つけたような嬉しい気持ちになったのを覚えてます。結局、〝真犯人〟はわかりませんでしたが、このときの〝まだ見ぬ仲間〟へのシンパシーは今でも持っていて、高校の同窓会がある度に、僕は犯人探しならぬ仲間探しを続けています。

　高校生活では、授業中、教室内でオナニーをして前の席の女子のスカートに発射したり、屋上でオナニーをして射精したザーメンを風に舞わせたりして、女子生徒を絶叫させる日々を送っていました。そんななかで僕が提唱し、男子生徒有志数人とともにはじまったのが〝オナニーゴルフ〟です。

　やりたい盛りの中高生の頃、雑誌に載った好きなアイドルのグラビアに発射したことがある、という人は少なくないのではないでしょうか。簡単に言えば、〝オナニーゴルフ〟はこれを競技化したものです。

　お気に入りのアイドルや好きな女子生徒の写真を２ｍほど離れたところに置いて、これをゴルフのグリーンに見立て、競技スタート。エントリーした選手が一斉にオナニーをはじめ（アドレスに入り）、発射態勢に入った選手は「ハイッ！」と挙手。この時点から、シュッ、シュッ、シュッとシコって発射した精液が、見事、女のコの顔に乗っかれば「３回シコってパー」。これが１回シコって女のコの顔に命中すれば「ホール・手淫（イン）・ワン」になります。グリーン（女のコの写真）との距離、クラブの番手のチョイス（チンコの握り方や何回シコるか）など、ホールを攻略する頭脳と、自分のドライバーの飛距離（精液の到達距離）などの感覚で競い合うのが〝オナニーゴルフ〟なのです。

　振り返ると何やってんだかとも思いますが、勉強して、いい大学に入り、いい会社に就職する……そんな決まりきった生き方がイヤだったんです。

　高校での経験人数は１８０人に達し、いろいろなことをやり切った！という思いで仰げば尊しを唄った僕は、卒業文集の将来の夢に「ＡＶ男優」と書き残し、母校を巣立っていきました。





ＡＶ男優になるために就活。なぜかゲイの世界へ






　高校３年生の12月、同級生が受験勉強に追われている頃、僕はＡＶ男優になるための就活を始めました。

　まず、一人暮らしをするための部屋探しです。大学に合格してもしなくても、一人暮らしがしたかったんです。辿り着いたのが、東京・阿佐ヶ谷の家賃５万９０００円のアパート、「大和ハイツ」でした。このアパートではのちにいろいろな騒動が起こるのですが、当時の僕は知る由もありません。

　僕は千葉県に住んでいたので、父親と東京に行って部屋探しをしていました。その日の不動産屋巡りを終えて、「寄りたいところがあるから」と父親と別れてからが、ＡＶ男優の就活のスタートです。

『糞尿家族ロビンソン』でＡＶの素晴らしさに目覚め、カンパニー松尾さんを描いたマンガ『職業ＡＶ監督』が載っていた「ヤングチャンピオン」に自分の名前を載せたいとハガキ職人をやっていたくらい、僕はＡＶ業界に魅せられていました。

　ただ、当時はＡＶ男優になるにはどうしたらいいかを教えてくれる情報なんて、ほとんどありません。たまたま手にとった「裏モノ系」雑誌の「裏アルバイト特集」に「ＡＶ男優体験記」というリポートがあり、その中にズバリ、ＡＶ男優になる方法が書いてあったんです。記事によれば、「夕刊紙『内外タイムス』の三行広告で募集を見つけた」といいます。実際、買ってみると、確かにＡＶ男優の求人広告が載っていました。




　募集していたのはコー●コーポレーション（Ｃ●カンパニー）、マンハウス、テラ出版といった会社でした。フタを開けてみればすべてゲイ関係の会社でしたが、ゲイの世界とＡＶの世界がまったく別の土俵とは知らず、手当たり次第に電話をかけました。

　まず初めにＣ●カンパニーに電話してみると「では、面接にいらしてください」とのこと。面接を受けたのは、まだ高校在学中の３月でした。面接するという部屋に通されると、そこにはテレビデオが１台ポツンと置いてあり、「カメラテストをするので、オナニーしてください」と言う。今思えば、当時、僕は高校生ですから完全に違法。しかもこの会社、面接のときに撮影したカメラテストのオナニー動画を、断りなしに１本の作品にして販売していたようです。そんなこととは露知らず、僕は一生懸命オナニーしたわけですが、男優しみけんのＡＶ第１作（？）はこのときのビデオということになります。

　この会社とは、高校卒業後の５月に１回だけ仕事をしました。当然、ゲイビデオです。内容は男性との絡みで、擬似ハメ。ただ、風俗店の〝タケノコ剥ぎ〟のような撮影で（ぼったくりの手口。あとから追加料金がぞくぞく発生し、最終的には莫大な料金になる）、最初は擬似ハメだけの約束だったのが、「男のオシッコを浴びたら、プラス４０００円」とか言ってくるので、「話が違うじゃないですか！」ってオシッコを浴びながら怒っていました。

　次に電話をかけたテラ出版は、僕がまだ高校在学中だったので「卒業したら、仕事しましょう」と言ってくれました。媒体は、ゲイ雑誌の『Ｂａｄｉ』です。

　４月、無事に高校を卒業した僕の初めての撮影は、新宿御苑をストリーキング（公共の場を裸で走ること）の企画。現在では「露出もの」の撮影はお巡りさん的に危険なので、今ではあまり行われませんが、当時は緩い時代だったのです。

　御苑のなかを全裸で走り回る僕を、カメラマンはかなり離れた場所から長玉（超望遠レンズ）で撮っていました。業界のことなどまったく知らない僕は、「なんで、あんな遠くから撮っているのだろう？」くらいにしか考えませんでしたが、今思えば、いざとなったら僕だけを置いて逃げるつもりだったのでしょうか。

『Ｂａｄｉ』の次の号では、幡ヶ谷の公園のトイレでの撮影でした。その現場で一緒になったすごくマッチョなお兄さんが、とても優しくて、撮影後に部屋に呼んでくれたんです。襲われたりすることはなかったのですが、お兄さんの部屋の壁際には今まで見たこともないものがズラリと並んでいました。「ずいぶん大きなキノコのマトリョーシカだな」と思っていた僕に、お兄さんは「それ、僕のアナルに入るんだよ」と穏やかな口調で教えてくれました。生まれて初めて目にする極太ディルドーは、男性の二の腕くらいの大きさ。衝撃的でしたが、同時にこんな世界もあるんだ、と妙に新鮮さも感じてました。

　当時の『Ｂａｄｉ』では、なぜか「野外もの」の撮影が多く、首都高を走る軽トラックの荷台でふんどし一丁になり、トラック野郎のようなグラビアを撮ったこともあります。高速道路なのでスピードも出ていて危険だということで、モデルの僕が荷台から落ちないように腰縄をつけて、「これで大丈夫だから」と撮影に臨みました。ところが、無事撮影を終えて腰縄をほどこうとすると、縄の端っこがどこにも繋がれてない!?「全然、大丈夫じゃない！」とひっくり返りましたが、このとき腰縄を結びそこねたのが当時『Ｂａｄｉ』の編集をしていたマツコ・デラックスさんでした。

　こんなふうにゲイ関係の仕事ばかりしていたのは、ゲイの仕事をしていれば、いつかＡＶ男優になれると思っていたからです。

（今日の現場は、たまたま来たのが男だったけど、次の現場こそ女が来るのでは）

（今日もまた男相手の絡みかよ。アンラッキー……）

　などと思ってたんです。




　僕は女好きで、性癖的にはいわゆる「ノンケ・ヘテロ」です。好きなタイプはギャルで、ギャルばかりナンパしていました。当時はギャルブーム真っ盛りで、ルーズソックスが女子高生の間で大流行。僕もルーズソックスを普段から履くくらいギャルが好きでした。なので数か月後、ＡＶ業界で男優デビューすることになりますが、男優初期は裸にルーズソックスを履いて絡みをしていました。
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　ちなみに、今も昔も、セクシュアルマイノリティや、世間から特殊と見なされている性癖の持ち主に対して何の偏見もありません。むしろ、そういう方のほうが物事を深く考えていたり、話が面白かったりして好きです。

　ただ、ゲイの仕事を続けていけばＡＶ男優になれる！と信じていましたし、これはＡＶ男優になるための試練だと思っていましたから、無知とは恐ろしいものです。ようやく真実を知ったのは、マツコさんに教えられる半年後のことでした。





ゲイ男優とアルバイトの二足のワラジ






　ゲイ雑誌などで、曲がりなりにも〝男優〟のキャリアをスタートさせたものの、仕事が入るのは月に１、２回。ギャラはグラビアで３万円、ビデオで７万円ほどだったので、とても食べていけません。アルバイトもしていましたが、その頃は一応、浪人生の身だったので、親から仕送りしてもらい、なんとか暮らしていました。

　アルバイトもいろいろな職種を経験しました。交通量調査のバイトをよくやりましたが、あれって適当にカウントしてもすぐバレちゃうんです。たいてい近い場所でもう１人のアルバイトがカウントしているので、僕のところで適当にトラック10台と記入しても、隣りが２台だったりすると、８台はどこに消えた！ってことになる。このとき覚えた「クルマのナンバープレートの分類」は今でもクルマの話をするときに役に立っています。

　外国人の日本語検定の願書を整理するバイトもやりましたが、可愛い女のコの住所や電話番号など個人情報を全部メモしていたのがバレて、１日でクビになりました。

　あとはクスリの治験。治験は２週間にわたって行われ、１週目の月・火・水曜日と２週目の月・火・水曜日に缶詰めにされます。僕は「Ｈ―10」という名前をつけられて、大腸のクスリの調査をしていたのですが、その職場にはメチャメチャ訳知りのベテランがいて、「今日はカレー」とか「副菜はほうれん草のおひたしだよ」とか、食事のメニューをすべて言い当てたりする。これは、投薬した１週目と、クスリが抜けた２週目の状態を比較するので、食事も同じメニューを食べさせられるのですが、大腸のクスリだからこのメニューとか知っていたのでしょう。あの人は何回実験されたんでしょう!?

　治験のバイトで缶詰めになっていたとき、当時付き合っていた女のコとどうしてもＳＥＸしたくなって、脱走したりもしました。当然、すぐに発覚して、治験を管理していた担当者からは「空腹に耐えかねて抜け出したんだろう」「血糖値を測ればすぐわかる」と叱られましたが、本当にＳＥＸしかしなかったので治験への影響はゼロ。ちゃんとバイト代を貰えました。振り返れば、「三つ子の魂百まで」。治験の施設は脱出防止のためではないのでしょうが、フェンスがかなりの高さでしたが、ヤりたい一心で乗り越えました。そんなスケベさの中にも「何も口にしない」というマジメなオタク気質が、今の仕事に繋がっているような気がします。

　パンの工場のバイトでは、アンパンにゴマを振り続けてました。勤務の開始時刻が朝４時とかなり早いので、夜12時くらいに集合して、工場に向かうバスの中に泊まるんです。ただ、このバスに乗っているバイトの面々の場末感がハンパじゃなく、こんなところにいたくない！と思ったのも大事な事だったのかもしれません。最後にしたアルバイトは１００円ショップ。当時ダンスをしていたのでブレイクビーツを大音量でかけて、お店の前で勤務中にクルクルとダンスをしていたら１か月でつぶれてしまいました。

　こうしたバイトをやりながらも、ＳＥＸとクイズとダンスに明け暮れていました。書いていて少し驚いたのですが、今とほとんど変わらないじゃん！（笑）





遂にＡＶ業界入りに成功！






　そんな日々を送っていると、季節は夏になっていました。

　ある日、『Ｂａｄｉ』の撮影で九十九里浜に出掛け、待ち時間にロケバスのなかで担当編集のマツコさんとおしゃべりをしていました。

「お前、絶対ＡＶ男優になれ！」

「ＡＶ男優にならないと、将来、犯罪者になるぞ!!」

　と、延々と「ＡＶ男優になれ!!話」が続き、「このままゲイのグラビアをやっていても、ＡＶ男優にはなれない」と知らされたのです。

　このとき初めて、ゲイとＡＶは別の業界だということを教えられました。

　確かにこの数か月、ＡＶ男優という目標に近づいている実感がないばかりか、怖い経験もしていました。

「ぼく●へや」というバイトの面接に行ったら、「今日から働いてもらう」と言われ、うす暗くて汚い小部屋に監禁されたのです。仕事内容はビデオやグラビア撮影ではなく、ゲイ向けの性風俗店・売り専バーの接客でした。さすがにイヤだったので帰ろうとすると、ドアの隙間から「ダメだ」の一点張り。「帰してください。そういうつもりじゃなかったんです」と泣いてお願いし、何とか釈放されて事なきを得たのでした。

　ただ、よく仕事をしていた『Ｂａｄｉ』のテラ出版はいい人ばかりで、現場も楽しかった。ゲイの仕事ではあったけれど、イヤな気持ちになったことは一回もなく、とてもいい経験をさせていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

　18歳の夏の終わり、マツコさんのお導きで、僕は本格的にＡＶ男優の就活を始めました。ＡＶメーカーの住所を調べ、男優の募集をしていないところもダメもとで30社ほど履歴書を送りました。

『ギガ』というメーカーでは、電話面接をしてくれたのですが、不合格だったのを今でも覚えてます。当時は「スカトロもの」も撮っているメーカーだったので、電話面接の際に「うんこは食べれます？」と聞かれて、「う～ん、わかりません」と答えたのがダメだったようです。

　履歴書を送った会社から返事が来るわけでもなく、就活の手応えを感じられずにいた10月、僕のＰＨＳに１本の電話がかかってきました。知らない番号だったので、不審に思いながら電話に出るとその第一声は、

「キミ、うんこ食える？」でした。




　普通、「清水さんの電話ですか？」とか、「○○社の××と申しますが」など、初めての電話はそんな感じから始まるのに、いきなりの「うんこ食える？」。しかも、ギガで同じ質問をされて落ちた経緯がある。その瞬間、脳のシナプスがピシシとつながり、「これを断ったら、男優になれないんじゃないか!?」と思い、即答しました。

「食べたことはないですが、食べられます！」

「じゃあ、１回、面接してみよっか？」

　電話をかけてきたのは、アロマ企画の穴あな留る玉たま狂きち監督でした。名作の『糞達磨』『女糞虫』などのシリーズを手掛けた、スカトロ系の有名監督です。なぜ、そんな監督が僕に声をかけてくれたのか。

　僕は、女のコの腋の下が三度の飯よりも好きでして、フェチ系ＡＶメーカーであるアロマ企画の『冬場の腋の下　～未処理の女たち～』を購入したことがありました。こうした「部分フェチ系」は女性のパーツに特化していて、女性の裸はおろか、絡みなど一切ない作品が多く、一般のユーザーが手に取らない分、どうしても価格が高い。『冬場の腋の下　～未処理の女たち～』は８０００円もしました。当時浪人生で、バイトで食い繋いでいた僕にとって、８０００円は超がつくほどの大金です。でも、どうしても観たくて買ったのにその内容はフェチ心をまったくわかっていない、少なくとも僕にはとても満足できない代物だったんです。そこで、履歴書と一緒に、「なけなしのお金で買ったのに、この内容はヒドい！」と、怒りの手紙を同封していたのです。「よかったら、男優として使ってもらえませんか」と付け加えることも忘れませんでした。
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　これが功を奏したのかと思いきや、アロマ企画の鷲本ひろし監督に聞いたところによると、実は、ＡＶメーカーには男優志望の手紙がたくさん来るので、送られてきた履歴書など、読まずに捨てていると。僕の履歴書も例に漏れず投げ捨てようとしたら、一通だけゴミ箱からはずれ、それを拾い上げたのが穴留玉狂監督でした。そして、たまたま（うんこを食える）男優を探していたので電話をしたというのです。ＡＶ業界は、単なる偶然で僕に蜘蛛の糸をたらしたのでした。

　面接当日、穴留監督に会った僕はとにかく嬉しかった。というのも、幼少期は隠れキリシタンのように自らのうんこ好きを隠してましたし、高校時代には〝検便泥棒〟の濡衣を着せられそうになったり、なかなかうんこについて分かちあえる仲間がいませんでした。そんな僕が、実際にうんこ好きの人に会うのは初めてだったからです。４歳の頃に目覚めて、ずっと探し求めていた「友」にようやく会えた気がして、すごく感動したんです。そして「よろしくお願いします」と頭を下げて、僕のＡＶデビューが決まりました。





ＡＶ男優デビューはスカトロ作品!?






　ＡＶ男優の初仕事となる作品のタイトルは『Ｆｉｌｔｈくらぶ』。

「Ｆｉｌｔｈ」とは、英語で汚物のこと。作品の内容はというと、女のコの唾、痰、鼻くそ、目やに、おしっこ、うんこ……すべての汚物を男が飲み込むＡＶです。他人事みたいに内容を説明しましたが、僕が飲み込むことになるわけです。

　あの頃の僕はやりたい盛り。撮影内容を聞いても「ほへえ～」としか思わず、ただただ性欲が勝っていました。

　そして、記念すべきＡＶデビュー作だというのに、僕の頭はトラ刈りでした。原因は、撮影の２日前に出演したテレビ番組です。ネプチューンさんの『恋のチューンネップ』（日本テレビ）という番組に、女のコの悩みを解決するコーナーがあり、当時の彼女が「腋の下が好きすぎる彼氏を更生させてください」と番組に応募したんです。

　その頃、僕はエロ本から女性ファッション誌まで、多くの雑誌を買ってきては、腋の下の写真をせっせと何冊もスクラップして、〝珠玉のコレクション〟を作っていました。しかし、「反省しろ！」とホリケンさんにそのコレクションをすべて燃やされてしまい、それだけでは「反省が足りない！」と、原田泰造さんにトラ刈りにされたのです。ちなみに、この番組には安西ひろこさんも出演していて、彼女の〝生腋の下〟を見せてもらったのを、今でも鮮明に覚えてます。

　そんな理由でトラ刈りにされた僕の男優デビュー作では、唾や痰から始まり、ありとあらゆる女性の「汚物」を飲み込み、最後は女優さんとシックスナインの体勢で、ボトボト降ってくるうんこを必死に口に入れました。撮影のラストは男優、つまり僕が射精するシーンでしたが、「スッ」と発射できたのを覚えてます。「カット！」の声がかかりカメラが止まると、監督が「じゃあ、（口の中のうんこを）出していいよ」と言ってくれたのですが、僕はカメラも回っているし夢中だったのですでに飲みこんでいました。「じゃあ、いっか」ということで、僕のＡＶデビュー作の撮影は無事に終わるはずでした。

　初の「女性との仕事」ということで、内容はともかく、ウキウキしながら家路についた僕の体に突然の不幸が舞い降ります。どこからともなく猛烈な腹痛におそわれ、我慢するしないの選択を肛門から問われる間もなく、歩きながらうんこを漏らしてしまったのです！

　わけもわからず近くのドラッグストアに飛び込み、おしめを買い、帰宅してからもおしめを付けていました。寝ている間はもちろん、起きているときも肛門からの問いかけなくうんこを漏らしてしまうんです。

　当時、僕はブレイクダンスに熱中していて、毎日、仲間とダンスの練習をしていました。地面に頭をつけて、体を逆さまにしたまま回転するヘッドスピンを練習していると、不意にスプリンクラーのようにうんこを周囲に撒き散らしていました。

「お前、病院行けよ！」

　仲間にさとされて病院に行くと、医師が問診してきます。

「何か悪いものでも食べた？」

「うんこを食べました」

「どのくらい食べたの？」

「２本です」

　さすがお医者様。ノーリアクションで問診は進んでゆき、最後に笑いながら「じゃあ、うんこ病だな」とカルテに書き込んでました。僕は「クイズに出るかも」とカルテに書かれた「トリコモナス・ア・エルギノーサ」の文字をすかさずメモしました。が、最近になって、医師という方からのツイッターのリプライで、「シュードモナス・エルギノーサではないか？」と教えられました。
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　シュードモナス・エルギノーサは、日本名で緑膿菌。自然界に存在する代表的な常在菌の一種ですが、ヒトの大腸にも存在し、消毒薬や抗生物質への耐性が強く、しばしば院内感染を引き起こす細菌です。いずれにせよ、本来は大腸にしかいない細菌が僕の胃袋から大量に見つかったので、この医師に言わせれば「うんこ病」だったのです。

　僕の病状は、１週間通院して点滴を受けて全快しましたが、治療代が２万円。ＡＶ男優のギャラは、うんこ２本食べて１万５０００円……。僕のＡＶ初仕事は赤字スタートでした。

　ＡＶ男優には、底辺の「汁男優」から頂きに立つ「トップ男優」までヒエラルキーがあることは１章で触れましたが、たいていの男優は「汁男優」からキャリアをスタートさせます。ところが、僕は「うんこもの」ＡＶを出発点に男優を始めました。前述した男優ヒエラルキーから外れたガラパゴスＡＶからスタートしたのです。

　デビュー作では、僕は監督から「陥かん没ぼつ犬いぬ」という男優名を付けられました。命名の由来は、高校生のときに遡ります。顔がゴルフボールのように陥没している女性とＳＥＸして、顔射した精液が顔の窪み（ディンプル）に溜まったことがあったのです。そんな話を現場ですると、「じゃあ、本名が健だし、同じ読みの犬（ケン）にかけて、今日からお前は陥没犬だ。舐め方も犬っぽいし」と、この名前を頂戴したのです。




　デビュー作での食いっぷりがよかったのか、精液の出っぷりがよかったのか、監督としては本当に食わなくてもよかったはずのうんこを食べたからか、再び現場にお呼びがかかりました。

　男優としての第２作目も、もちろんアロマ企画。おばさんの女王様に磔にされて、鞭でシバかれる作品でしたが、意外にこれがよかったんです。女性が上手だったということもあると思いますが、初のＳＭ経験は僕のなかでは「アリ」だと感じたことを覚えています。





ＡＶと並行して、テレビにレギュラー出演






　その後、ＡＶに出演するのと並行して、僕はテレビ番組に出ていました。島田紳助さんが司会の『熱血！ 島田塾～おれたちホンキ宣言～』（テレビ朝日）という番組のオーディションがあり、新宿御苑を素っ裸で走り回ったり、うんこを食べたりしていたこれまでの現場の話をすると、ディレクターが大喜びして、「コイツを更生させよう！」と出演が決まったのです。

　まだ19歳だった僕は、親にＡＶ男優をしていることを言ってませんでした。ところが、この番組中に紳助さんが「コイツ、ＡＶのバイトしてるんやで」と話してしまい、親の知るところになったのです。まさか、テレビで〝親バレ〟するとは思いませんでした。すぐに母親から電話がかかってきて、「紳助さんがネタでしゃべったんじゃないの？」と問い詰められましたが、「いや、本当です」と即答。余談ですが、母親は番組の最終回に出てきて、「紳助さんが、ＡＶ男優になるよう息子をそそのかしたんでしょう！」と、まさかうちの息子に限ってそんなことはしない、みたいな空気を醸しだしましたが、母ちゃん、オレは４歳からうんこが食いたかったんだ。番組内でも、「いや、オレが会う前からコイツ、ＡＶやってたで」と一蹴されてましたが、納得していなそうでした。




　その番組では、「しみけんの性欲を抑えよう」という企画が立ち上がり、僕が自宅で寝ていると、突然撮影クルーと引っ越し業者が入ってきて、荷物を全部運び出し、「青という色は性欲を落ち着かせるから」と、部屋一面に青いシートを貼り始めたのです。食事は精力がつく肉類は一切禁止で、性欲を減退させる作用のあるキャベツのみ。そんな暮らしを自室で送る僕を、固定カメラで24時間撮影することになりました。

　ところが、僕の性欲を封じ込める作戦は、何日経っても効き目が表れません。ある日、僕がギンギンに朝勃ちしているＶＴＲを見たスタッフは、この作戦を諦めたのでした。

　次に、登山で僕を更生させようと、新たな企画が立ち上がりました。でも今度は、ロケの日に嵐に見舞われ、本当に遭難しかけ、撮影は中止に。抑えつけられるのをイヤがった僕の性欲が、嵐を呼んだのでしょうか。結局、この番組は１クールで終わってしまいましたが、最終回の収録のとき、紳助さんが台本に書いてくれたサインは、今も僕の宝物です。サインと一緒に、僕へのメッセージがこう書かれていたのです。

「めざせ！　ＡＶ王」――。

　数年前、紳助さんと電話でちょっとだけお話しする機会があり、「覚えてますか？　島田塾でＡＶのバイトをしていたしみけんです」と告げると、「知らん」ときれいさっぱり何も覚えてませんでした。いや、それでもいいんです。紳助さんとの出会いは、僕の運命を変えることになったのですから。





１浪のすえ大学合格！　でも１回も行かず






　ＡＶ男優の仕事をしたり、テレビに出演したりしながらも、浪人生だった僕は受験勉強をしていました。そして、法政大学に入学したものの、１回も大学には行かなかったので、２回生に進級するとき単位が足りなくなり、そのまま退学しました。

　というのも、１クールとはいえ出演していたテレビ番組で「ＡＶ男優のバイトをしている」ことを何度も放送されたので、ＡＶのオファーがワーッと来はじめたのです。それまでは、〝専属男優〟のようにフェチ専門メーカーのアロマ企画の撮影ばかりに参加していたのが、いきなり森村ハニーチャンのような単体女優の作品に出られるようになったんです。この頃から、ＡＶ男優の仕事が軌道に乗りはじめました。

　ただ、絡みのやり方を誰かに教わるわけでもないし、ＡＶ男優は現場で仕事を覚えていく職業です。仕事が来るようになったとはいえ、駆け出しの僕には経験が圧倒的に足りません。そんな僕に手を差し伸べてくれたのが、先日、ゆうばり国際ファンタスティック映画祭２０１５のオフシアター・コンペティション部門で、『メイクルーム』がグランプリを受賞した森川圭監督でした。

「お前は10年後、フェラーリに乗れる逸材だから、絡みを教えてやる」

　森川監督は、単体女優・可愛あずさチャンの作品の現場で、手ほどきをしてくれたのです。まず言われたのが、「行ったり来たりするな」。経験がなく、絡みで何をしていいかわからないと、クンニしたあとにおっぱいを舐め、またクンニに戻り……とあっちにいったりこっちにいったり、とにかくグダグダ。そこで森川監督は、「ＡＶには流れというものがある」ことを教えてくれました。例えば、おっぱい揉みからマンコに移動、手マンで盛り上がりをつくり、フェラ、挿入、そして発射という一連の流れですね。麻宮淳子さんとの仕事では、擬似スポイトの使い方を教わったり（当時は疑似絡みというのがありまして、実際には挿入せず、挿入したふりをして、最後に手の中に隠したスポイトをチンチンの下にそえて、疑似ザーメンをビュッと出して射精に見せかけていました。このとき使うスポイトを疑似スポイトと呼んでいました）。いろいろな女優さん、監督さんと現場をご一緒して仕事を覚えていきました。

　単体女優さんと絡めるようになったからといって、特別感慨めいたものはありませんでした。「うんこもの」や、おばちゃんの女王様にシバかれる「ＳＭもの」だろうが、「単体もの」だろうが、全部が新鮮で楽しかった。だって、お仕事で女性とＳＥＸできるわけで、相手がおばちゃんだろうがＳＥＸには変わりありません。むしろ貴重すぎる体験です。70歳過ぎのおばあちゃんと絡んだこともあるので、取材で「どうやって勃起させるんですか？」と聞かれたりしますが、僕的には質問の意味がわかりません。だってＳＥＸしたいんですもの。

　当時の僕は実のところ、「ただＳＥＸがしたい！」と自分の射精のことだけを考えていました。だから、主語がいつも「僕」のＳＥＸ。相手のことはあまり考えない自己中心的なＳＥＸをしていました。





男優の師匠・島袋浩との出会い






　仕事が増えはじめた19歳のとき、僕はのちに師匠と仰ぐことになるＡＶ男優・島袋浩さんに出会いました。

　軽妙なトークなど話術にすぐれた島さん（島袋さんの愛称）は、「ナンパもの」というＡＶジャンルを切り拓いた先駆者。このカテゴリのエポックメイキング的な作品『ザ・ナンパスペシャル』シリーズ（アリーナ・エンターテインメント）は、島さんの出演なしには成立しないほど、その存在感は大きなものでした。

　初めて島さんと同じ現場になったときは、

「あ！　この人、ナンパビデオで見たことがある!!」

「超有名な男優さんだ!!」

　と、すごくテンションが上がったのですが、出演するシーンが別だったこともあり、会話を交わすことなく島さんは先に帰られてしまいました。

　その数日後、島さんとの３Ｐ絡みで、再会を果たします。前回、何もしゃべらなかったので「怖い人なのかな」と思いつつ、絡みの撮影に入りました。３Ｐでは、島さんが女優さんに挿入して、僕はフェラされるほうに回りました。しばらくすると、島さんが「イクイクイク！」と言い出しました。

　業界では、男優の「イク！」という言葉は合図であり、「今から15秒後に発射するので、カメラマンは顔射を撮りやすい位置に、共演男優は顔射の邪魔にならないようにハケるように準備につけ」という意味になります。

　ところが、駆け出しの僕はそんなことも知らず、島さんが「イクイクイク！」言ってるのに、女優さんにフェラをさせたまま。15秒後、島さんは立ち上がり、尿道から汁をたらしながら僕をベッドの上から突き飛ばし、顔射を決めました。ベッドから転げ落ちた僕は、びっくりして、内心「何だ!?　このヤロー！」と頭にきましたが、すぐ挿入し、発射しなければならなかったので、目の前のオマンコに集中し、「シャーシャー」っと事なきを得ました。

　ただ、絡みが終わっても、突き飛ばされた理由がわからず、僕はイライラしていました。すると、島さんがやって来て、

「さっきは悪かったな。この後、メシ行かないか？」

　と、声をかけてくれたのです。

　これが僕と島さんの初めての会話です。

　連れて行ってくれたのはあの有名な焼き肉屋の叙々苑。僕にとって初の叙々苑で、「うわぁ～、ＴＶで見たことある！」とテンションＭＡＸ。そんな僕をよそに、島さんはＡＶ男優の仕事について教えてくれました。僕を突き飛ばした理由についても、

「お前があそこにいたら、フェラしてる女優の顔にモザイクがかかって、顔射が見えなくなるだろ！」

　と、説明してくれました。ほかにもいろいろと教えてくれたっぽいのですが、僕は「世の中にこんなに美味しい肉があるんだ!?」「叙々苑サラダもメチャメチャ美味い！」という食の感動で頭がいっぱいになり、店を出る頃には、島さんの教えはほとんど覚えていませんでした。
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　そして、島さんと現場でよく顔を合わせるようになって１年ほど経った頃、島さんの代表作『ザ ・ナンパスペシャル』のオファーが来たんです！　いろいろな街に赴き、その土地土地の女のコをナンパしてハメるスーパードキュメントのこの作品は、もちろん僕もずっと観てましたし、今でも続くナンパものの代表作です。この『ザ ・ナンパスペシャル』、略して「ナンスぺ」の魅力はなんといっても、島さんの天才的な話術とキャラクターの面白さ。そこに素人の女のコのリアルなエロとリアクションが加わるのだから、人気になるのも頷けます。

「ナンスペ」は男優２人がコンビを組んでナンパをするのですが、島さんはレギュラーで相方は毎回変わります。その相方に指名されたのですから、嬉しくてここでもテンションがＭＡＸ!!　近くで見る島さんの、笑えるサギ師のような話術と、素人女性の生々しいリアクション。まるでおとぎ話のようでした。

　その後、２００４年には『ザ・ナンパスペシャル』のスタッフが独立して、新たなナンパＡＶ『ザ・ナンパミラクル』の企画が立ち上がります。レギュラー男優は、当然、島さん。そして、企画会議で「相方も固定でいきましょう」ということになり、なんと僕が大抜擢されたのです！

　メーカーが変わったものの、『ザ・ナンパミラクル』は「ナンスペ」の後継作品としてファンから認知され、人気も上々。ちなみに、タイトルがなぜ「ミラクル」になったかというと、当時、プロ野球・読売巨人軍の長嶋茂雄監督の言葉「メークミラクル」が流行語になっていたからです。ＡＶは、そのときの社会の空気を敏感に反映しています。そういった意味でも、時代を映す鏡なんです。

　そして『ザ・ナンパスペシャル』でコンビを組むときに、島さんが僕にこう言いました。

「ナンパビデオっていうのは、男優にフォーカスされた唯一のＡＶだから、自分のプロモーションビデオだと思え」――。

　何のことか今ひとつわからなかった僕はポカーンとしていましたが、『ザ・ナンパミラクル』が撮影されなくなって10年以上経つ今でも、いろいろな方から「『ミラクル』見てました！」と言われます。そのたびに、島さんの「男優のプロモーションビデオ」という言葉を思い出します。『ミラクル』は僕にとって名刺代わりの作品だったのです。

　当時は、島さんの言葉に深い意味があることをまったく理解できなかった僕ですが、作品にはかなり気合を入れていて、『ミラクル』の撮影の前日は、仕事を入れないようにしていたくらいです。休みを取って何をしていたかというと、島さんに認めてもらいたくて、いろいろと撮影用のネタを仕込んでいたのです。

　島さんの本名、住所、電話番号など個人情報をプリントしたＴシャツをつくって、何食わぬ顔でそれを着て街中でナンパを始めたり、島さんの顔写真入りの〝指名手配書〟に仕立て上げたポケットティッシュを自作して、街で配ったりしました。島さんも街に出て女のコを物色しているのですが、そのポケットティッシュを持った女のコが通り過ぎるのを見つけた島さんが「何ですか、そのティッシュ？」と声をかけるや、「オレじゃねーか！」ってすごく怒ってました。大成功です。島さんはナンパの話術も天才的ですが、リアクション芸と突っ込みも天才的でした。とにかく島さんが好きだったので、島さんのリアクションが見たくていろいろなネタを仕込んでいたんです。





ボロアパートから家賃22万円のマンションに引っ越し






『ザ・ナンパミラクル』はヒットし、シリーズを重ね、僕の仕事も増えていきました。

　24歳のとき、それまで住んでいた家賃５万９０００円のボロアパート、大和ハイツから、家賃22万円のマンションに引っ越しました。ＡＶ男優の仕事が軌道に乗り、実はもっと前から引っ越しできる経済的余裕はできたのですが、僕はボロアパート大和ハイツが好きでした。

　大和ハイツは全部で４世帯の小さなアパートで、入居している住人同士、わりあい仲がよかったんです。

　僕が住んでいたのは１０２号室。隣りの１０１号室には、アニメオタクのスズケンさんという男性が住んでいて、壁一面に大量のマンガ本がビッチリ収められていました。そして古書店と男の匂いのする、実に昔のオタクらしい部屋で、いつも彼女とケンカしていました。オタクに彼女がいることに驚くかもしれませんが、スズケンさんは優しくて本当にいい人だったので、彼女さんがいてもおかしくない人格者だったんです。「ケンカするほど仲がいい」ではないけれど、スズケンカップルはケンカしながらもゲームをしたり、ご飯を食べに行ったりして仲がいい。２人の関係に興味を持った僕は、ケンカが始まるたびにコンクリートにマイクをあてて、外部出力でテープに録音。様子を窺っていました。すると、

「オレはディカプリオじゃねーんだよ！」

　スズケンさんの怒鳴り声が聞こえます。

　彼女さんは超がつくほどミーハーで、映画『タイタニック』が大流行したときはレオナルド・ディカプリオが大好きで、２００２年のサッカーワールドカップ日韓大会が行われたときは、準優勝したドイツのゴールキーパー、オリバー・カーンが大好きになる、という絵にかいたようなミーハー。とにかく好きな男性のタイプがコロコロ変わるコだったようです。だから、お隣さんのケンカがはじまると、たいてい、

「オレは○○（そのときの彼女のお気に入り有名人）じゃねーんだよ！」

　というスズケンさんの怒号が聞こえてくるのが定番でした。

　そして、僕が興味をそそられるのは痴話ゲンカだけではありません。いつもケンカが終わると、突然、狂ったようにＳＥＸがはじまるのです。いわゆる〝仲直りＳＥＸ〟。そしてメチャ早い。怒りと興奮がおりなすマリアージュとでもいうのか、たいてい２分以内に終わります。もしかしたらこのカップル、本当はケンカをする必要もないのに、〝仲直りＳＥＸ〟を愉しむための前フリ前戯でケンカしてたのかもしれません。さすが妄想に長けているオタク。楽しんでるなぁ。

　この頃の僕は、とにかく女のコと遊びまくる日々。よく揉め事に巻き込まれました。人が揉める原因はたいていカネか女です。

　ある日、撮影現場にいる僕の携帯電話に不動産屋から連絡が入りました。

「しみけんさんの部屋が、ツルハシで壊されてます！」

　何事だろう!?とアパートに戻ると、玄関のドアの隣りに大穴が開いていて、入り口が２つになっている！　バブル期の地上げ屋か、中国の爆窃団を彷彿とさせる荒っぽい手口ですが、これだけのことをやられても、僕には犯人の心当たりがありません。いや、心当たりがありすぎて誰が犯人かわからないんです。まぁ、僕の浮気がバレて、誰かが怒り狂って腹いせにやったんだろうな、と大家さんにごめんなさいしました。




　女のコ絡みでの揉め事は、これだけに尽きません。

　早朝、ドアを激しく叩く音がするので、玄関を開けると、僕がＳＥＸした女のコが男連れで立っている。彼氏か元彼か、はたまた友人か、僕をとっちめるのに助っ人を頼んだのでしょう。寝ていた僕は不意をつかれて、コンタクトレンズを入れて対応しようにも、気が動転してうまくつけられません。結局メガネで、僕とその連れの男は玄関先で激しく怒鳴り合い、今にも掴み合いのケンカになりそうな勢いとなりました。すると、その脇を女のコがすり抜けて僕の部屋に入ると、財布からお金を引き抜き、「もういい。気が済んだから帰る」と去って行きました。財布を見ると７万円もっていかれてました。

　また、ある日、帰宅すると部屋の外が一面ピンク色になっていたこともあります。消火器をぶち撒けられたようです。バイクのナンバープレートも盗まれており、と、いろいろとヒドイ目に遭っていますが、これも自分の蒔いた種なので仕方ないですね。まぁ、本当に文字どおり「タネ」を撒き散らかしていたわけです。撒いたタネは稲刈りまで。いつも大家さんに頭を下げていました。そんな姿を見てか、僕のチンチンもうなだれたように下に曲がっていきます。
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　僕の部屋の上の２０１号室には、ＯＬさんが独り暮らしをしていました。僕が引っ越してから数年後、意外なことにＡＶ業界で彼女の話を聞くことになります。ある現場で、ほかの男優からこう尋ねられたのです。

「しみけん、大和ハイツの赤坂さんって知ってる？」

　驚いた僕が、なぜそんなことを知っているのか聞き返すと、

「デビューしてたんだよ。そのときしみけんの話になってさ。私、しみけんさんちのナナメ上に住んでたんです、って。しみけんに会いたがってたよ」

　よくよく聞いてみると、当時の僕は毎日のように女のコを部屋に連れ込んではホニャララしてました。ただ、ボロアパートなので音は筒抜け。そしてなんと!!　赤坂さんはその声を聞いては悶々とし、オナニーに耽っていたらしいのです！　彼女とは数えるほどしか話したことがなかったのですが、どうやら僕がＡＶ男優だということも知っていたようです。そして、その後、熟女女優としてＡＶデビューしたというのですから、人生、何が起きるか本当にわからないものです。

　こんなこともありました。

　近所に金山くんという友人がいて、彼はクリーニング屋でアルバイトをしていましたが、ワンピースを洗濯に出す常連客のなかに、ワキガの女性がいると教えてくれたのです。彼から〝ブツ〟が入ったと連絡を受けると、僕はスキップしながらワキガの香りを嗅ぎに行ってました。

　阿佐ヶ谷のボロアパート大和ハイツは、お金はないけれどそれぞれ楽しく暮らしている人たちが集まっていました。そしてあまりにもボロくなって取り壊すことが決まり、大和ハイツの仲間たちはドラゴンボールのように散っていったのです。




　24歳で家賃22万円のマンションに引っ越しできたのは、やはり、『ザ・ナンパミラクル』の相方に引っ張り上げてくれた師匠の島袋浩さんのお力添えによるところが大きいです。あの作品によって、いろいろな人たちに顔を覚えてもらえましたから。

　日頃の感謝の気持ちを伝えようと、僕は新居の一番初めのお客様として島さんを招待しました。島さんは、なぜか傍らにバズーカ砲を携えて、僕の家にやってきました（もちろんオモチャのバズーカで、『天才・たけしの元気が出るテレビ!!』の人気コーナー「早朝バズーカ」で高田純次さんがぶっ放していたヤツ）。

　家に入るなり、すかさず島さんはバズーカを構えると、火災報知器めがけて何発も発射！　どうやら、火災報知器を鳴らして、スプリンクラーを作動させたかったようです。

　部屋に煙が充満し、僕が窓を開けると、島さんはどこから持ち出したのか、拡声器を手にし、窓から身を乗り出して、

「この部屋にはＡＶ男優が住んでまーす！　いいんですか？　みなさーん！　ＡＶ男優が住んでるんですよ！」

　と、街中に響き渡らせたのです。

「コノヤロウ！　やりやがったな島袋!!」と、殺してやろうかくらい思いましたが、「これが男優の世界の洗礼なのか」と思いました。

　引っ越しと同時期に、ベンツのＥクラスを新車で購入しました。

　このときも島さんに最初に乗ってほしくて、僕が「焼肉に行きましょう」と食事に誘い、ピカピカの新車でお迎えにあがりました。後部座席に島さんを乗せ、店に着き、駐車場にクルマを入れようとしたときのこと。まだ運転に慣れていなかった僕は、島さんに後ろを見ててくれるようお願いしました。

「オーケー、オーケー、了解!!」

　ガシャーーン!!

　納車したての新車を思いきりブツけてしまいました。「アーッ!!」っと後部座席を見ると、島さんはスポーツ新聞を読みながら、「オーライ、オーライ」していたのです。

　これが男優の世界の洗礼なんだな、と思いました。

　島さんは長い付き合いのなかで、一回も僕のことを褒めたことはありません。

「お前も立派になったな」とか「一人前になってオレも嬉しいよ」といったことは絶対に口にしない。そんな島さんに褒められたい一心で当時は頑張ってました。そして島さんは、そんな通り一遍にはいかないよ、ということを身をもって教えてくれたわけです。
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　家賃22万円のマンションに引っ越したり、ベンツを新車で買ったと聞くと、すごく稼いでるように思われるかもしれませんが、実際はそうでもなかったです。ベンツのＥクラスを買ったのも、実は理由がありまして……。

『熱血！ 島田塾～おれたちホンキ宣言～』に出演し、ＡＶ男優のオファーが増え、それまでの極貧生活を少し抜け出すことができました。「お金の余裕ができた」と初めて思ったときのことを、今でもよく覚えています。高校時代から愛用していたルーズソックスを、ソニープラザで２足買ったんです。そのとき、一緒にいた当時の彼女（腋のスクラップを燃やす原因となったあのコ）が「ルーズ１足２２００円もするんだよ。ケンちゃん、２足も買って大丈夫？」と言ったのを聞いて、「あ！　気にしてなかった」と思ったのです。

　その頃、僕は19歳。当然クルマなんて持っておらず、無知な僕は「ベンツのＡクラスくらいなら買えるかも」と原付きバイクに乗って、上下白ジャージ姿で外車ディーラーのヤナセに行きました。そんな客、絶対に冷やかしと思われて、普通は門前払いですよね。それなのに、そのときの担当さんはお客様カードを書いた僕に、５年間毎月欠かさずにダイレクトメールを送ってきてくれたんです。ディーラーにすれば単なる一業務としてやっていたのかもしれませんが、それでも嬉しかった。クルマを買うときは絶対にこの担当さんから買おうと決めたんです。

　こうした経緯があったので、この担当さんにお会いしてから５年経ちましたが、Ｅクラスを購入したのです。クルマ好きの僕は、今でもこの担当さんに面倒を見てもらってます。




　僕を一人前のＡＶ男優にしてくれた『ザ・ナンパミラクル』も、終わりのときを迎えます。２００５年、東京都迷惑防止条例が改正され、都内でナンパビデオの撮影ができなくなったのです。追いうちをかけるかのように、メーカーのお偉いさんがお金を持ち逃げしました。

　前にも述べたように、ＡＶは社会を映す鏡です。世の中の動きの影響は、必ず作品のどこかに反映されます。ただ、今でも『ザ・ナンパミラクル』には感謝してます。現在、ＡＶ男優として仕事ができるのも、この作品があったからこそですから。

　今日も僕は、「死ぬまで現役」を目標に、裸で腰を振っています。








エロから紐解く県民性[image: ]



僕は今まで７５００本を超えるＡＶに出演し、８０００人以上の女性と肌を合わせてきました。そして女性には「ある法則」があることに気づいたんです。それがこれ、「出身地域から紐解くエロスの法則 しみペディア」です。




ブラジャーのカップ数でこんな話を耳にしたことはありませんか？

４７都道府県で平均カップが唯一Ａカップなのは――埼玉県！

これは成長期に埼玉から都内へ通学するために、睡眠時間が削られたことに起因すると言われています。

このように「地域と体」、「地域とエロス」は深い関係にあると痛感しました。

僕が発見したこの法則さえ知っていれば、その土地の女性のエロ傾向が丸わかり！

旅先で、女性とウハウハできること請け合いです！　では早速、紐解いていきましょう。




まずはこちらから




エッチ好きな女性がもっとも多い都道府県は――北海道！

皆さんは「ベルクマンの法則」をご存知ですか？

これは、ドイツの生物学者クリスティアン・ベルクマンが１８４７年に発表したもので、同じ生き物でも寒い地域に生息すると体重が大きく進化する、というものです。

例えば、クマ。熱帯に生息するマレーグマは体長１４０cmと小柄、温帯から寒帯に生息するヒグマは体長１５０cmと中柄、北極近辺に生息するホッキョクグマは２ｍ以上と大柄、なのです。

これは人間にも当てはまりまして、北海道の女性は大きいというよりも「密度が高く・肌がきめ細かい」。そして「感度も上がり・エロく進化していった」と感じました。




ちなみにＡＶ女優の出身地ナンバーワンは北海道であります。




では、名器の女性が多い都道府県は？――沖縄県！

名器の絶対条件である「体水分率」。

沖縄は気温が高いため、沖縄の女性は水分をよく摂るからではないでしょうか。

ちなみに、脂肪細胞の数は幼少期に決まり、その時期に太っていると大人になって痩せにくいといわれますが、体水分率も同様といわれています。
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ＡＶ男優の１日






　ＡＶ男優は休日が決まっているわけではありません。１週間をとおして曜日感覚はほとんどありませんし、僕は仕事が好きなので基本的に休みはほとんどつくりません。

　では、ＡＶ男優の１日はどんなものなのか、僕の１日を紹介します。

　まず、朝は８時半～９時に起床。10時には、この日１本目の収録のあるスタジオに入ります。現場にもよりますが、だいたい14時には僕の出演するシーンを撮り終えます。

　２本目の撮影は、入り時間がまちまち。多いケースは15時入りか18時入り。これは１日の撮影でＤＶＤ１本分を撮り終えることが多いので、自分がどのシーンに出るのかで変わってきます。15時入りのときは、たいてい19時終了くらい。18時入りのときは23時終了くらいです。ＡＶの撮影は時間が押すことが多いので、終わりはテッペン（深夜12時）近いことが多く、大変なときは深夜２時３時なんてことも。夜ご飯は基本的に出ませんから、撮影が終わってから食べます……ので、生活サイクルは〝正しい〟とは言いづらいです。しかし、深夜営業しているご飯屋さんには詳しくなりますね！（笑）




　僕はジムに通って筋力トレーニングをしています。１本目と２本目の撮影の合間にジムに行くことが多いです。ジムに行くのは週に３、４回。１回70～90分のワークアウトで体を鍛えています。１章の「あるある」でも触れましたが、体を鍛える理由のひとつが勃起力向上のため。運動をして筋肉（特に下半身）をつけたほうが、勃ちがよくなります。
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　さて、「２００８年のリーマンショックの影響で、チンチンの小さい男優がバブルになった」というお話をごぞんじでしょうか。

　最近では１日でＡＶ１作をすべて撮影する「１日撮り」の現場が増えています。昔は２日で１本を撮ることが多かったのですが、不景気の煽りで制作費がどんどん削減されています。「１日撮り」なら、人件費とスタジオ代を大幅にカットできます。

　ところが、「１日撮り」になったことで、３絡みを１日でこなさなければならない女優さんへの負担が大きくなってしまった。プロのＡＶ女優さんとはいえ、よほどの〝鉄マン〟（鉄のように丈夫なマンコ、という意味）でもない限り、１日に３回も撮影用のＳＥＸをすれば、マンコが悲鳴を上げます。ましてや撮影では、手マンによる潮吹きやオモチャ責めも加わるのですから、女優さんの負担は相当なものです。

　そこで脚光を浴びたのが、女のコの子宮にやさしい〝エコチンポ〟です。

　例えば、マンコの小さい女優さんとの３Ｐでの絡みでは、「チンチンの小さいしみけんが、多めに展開」という監督の指示が出ることも。

　なので、リーマンショック→ＡＶ業界にも不況到来→制作費削減→「２日撮り」が「１日撮り」に→女優さんの負担が増える→デカチンポの男優ではなく、〝エコチンポ〟男優が重宝される！　というふうに、「風が吹けば桶屋が儲かる」方式で、〝エコチンポ〟にバブルがやってきたのです！

　ただ、〝エコチンポ〟男優によって負担が軽くなるとはいえ、朝から深夜までハードな撮影をこなしていく女優さんは、本当にスゴい！　僕が女優さんのように撮られる立場に回る、女性用ＡＶの撮影で、出ずっぱりの経験をして、めちゃめちゃ大変なのがわかりました。





ＡＶ男優の食事






　唐突ですが、みなさんは日本で一番有名なスリランカ人といわれている、ポディマハッタヤさんの名前を知っていますか？

　国語教科書に収められた「一本の鉛筆の向こうに」に登場するポディマハッタヤさんは、スリランカのボガラ鉱山で、毎日鉛筆の材料となる黒鉛を採掘し、ラジオのニュースを聞いて９時に寝ます。ご飯は毎食カレー。また、鉛筆四天王の一人、ダン・ランドレスさん（木材屋さん）は、毎朝３時半に起床すると、決まって朝食に卵を４つ、バナナを１本、そして牛乳２杯を飲んで、仕事に出掛け、夕食にはビールを24缶飲む生活を何年も送っています。

　僕は、こうした何年も同じルーティーンをこなしている人に、シンパシーを感じてしまいます。




　僕の朝食はここ10年、一緒です。朝、目が覚めたら、アミノ酸を摂ります。必須アミノ酸であるＢＣＡＡ（分岐鎖アミノ酸）、グルタミンを10ｇずつ飲んでます。起床時は体内で栄養が枯渇した状態。すぐにタンパク質を補給したいとき、これなら10～20分で吸収されます。アミノ酸を摂るときも、必ずアイソトニック飲料をぬるま湯で薄めたもので飲みます。僕は体温以下のものはなるべく口にしません。

　その後、有酸素運動をする場合とそうでない場合の２パターンにわかれます。

　有酸素運動をするときは、アミノ酸を摂り、ブラックコーヒーを飲んでから15分後にエアロバイクを３～15分間漕ぎます。これは、寝起きが一番脂肪が燃えやすいのと、アミノ酸とカフェインを吸収してから運動したいので、15分時間を空けます。カフェインを摂るとより脂肪が燃えやすくなるんです。

　運動をしないときは、プチトマト、バナナ、それにアサイーを食べます。これらの食品は、血糖値が上がる速さを相対的に表したＧＩ値（グリセミック指数）が低い。ＧＩ値が高いものを食べると血糖値が急激に上がってしまいます。朝イチなので、血糖値の上昇を緩やかにするため、こうした食品を順番を守って摂っています。

　その後、白米、鶏肉、納豆の食事をいただきます。鶏肉はササミで、ジムなどでよく売っているスティックタイプのもの。食事後は、コーヒーにプロテインを混ぜて飲み、マルチビタミンミネラル、エビオス錠、そしてブラックマカ＆アミノ＆ジンセンというサプリメントも摂ります。ブラックマカ＆アミノ＆ジンセンは、男性ホルモンに直結するサプリメントですね。

　そして、一番気をつけて摂取しているのが、男性ホルモンを増強する亜鉛です。厚生労働省が推奨する、成人男性の亜鉛の必要摂取量は１日12mgですが、僕は70～90mgは摂っています。多すぎると思われるかもしれませんが、余分な量は自然に体外に流れ出るので問題はないと言ってよいでしょう。それと同時に、銅も摂るようにしていますが、前述したマルチビタミンにも含まれているので、こちらは摂りすぎないようにしています。

　次に、アルギニンとシトルリン。これらも男性ホルモンを増強してくれます。例えるなら、亜鉛は〝カバン〟で、アルギニンやシトルリンがそのなかに入れる〝荷物〟。亜鉛だけ摂ってもカバンの中身が空っぽでは効果がなく、アルギニンやシトルリンだけ摂っても、体中に運んでくれるカバンがなければ効果は薄い。この２つを一緒に摂取することが大事なのです。




　こうした食事は、すべてＡＶ男優としての体づくりや、体力維持、そして精力増強のためのものです。

　１日にプロテインを４回ほど、水分は４[image: ]くらい飲みます。主にプロテインや鶏のササミから補給しているタンパク質の理想的な１日の摂取量は、体重１kgに対して２ｇといわれてますが、僕は１kgに対して３ｇ摂るようにしています。体重69kgなら２０７ｇ摂っている計算です。昔とは違い、今のプロテインは美味しいので、ついつい飲み過ぎてしまうことも多いんです。過剰摂取すると肝臓をやられてしまうので注意しています。

　ほかにも、常にサプリメントや食べ物を持ち歩いています。鶏のササミ、ＢＣＡＡ、グルタミンやマルチビタミンといったサプリメント類はもちろん、すぐにエネルギーに変わり、プロテインを多く含むゼリー飲料もマストですね。ササミソーセージもよく食べます。人間は空腹時に体調を崩しやすいので、なるべくこまめに食べるようにしています。
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　これを見るかぎり「かなり節制している」ふうに見えますか……すみません。超不摂生です。先にも書いたように、仕事が終わるのが夜遅いため、どうしても焼き肉やラーメンに行ってしまいがち。夜焼き肉・夜ラーメンは至福のひとときですよね。




　個人的には、キッチリ体を絞った状態のときは性欲がいまひとつで、今のように多少ポチャッとしているときのほうがヤる気が出ます。

　とはいえ、体をつくったことで、いい経験もさせてもらいました。２００５年、東京オープンボディビル選手権大会60kg級に出場したとき、僕が緊張しながらポーズをつくっていると、目の前の客席最前列にチョコさんが座っていて、メチャクチャ目立っていました。「キレてる、キレてる！」とか声援もせず、何も言わずに腕組みをして見ていました。

　当時、僕が出演した『ザ・ナンパミラクル』のおかげで、会場のあちこちから「いつも観てるよー！」という掛け声をいただきました。こうした声援のおかげもあり、僕はこの大会で６位に入ることができました。




　僕のように栄養管理（夜ご飯を除く）や体づくりをしているＡＶ男優は、少数派かもしれません。自分でも、こうしたことを日々励行しているのには、強迫観念のような側面もあるのかなと思います。ただ、こうしたことをやっていなければ、僕はＡＶ男優としてベストの状態でいられない、と考えてしまうのです。逆に言えば、これをやっているから僕は大丈夫！と自信につながっているのも確かです。





ＡＶ男優のこだわりアイテム






　さて、現場に入ると、控え室に通されて台本とタオルを渡されます。たいてい男優はこのときに、その日の撮影内容と女優さんが誰かを知ることになります。なので、朝にスタジオ入りして１発目の絡みの相手がおばあちゃん!?ということもあります。

　男優の控え室で待っていると、自分の出番の前のシーンでＡＤから「しみけんさん、ワーシャー、ビーアー（業界用語。逆さ言葉ですね）お願いします」と、シャワーを浴びるよう声がかかります。風呂場では歯磨き、舌磨きを丹念にやります。その後、男優によっては爪にヤスリをかけたり、ボディクリームなどを塗ってスキンケアをしたりというのがパターン。１日に何度もシャワーを浴びるので、肌がパサパサしがちなんです。




　そして男優ならではのこだわりアイテムが３つほどあります。

　まず、１つめのアイテムは爪ヤスリ。今、業界のメインストリームは、ベネチアンガラスの爪ヤスリ。僕が使っているのは、細長くてシンプルなデザインのものですが、オシャレな男優はスワロフスキーがちりばめられたヤスリを持っていたりします。床に落とすとすぐ割れてしまいますし、現場に忘れることも少なくない。なのでスワロフスキーのは買わないでいるのですが、持っている人を見ると「ヤスってみたい」衝動にかられます。

　男優がこだわるアイテムの２つめは、ボディソープ。１日に何度もシャワーを浴びるので、飽きないよう匂いを定期的に変えます。ちなみに、現時点では僕はジェラートピケやラッシュのボディソープを使っています。
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　そして、３つめのアイテムがパンツです。業界で言うところの、〝男パン〟は男優唯一の正装と言っていいでしょう。そして、〝男パン〟には流派がひそかにあって、「グレイブボールト」派、「ＴＯＯＴ（トゥート）」派、「ブラウンバニー」派の３つ。この３派が群雄割拠しています。ちなみに僕はＴＯＯＴとブラウンバニー派。

　男優にとっての唯一の正装なので、あまり知られていなくて、なおかつオシャレな〝男パン〟をみんな探すわけです。カルバン・クラインなどは、確かにオシャレで可愛いのですが、いかんせんメジャーすぎる。男優は現場で「それいいね。どこのブランド？」と、同僚に聞かれたいんですね。

　こうした男優のこだわりが表れる〝男パン〟ですが、実は、制約がひとつあります。それはブランド名やメーカー名がベルト部分に大きく入っていると、着用できないのです。レジェンド・チョコボール向井さんはベルト部分に「ヴェルサーチ」とデカデカとロゴが入った〝男パン〟で登場し、できあがった作品を見ると、フレームインした瞬間から、股間にモザイクが入っていました。パンツをはいている意味がまったくありません。

　チョコボール向井伝説は、ほかにもあります。前にも触れましたが、昔のＡＶでは、〝擬似挿入〟というものがあり、男優が女優さんをハメているふりをして腰だけ動かし、フィニッシュでは〝擬似スポイト〟をカメラに映らないようチンチンの下に隠して、〝擬似ザーメン〟をピュッピュッと射精するように発射していました。チョコさんは、その手に持った〝擬似スポイト〟が完全に見えてしまっていて、完成した作品ではチョコさんの手にモザイクがかかっていたそうです。観ている人は「？？」だったでしょう。僕はそんなチョコさんが大好きです。





何がどこまで書いてある？　ＡＶの台本の中身とは






　ある日の撮影現場、台本に「相手が失神するまで腰を振る」と書いてあるのを見て、僕のほうが失神しそうになりました。

　台本は２パターンに大別されて、制作側が「男優の色を出してほしい」と指名に近い形でキャスティングしている場合は、台本はそれほど書き込まれていません。例えば、「汗だくＳＥＸ」「女優のお尻を強調」「騎乗位多め」「あとは、しみけんさんテイストで」といった程度に留まります。

　もう１パターンは、台本に事細かに指定が書き込まれている場合。「キス→耳舐め→おっぱい揉み」「女優を四つん這いにさせて、背中をさする」「お尻を叩く」と、絡みの順番が細かく記され、その際に言うセリフが指定されていることもあります。

　僕は、男優のテイストで動く台本のほうが好きです。だって、事細かに書いてあったら「次なんだっけ？」とチンチンをキープしながら必死に思い出そうとするので頭の中が大忙しになるんですもの。
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　台本が２パターンに分かれるのは、監督の志向と作品の内容によります。ドキュメント志向なら台本は男優に一任する傾向が強く、プレイ押しの作品なら台本は事細かく流れが書き込まれたものになる。ただ、どちらの台本でも絶対に書いてあるのが、「顔」「胸」「舌上」……と、どこに射精するか、発射の位置の指定です。巨乳の女優さんなら胸射の場合もありますが、やはり一番多いのが顔射です。

　ちなみにこの「顔射」、正しくは「顔シャ」。ＡＶ黎明期の名物監督・村西とおるさんが発明した「顔面シャワー」の略語なのです。

　ＡＶの世界では定番的フィニッシュの顔射なので、ＮＧという女優さんはあまりいませんが、「精液が苦手なので、口内はＮＧ」という女のコや、「肌が荒れやすいので」「目が腫れやすいから」口元にかけてという女優さんはいます。

　精液には、かけられた女優さんの肌がヒリヒリするタイプと、そうでないタイプがあります。男優の体質によるものですが、僕の精液はヒリヒリしない低刺激系で無味なタイプなので、この体質を親に感謝しています。男優のなかには、ヒリヒリする精液であることが知れ渡り、女優さんに「あの人の精液は肌に合わない」などと言われる人もいます。なんだか化粧品みたい!?

　ドキュメント性の強い作品では、予想どおりの動きになってしまうのが一番つまらないと思っています。このあとにクンニして、手マンして潮を吹かせて、フェラして69を経て挿入……と予想がつく絡みは僕はしたくない。監督をいい意味で裏切って、ＮＧギリギリの手前くらいまでを攻めたいし、「想定内の想定外」の絡みをするのが男優の腕の見せどころかなと思っています。





基本、自前!?　ＡＶ男優の衣装






　撮影現場でシャワーを浴びて、歯磨きもして、さあ絡むぞ！というときに、監督から男優に必ず伝えられるのが衣装の指定です。

「私服」「パンイチ」「アメリカン」「スーパーアメリカン」「ヨーロピアン」などなど、どれかを指定されます。

「私服」とは、パンツ、ズボン、Ｔシャツなどの普通の格好。「パンイチ」は字の如く、パンツ１丁のこと。

「アメリカン」とは、パンツ、ジーンズを着用して上半身が裸のこと。「スーパーアメリカン」は、パンツをはかないでジーンズ１枚のみ着用のこと。これは、男優がジーンズを脱いだとき、何もはいていないので女優さんのリアクションが期待できるからと考案されました。

　これに対して「ヨーロピアン」は、下はパンツ１丁で上はＴシャツなどを着ている状態。たまに「ポリネシアン」「ハワイアン」「アメリカン南部」（ハイウエストのこと？）などとギャグで言ってくる監督もいたりして、男優を含めた制作サイドではけっこう楽しんでいる節があります。

　これら男優の衣装は、基本的にすべて自前です。なので、ＡＤ・制作スタッフさんから前もって作品に必要な衣装の連絡がきます。

「ＯＬもの」ならスーツ、「学校もの」なら学生服を着ることになりますが、これらも自前で用意します。さすがに学ランなどは持っていないので、必要な場合はスタッフさんが貸衣装を用意。通常は、白いＹシャツに黒いズボンを着ます。ただ、男優の自前衣装では、ズボンの黒の色味が微妙に違うので、多人数の場合は色を統一するために制作側が黒いズボン等を用意します。近年はＡＶ男優も高齢化が進み、40歳をすぎた男優が平気で学生役をやることも多く、かなりムリのある画になっています。
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　また、ごくたまにムチャブリ的な衣装の指定がくることもあります。「カジノで大儲けして、一夜にして巨万の富を得た成金」とか。「男優の黒田（悠斗）さんみたいな衣装」という指定がきたときは、「じゃ、黒田くんを呼べよ！」と笑ってしまいます。「ピエロみたいな格好」というオーダーのときは、「そんな衣装持ってる男優いるか！」とツッコんじゃいました。

　逆に、『しみけん×Ｓ級女優のプライベートハメ撮り７番勝負』（アイデアポケット）のパッケージでは、僕は「舐めっく性人」（ドラゴンボールの「ナメック星人」をもじって）の衣装を着ていますが、あれは渋谷のドン・キホーテに前日の深夜、買いに行きました。





どう絡み、どうエロくするか？　男優のお仕事






　男優が準備を整えて撮影現場に入ると、監督が絡みの演出を始めます。「ＡＶ男優なんて、ただヤるだけだろう」と考えられがちですが、時間にして15～30分、綿密に絡みの順番や、ポイントなどを指示されます。

　絡みはだいたい35～40分が相場なので、撮影場所に入ってから終了までは約１時間。ただ、待ち時間や終わったあとのシャワー、挨拶などがあるので、僕の場合、１現場はだいたい４時間ほどです。実はこれ、かなり待遇をよくしていただいています。ほかの男優さんは１現場の拘束時間が10時間ということもザラにあるし、長い現場では20時間拘束なんていうこともあるようです。

　なぜ、男優の拘束時間が長くなるのかというと、単純に出番が多いから。例えば、「単体もの」では女優さんのイメージカットが１、２シーンあるのが通常ですが、このときに女優さんの手を触るだけの〝手タレ〟的な出演や、オナニーシーンでオモチャ責めを頼まれたりする。同じ男優が２シーン出演しているとはユーザーにわからない「主観」シーンの撮影に駆り出されることが多いんです（「主観もの」はハメ撮りなど、男性目線のカメラワークで、ユーザーが主観的に観られるもの。「客観もの」はカメラが女優と男優の絡みを引いて客観的に撮る）。あと「ドラマもの」は必然的に拘束時間が長くなります。

　僕も駆け出しの頃は朝から晩まで現場にいました。

　現場での拘束時間は、どういう作品に使われるかや男優のヒエラルキーに左右されます。ただ、僕の場合、監督に言わせると「しみけんは一度射精すると賢者タイムに入るから、オモチャ責めとかでもやる気が伝わってこない」らしい（皆さん、ご迷惑をおかけしてます）。
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　僕は、朝イチの現場、15時以降からの現場、もしくは夜の現場というパターンが多いのですが、一般的なＡＶの撮影スケジュールは「単体もの」だと次のようになります。

　午前中にまず女優さんのイメージカット、インタビューなどの小エロをはさみ、そして衣装を変えてから１絡みを終えて、昼食。午後はオナニーなどの小エロのシーンやフェラシーン、その後２回目の絡みを撮影、そしてまたイメージカット。最後に３Ｐという流れになります。

　ＡＶの撮影は、監督の「用意スタート！」で、キスから始まり、ラストの発射までをだいたい通しで撮影します。１絡みの尺（長さ）はおよそ35～40分。そして、編集で実際に使うのは25分くらいです。

　ただ、監督によっては、時間をかけないと撮れない画がある、というタイプの人もいます。確かに、女優さんのリラックスした素の表情や、疲れ果ててグッタリした姿などは、長回しでないと撮るのは難しいです。ですのでこういう画を撮るときは、１時間以上イタしていることもあります。

　途中でカメラを止めるのは、萎えてしまった男優の〝勃ち待ち〟、絡みの流れが監督の想定とズレてきてしまったときの軌道修正、ヘリコプターや救急車や廃品回収が来たなどの音問題といった限られたケースになります。

「単体もの」では毎絡み、男優を変えます。なぜかというと、同じ男優が何度も絡んでいると、ユーザーから「またコイツかよ」と思われてしまうからです。予算の問題で、同じ男優が２回絡むこともありますが、そういうときは「主観」で１絡み、「客観」でもう１絡みを撮ります。「主観」なら男優はカメラに映らないので、観ているユーザーからは、「主観」シーンと「客観」シーンで絡んでいる男優が同一人物だとはあまり感じないのでしょう。

　聞くところによると「盗撮もの」などでは、１日17絡みなどということもあるそうです。１絡みは15分程度と短く、いくつかの絡みは擬似での撮影になるそうですが……超大変!!

　一方、女優さんは１つの現場で、２～３絡み、１フェラ、１オナニー、２イメージを撮影して、作品では計５～６コーナーとなるのが一般的です。





ＡＶの主役・女優とのやりとり






　現場に入って絡むまでは、女優さんとは挨拶くらいしか交わしません。何度か仕事をご一緒して面識があったり、仲がいい女優さんとはメイク中に少し雑談したりしますが、そもそも女優さんは現場では超多忙なのです。おしゃべりしている暇があったら、メイクで顔をつくったり、衣装を合わせたり、疲れているので仮眠をとったり、エネルギーを補給したりしたいわけです。

　初対面の女優さんの場合、監督から打ち解けておいてと指示があるときは、事前にいろいろおしゃべりします。普段でも初対面の方と会うときに役立っているのが、ゲームの「桃太郎電鉄」で培った知識。熊本なら「太平燕」、鹿児島なら「六白キャベツ丼」など、たいていの場所の名産品が頭に入っています。こうした名産品をフックに、会話を広げていきます。

　これとは逆に、監督が「初めまして」の新鮮さを撮りたいときは、あえてしゃべらずに絡みの現場で初めて挨拶をするようにしています。




「キツイことはないのですか？」と聞かれたりもします。

　そりゃ人間ですから、キツイことも多々あります。現場が続きすぎてチンチンが真っ赤になってヒリヒリ痛いとき。またその逆で、女優さんが絡み続きでマンコが切れていたり、真っ赤になって「頑張ってるんだけど痛そう」、実際に「痛い……」と顔をゆがめているときは、申し訳なくなって、キツイです。
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　そんなときは、勃起したペニスを少し萎えさせて、痛くならないようにしたりします。「処女もの」の絡みでは、痛がってなかなか入らないので、７割勃ちで挿入して膣内でフル勃起させたりします。男性にとってチンチンは、勃っちゃダメなシチュエーションに限って勃ったり、いざ勝負！というときに勃たなかったり、なかなか言うことを聞かない部分ですが、それに言うことを聞かせるのが男優という仕事なのかもしれません。僕の場合は「しぼまないと前に進めない！」と言い聞かせます。気合いとヤケクソです。でも結局なんとかなったりします。

　人ができないことをできるようになれば、そこに価値が生まれる――。ちんちんブラブラソーセージ。





撮影終了後、男優は何をしてる？






　僕の場合、仕事を終えて帰宅して、寝床につくのはだいたい深夜３時か４時。最近は、おかげさまで雑誌の連載をさせていただいており、原稿を書いたり、ツイッターやイベント用のネタを整理していたりすると、そのくらいの時間になってしまいます。ＡＶ男優の生活サイクルは不規則なので、いつも眠いです。

　前にも述べましたが、僕は超がたくさんつくくらいのメモ魔。その日にあった出来事や、ちょっとした知識、ネタになりそうなものなどを、その都度スマートフォンに書きこんでいるのですが、こうしたネタを整理するのに結構な時間がかかってしまうんです。

　だってもったいないじゃないですか！　ワンガリ・マータイさんじゃないけれど、人生で２度と出会えぬようなエピソードを聞いて忘れちゃうなんて！（ワンガリ・マータイさんはケニアの環境保護活動家。モッタイナイという言葉を世界に広めた）

　超早漏男が、満員電車で手すりに股間があたり電車の揺れで射精して、スーツぐしゃぐしゃにしちゃった話や、急行電車に乗っているときうんこがもれそうで車掌室の窓越しに必死にうったえたら通過駅に停車させてくれたとか、就活して唯一内定をもらったのが高円寺のピンサロだった、とか。
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　ＳＭの撮影で女王様がＭ男の自宅を訪ねムチ打ちをしていたら、Ｍ男の家の玄関に置いてあったフラワーロックがムチの音に反応してダンスをしはじめた。楽しくなった女王様が調子に乗ってバンバンムチ打ちをしているとＭ男がそのフラワーロックを叩きつけて壊した話など、忘れるのがもったいなくて、なんでもメモをしてしまうんです。だから寝る時間が遅くなっちゃう。

　１日の睡眠時間は、だいたい４～５時間、多くて６時間くらい。本音を言えば、もう少しゆっくり寝たいのですが……。

　でも「休日には何をしたいですか？」と聞かれると、「仕事したいです」と答えるほど、仕事人間だったりするので、休日は月に１日あればいいかな。昼までゆっくり寝て、起きたらテレビを観て、ジムに行って、ドライブがてら食事や映画に行ったり……超普通な休日です。





ＡＶ男優の先輩・後輩関係






〝ＡＶ男優の世界では、撮影現場の昼食の弁当を「先輩のアヌスをオカズに完食せよ」という新人への洗礼が30年以上も続いており、これを乗り越えられない者はみな切り捨てられる――。〟（『唖駄流斗の支配階級』民明書房刊より）。

　……というのは冗談として、男優の世界は、先輩が後輩に何かを教えたりすることはあまりありません。僕は幸いにも、２章で書いたように森川圭監督が手ほどきしてくれましたが、新人は先輩の仕事ぶりを見て、盗んで仕事を覚えていきます。僕は潮吹きは吉村卓さんから盗んだので、中指と薬指を使う「キツネ型オーソドックス式」で潮を吹かせますが、これが島袋浩さんでしたら、人差し指と中指を使った「加藤式」だったでしょう。そういう点では、職人に近いのかもしれませんが、先輩・後輩の関係はほかの職人さんの世界ほどわかりやすく目に見えるものでもありません。感覚的なもの、いわゆる「クオリア」ってやつです。

　そんなＡＶ男優の先輩・後輩関係が一目でわかるのが、撮影現場の控室での座り位置です。まず、キャリアの長い先輩が一番ふかふかしているベッドの上に座り、次の位の男優はソファー、そして駆け出しの新人男優は床に座ります。こうしなきゃいけない、という明確な決まりがあるわけではないのですが、だいたいどの現場でもこうなるようです。
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　ほかにも、わかりやすいのがシャワーの順番。撮影前の入浴では、後輩がまず先に入って浴室を温めておきます。撮影後は、逆に「先に汗を流してください」と先輩が一番先にシャワーを浴びたりします。ちょっとしたイタズラでシャワー後、湯温を熱湯にしておいて、後輩が「あっちぃ～!!」と叫んだりすると、ニヤニヤしちゃいます。

　絡みの撮影でも、先輩の見せ場を盛り上げるために、若手男優が絡みの土台をつくることが多いです。例えば、３Ｐで女優さんを責めるときには、後輩が女優さんの背後で脚を抱えてＭ字開脚させたり、黒子に回るのが基本です。しかし、後輩を働かせたいときや「ん!?　あやしい臭い（病気っぽいニオイ!?）」ってときは、先輩が急に土台になり、後輩が「？」となってすぐに「あーっ!!」となったり。いろいろと楽しいです。こうしたことも誰かに教わったわけではなく、現場の空気を察して若手男優は動いています。どこの世界でも同じだと思いますが、「空気を読む」というのはホント大事ですね。落とし穴があったら自ら飛び込まなきゃ、です！（笑）




　男優の中で、もっともヒエラルキーがわかりやすいのが、やはり汁男優。ひと口に汁男優といっても、上から「上汁」「中汁」「下汁」と階層があり、たまに絡みをやらせてもらえる汁のトップが、「汁エース」というムダにカッコいい名前でよばれたりします。彼らの主戦場である「ぶっかけもの」の撮影では、女優さんのすぐ近くにいるのが上汁、上汁を囲むように中汁が陣取り、下汁は女優さんからもっとも離れた人垣の一番外側が定位置になります。上汁と中汁の壁をかき分けて女優さんに辿り着いて、ぶっかけなければならないのです。そして何より、女優さんが見えない下汁たちは、中汁、上汁の背中を見てセルフチャージしなくてはなりません。

　だから、いざ発射！のタイミングがきても、中汁→上汁の垣根をかきわけて女優さんのところまで辿り着けず、ギューッとチンポを握りしめてなんとか発射を止めようとしたものの、上汁や中汁の人垣のなかであえなく暴発させてしまう下汁が後を絶ちません。この暴発した、ゆくあてもない精液たちを人は〝死にザーメン〟と呼びます。

　では、そんな下汁たちはどうやって這い上がっていくのでしょう。




　汁男優の世界には、多くの汁男優を取り仕切る「汁親」がいて、制作会社から汁男優の発注があると頭数を揃えたり、手配師的な仕事を担っています。現在、業界には「５大汁親」がいて、下汁がヒエラルキーの上を目指すには、まず彼らに認められることが必要になります。

　汁親に気に入られるには、第１に、いつでも発射できること。〝出し待ち〟になることなく、ＧＯサインが出たら即発射できることが重要です。第２に、十分なザーメンの量。いくら出し待ちがなくても、量が少なくては見映えがよくありません。そして第３に、女優さんの顔にザーメンを乗っける技術。そして見た目が普通で最低限の礼儀があること。可もなく不可もなくであれば目立たず背景としてとけ込みやすいですし、やはり礼儀は大事です。たいていこの順番で汁男優の力量は評価されます。こうした条件を毎回クリアできる汁男優は、汁親から現場の声がかかりやすい。多くの場数を踏むうちに、中汁、上汁と、自然に階段を昇っていくことになります。

　男性の発射には、勢いよく飛んだり、ダラダラと出たり、人によって個人差があるので、自分の発射の特徴を把握することが、ザーメンを上手に乗っける技に繋がります。また、キンタマの重さで、どのくらいの量のザーメンが飛び出るのかわからなければなりません。

　例えば、「今日はキンタマが重たいから、たくさん出るだろうな。ただ、ザーメン自体も重たいだろうから、あまり飛距離は出ないだろう」と計算して、女優さんの顔に近いところにポジショニングしたり、逆に「今日はよく飛びそう」というときは、遠めの位置から女優さんの顔を狙ったり、男優は臨機応変にもっともいい発射を演出しようとします。

　こうして頭角を現した汁男優には、汁親を通さず、制作や監督から直接声がかかるようになります。ただ、声がかかるかどうかの分かれ目は、もちろん発射の技術は大事ですが、結局は人間性にかかってきます。現場の全員にきちんと挨拶する、といった当然のことができて、初めて仕事ができるかどうかの話になるわけです。勃起力、射精力より、人間性が大事なんです。

　十把一絡げに扱われる汁男優は、現場での扱いがいいとはとても言えません。シャワーで使うタオルも自前ですし、食事も基本的に自腹です。ケータリングに手を出してもいけません。「思っていたのと違う」と考えて、辞めていく男たちは多いのです。だから逆に、現場でタオルや食事を出してもらえるようになったら、認められている証拠。こうやって、一段一段、男優は階段を昇っていくわけです。
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　通常、男優のキャスティングは、制作会社や監督からの電話・メールを通して行われます。企画会議の時点で、この辺りの男優にしようと目星をつけていることが多いです。ただ、男優の仕事は椅子取りゲームのようなもので、仕事のオファーのメールが目星をつけた５人くらいの男優のところにきて、「その日、空いてます！」と早い者勝ちで仕事が決まっていく。

　そんななかで、男優にとってもっともありがたいのがプロデューサー指名や監督指名です。その男優でなければダメなので、たとえ返事が遅くなっても席は空いている。そういう「キミじゃなきゃダメなんだ」という〝オンリーワン〟の存在になっていきたいですね。





バイク通勤が主流!?　ＡＶ男優の移動手段






　ＡＶを撮影するハウススタジオは、たいてい東京の西側、そして駅から離れたところにあります。これは家賃と駐車場問題を考えると納得です。すると男優は移動が大変です。１日２現場をこなしたとき、電車ですと、移動で時間と体力を〝ベッドの上〟以外で消耗してしまいます。

　そこで、男優に一番多い移動手段はバイクです。一時期はピザ屋のような「屋根付きバイク」が男優の中で流行り、「屋根付きバイクを見たらピザ屋か男優と思え」という言葉ができたほど。やはり渋滞にそれほど影響を受けず、駐車スペースに困らないバイクが圧倒的に便利で、多いんです。

　次に電車。しかし、電車ですと終電というケツカッチン（時間の制限。終了時間を延長できないこと）があるため男優も制作もヒヤヒヤします。近年、テッペンをこえる現場が増えていますので、こえた場合はスタッフの人に送ってもらいます（汁男優は２０００円もらってマンガ喫茶に泊まることが多い）。
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　最後にクルマ。渋滞や駐車場が空いているか、金銭的に考えても不利のように思えますが、 最大の強みは風邪を引きにくいことです。絡みが終わり、汗が引かぬままバイクや電車に乗ると風邪を引きやすい。しかしクルマですと、温度は保たれていますし、雨もへっちゃら。近くでくしゃみする人もいません。僕は７割バイク、３割クルマ。駐車場が確保されていたり、荷物が多いときはクルマを選びます。

　ＡＶ男優は個人事業主なので、交通費は都内は自腹です（都外は出ます）。制作サイドが出してくれるのが、性病の「検査代」。撮影で「ごっくんもの」は１か月以内の、「生中出しもの」は２週間以内の検査表の提示が義務づけられています。ちゃんとした男優は、そういった撮影がなくても自発的に検査を受けにいくことが多いです。





人生の縮図!?　ナンパＡＶの悲喜こもごも






　僕は先にもお話ししたように学生時代からナンパが好きでした。いろんな人がいていろんな話があって、それを落としていくのがひとつの小ドラマみたいで楽しかったんです。

　なので、高校生のときから「次はこうしよう」「あの言い回しはダメだった」とメモをするようになりました。そのなかでナンパの確率を上げるちょっとした法則を見つけたんです。

　例えば、歩いている女性を立ち止まらせて、かつお茶に誘う、これが一番難しい。女性の「目的ベクトル」を自分に向けさせるわけですから、もっとも難しい。逆に簡単なのは、飲み屋などで隣りのテーブルに座っていたり、終電後駅の近くでブラブラしている女性。

　声のかけ方はとして一番ダメなのが「今、ヒマですか？」。こんなふうに言われたら、たとえヒマでも「忙しい」と言ってしまいますよね。そして「コイツ何者？」と警戒されてしまいます。警戒心を解く。これがナンパの最大のミッション。

「すみません、今からお茶しませんか？」。これも漠然としていてダメです。声をかけるときは、「すみません」よりも「申し訳ございません」を使いましょう。「もぉ～しわけ」と「もぉ～」に力を込めることができ、本当に申し訳ない感が演出できます。

　そして次に「私、しみけんと申しまして」と運転免許証を提示しながら「すごくタイプです」と単刀直入に言い、「30分だけあちらのパスタ屋でお茶してください。もちろんおごらせていただきます！　30分がダメなら10分でいいです。あのパスタ屋がつぶれそうだと店主が泣いてましたので、人助けだと思ってお願いします。ただお友達になりたいだけです」と誘います。

　ここでのポイントは「この人は何者で、何がしたいんだな。自分はパスタを食べて30分後に帰れるんだ」と女性が未来を予想しやすくすることです。この「未来を予想しやすくする」というのがナンパの[image: ][image: ]成功率を上げるコツです。




　そんなホントかどうかのマニュアルをひっさげて、いざナンパロケ！

　ん!?　ナンパって仕込みでしょって？　野暮なことを聞かないでください。ホラー映画だって本当に人をあやめていますか？　ミステリーもので本当にそのミステリーが起こっていますか？　それと一緒です。

　ガチだろうが仕込みだろうが、全部ドキュメント。本物だって気持ちで観ることが人として大事。マジシャンにタネを教えてって聞いているようなものです。でもこれだけは言えます。

「けっこうガチです」

　そうすると、トラブルもつきもの。

　まずは年齢に関すること。撮影する際は女性がＯＫしても、顔写真つきの年齢確認ができるものを持っていないと、撮影はしません。

　次によくあるトラブルが女性の彼氏が登場するパターン。そして地回りのコワイお兄さんたちへの所場代問題。

　ある地方でナンパロケをしていたときのこと。女のコ２人にロケバスで下着見せをしてもらっていると、バスがグラグラとゆれました。外を見るとコワイお兄さんたちがロケバスを蹴りまくっているではありませんか!!　もう、生きた心地がしません。僕はＡＤさんに「あと１分だけ、入ってこないようにして」と頼んでバスの外に送り出し、時間稼ぎをしてもらっている間に女のコの免許証で年齢確認を取り、出演承諾書にサインもしてもらいました。こうしておけば、それまで撮影していたテープが使えます。そして、この書類と撮影済みのテープを、バスのシートの下に隠しました。ニューロール（未撮影で中身が空のテープ）をカメラに入れて、隠しカメラにした瞬間、「オラー！　テメェら何やってんだ!!」とコワイお兄さんたちがバスに乱入してきました。入れ替わりに２人の女のコを外に逃がします。まぁ、要約しますと、「ウチのシマで、勝手に商売したのだから、20、30万円のまとまったカネをよこせ」ということです。

「すみません、すみません」と平謝りをしていると、若い衆がカメラを見つけました。

「何だ、このカメラは？」

「再生しろ！」

　もう頭の中が「ギャー！」です。しぶしぶ再生すると、コワイお兄さんが乗り込んでくるところが写っています。

「もっと前じゃ！」

　ニューロールにしたので前はありませんから「隠し撮りしたのがバレる！」と思い、半べそでテープをカメラから出し「もうしません!!」とテープをぐちゃぐちゃに引っ張り出しました。

　普通はテープから磁気テープがビューと出てちぎれていたら「もう見られない」と思ってしまいます。でも僕は「セロハンテープでくっつければ見られる」とわかっていたので、とっさにとった行動です。

　そんなこんなで収拾がつかないなか、一人が言います。

「さっき外に出て行った２人の女、未成年だったんだぞ」

　僕は、「ああ、ブラフを張ってきたな」と思いましたが、あえて、「すいません。気づきませんでした……」と言いました。

「オレがお前たちのことを言えば、捕まるんだからな」

　これ以上、揉めても、埒が明かない。そう判断した僕は、目の前の銀行に行き、30万円を下ろして渡しました。
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　結局、僕が自腹でとりあえずお金を支払い、その場は収まったのですが、警察に届けることになりました。事件化するとなると、聴取は何回も行われます。ロケをしていたのが東京近郊のとある県だったので、後日、僕は都内のスタジオで仕事を終えると、何回もそこに通うハメになりました。

　ただ、警察も本気で犯人を捕まえようとしていました。そこで役に立ったのが、僕が仕込んだ「ニューロール」。ロケバスで引っ張り出してしまったテープを元に戻して、映像を再生してみると、コワイお兄さんがカチ込んできて、僕らを脅す様子がすべて映っていたのです。最終的に、関わった人たちが逮捕されてようやく一件落着。

　アメとムチ。いろんなことがありすぎる、それがナンパロケです。





昔はよくあった!?　海外ロケ






　10年くらい前には海外ロケがよくありました。僕が行ったのは、ロシア２回、サンフランシスコ、タイ、グアム10回と、グアムが圧倒的に多かったです。

　ちなみに、ロシアロケは「１００人オーディション」という聞くだに楽しそうなロケだったのですが……。ロシアに着くと、空港から田舎町にある住居兼スタジオに移動しました。僕らが滞在していたのはその地下室。そこから近くのオーディション会場へ行って女のコのオーディションをするのですが、その会場も地下室。合格した女のコとスタジオへ行ってＳＥＸして、またオーディション会場へ行って。そしてご飯はなんと！　日本から持ってきたレトルト食品たち！　これにはガッカリして膝から崩れ落ち、大事な皿を割るところでした。つまり10日間ずーっと地下室＆日本食なんです。絡んだのが金髪の美女だったということ以外、東京にいるのかロシアにいるのかまったくわかりません。あ、そんななかでも違いがひとつあって、潮を吹かせたらロシアの女のコたちがびっくりするんです。潮吹きはモザイクがある日本のＡＶ特有の文化なんです。

　そして、海外ロケで重要なのが「一緒に行く男優」です。やっぱり話の合う仲の良い男優と行ったほうが楽しいですよね！　なので「誰がいいですか？」と聞かれることも多いです。

　２週間のタイロケのとき、僕は今やエロメンで人気の「一徹」を指名しました。タイロケはのんびりとしたもので、夕方には撮影が終わることが多く、撮影後はフリータイム。

　僕が海岸沿いを歩いていると、タイなのに「助けて～、助けて～」と日本語が聞こえてきます。しかもかなり聞き覚えのある声。声のするほうに歩いてみると……、猫が３匹通れるかどうかというせまーい路地で、一徹が大きいニューハーフにネックハンギングツリーをされて壁に押さえ込まれているではないですか!!　これぞ元祖「壁ドン」。

　どうやらこの大きいニューハーフさんは一徹のことがえらくお気に入りらしく「イッツフリー　イッツフリー」と一徹の股間をあらあらしく触っていました。僕はなんの迷いもなく、助けませんでした。

　数時間後、大人びたオーラをまとった一徹が帰ってきます。一徹はこの頃から人気ものだったんですね!!（笑）
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「可愛いコじゃないとダメ」では男優は務まらない






　人によって好みの女性のタイプはさまざまです。僕はバスト98cmのＡカップ、毛深くて体臭があり、背中やお尻にニキビがあり、巨尻な方が好みなのですが、ＡＶ男優は「好みのタイプ」をつくらないほうが絶対にいい！　というのもさまざまな女優さんがいらっしゃるので、好みに当てはまらないことが多いからです（特に僕の好みのタイプは……）。

　そこでＡＶ男優には、たとえ相手が好みでなくても、どんな内容の絡みでも、一般的には苦境と思われる環境を「性的な悦びに変える」ことができる〝興奮変換機能〟が重要になってきます。女優さんやシチュエーションのいいところを見つけて、褒めることができる能力です。おばあちゃん→「非日常的だ！」。プールの中→「普通できないじゃん！」。病気のコ→「う～、わ～、お～!!」ってな具合で。




「ＡＶ男優をやっていて、一番ツラかった仕事は何？」と取材などで質問されますが、僕にとっては「ツラい仕事」ってないんです。もちろん、レーシックの手術をして間もない頃、お尻の大きいおばさんに顔騎グリグリされたり、雪山の「レイプもの」の撮影で凍え死にしそうになったりとか、物理的にツラいことはあります。でも、好きなことを仕事にさせていただいているので、やっぱり楽しいんです。そして、物理的にツラいことでも「話のネタになる！」っておいしく思えちゃいます。なーんてことを繰り返していると、いつしか「ポジティブ脳」に頭が切り替わってました。ＡＶ男優にはポジティブシンキングな人が多いと思います。





若手ＡＶ男優が育たないワケ






　ＡＶ男優の世界も高齢化が進み、（汁男優ではなく）いわゆる「男優」として仕事をしている人のほとんどは30～40代。ＡＶ男優が絶滅危惧種だということは前にも触れましたが、その原因をもう少し詳しく説明しましょう。

　原因のひとつには、ＳＮＳの普及による「バレ」が挙げられます。昔なら、「アイツ、ＡＶやってるんじゃね？」という疑惑を友人に持たれても、それはその友人１人の疑惑にすぎませんでした。ところが、ＳＮＳが普及した今は、こうした疑惑はその男優の友人同士で共有され、たちどころにＡＶ出演の事実を確定されてしまう……。ネットやＳＮＳを誰もが使えるようになったことで、例えばネットでの男優募集に匿名で応募できたりするように、ＡＶ業界に入りやすくなった一方で、〝親バレ・会社バレ〟で辞めていく男優も少なくない。

　確かに、汁男優は女優さんの抜け（背景）で、発射態勢に入るべくシコシコしてるので、全身が映り込んでいることが多いのでバレやすい。しかも、汁男優の状態でバレるのってけっこう恥ずかしいかも……。一人前の男優になりかけた手前でバレてしまい、心が折れてしまうのかもしれません。

　ＡＶは時代を映す鏡、と前に述べましたが、昨今の草食系男子の増加も、若手ＡＶ男優が登場しない一因になっています。自分は自分、他人のＳＥＸと比べられたくないと、ＡＶ業界には入ったものの「思っていたのと違う」からと、アッサリ辞めてしまう人も多い。

　確かに、ＡＶ男優という職業の社会的評価はドン底ですが、本当に男優になりたいのなら、バレを怖がったり、周囲の目を気にするようではダメでしょう。どんな職業でもそうですが、本気でその仕事に就きたいのなら覚悟が必要になります。何かを得れば何かを失う。それはＡＶ男優も変わりません。





男優の登竜門・汁男優の元祖は？






　ＡＶ男優の登竜門の役割を担う汁男優の歴史はそれほど古くなく、「ぶっかけもの」の流行とともに誕生し、現在のように汁親が汁男優を手配するシステムが確立していきました。

　ただ、「ぶっかけもの」の黎明期には汁親はおろか、汁男優すら存在しない。そんな当時、汁男優集めに一役買っていたのが、便利屋さんでした。「草むしり、犬の散歩……なんでもやります！」というのが、その頃の便利屋さんのウリでしたが、「射精できる人を○人お願いします」との発注に答えて撮影現場にやってきたのが、元祖・汁男優だったのです。

　こうして「ぶっかけもの」は便利屋さんの協力で制作されていったのですが、「便利屋を通すと、ギャラをハネられてしまうので、直接連絡してもらえませんか？」と、志願してきたのが汁男優のはしりです。何にでも歴史はあるんですね。現在では、汁親に「汁を○人前。見た目は○○な感じの人をお願いします」と発注すると、撮影当日には必要な汁男優が集まるようになってます。

　人集めが仕事の汁親ですが、彼らでもしこたま苦労するのが童貞集めです。童貞の需要があるのは、主に、エロい痴女が童貞クンを可愛がる「童貞もの」や、女優さんがシロウトの家を訪ねる「お宅訪問もの」のＡＶです。

　童貞なので当然、初体験。グダグダになって上手くハメられないことがほとんどですが、それはそれで制作サイドとしては欲しい画ですからノープロブレム。ただ、童貞のハズなのに上手に、なんならカメラアングルも考えてＳＥＸする人もいる。これはいわゆる〝童貞詐欺〟ってやつです。なかには、「童貞もの」ＡＶに多数の出演経験がある〝ベテラン童貞〟なるものもいるとか。見た目が童貞っぽいのでよくお声がかかるのでしょう。なんだよ、ベテラン童貞って！（笑）

　そこで、真性の童貞かどうかを見分ける質問があるらしいのですが、それを知っているのは美少女ＡＶメーカーの某監督さんのみ。このメーカーでは「童貞クンを筆おろし」シリーズを制作しており、本物の童貞を見分けるすべを見つけたのだそうです。何度かその見分け方をお願いしてみましたが、教えてくれませんでした。

　当然ですが、童貞は一度ヤってしまうと童貞ではありません。必然的に〝童貞男優〟のＡＶ出演も一度きりになるので、業界的には童貞は慢性的に不足してます。また、ヤってしまえば童貞卒業ですが、手コキやフェラでは童貞卒業にはならないと言い張る童貞もいて、かたくなに絡みを拒み、手コキ・フェラだけで１００本以上出演している猛者もいます。





売れる男優・売れない男優






　ＡＶ男優の世界は、人間関係によるところが大きいです。

　いくら勃起できて仕事ができたとしても、人間関係を上手に築けない人はなかなか仕事が増えていきません。どうすればヒエラルキーの上にいくことができるのか。やはり先輩や監督、スタッフさんにいろいろな現場を紹介してもらい、場数を踏んで学んでいくことです。そのためには、人に現場を紹介してもらわなければなりません。紹介してもらうにはやはりコミュニケーションを上手にとっていかなければなりません。

「おはようございます」「ありがとうございました」という基本の挨拶や、撮影現場の控え室は自分が来たときよりも美しく、トイレが汚れていたら自分が汚していなくてもキレイにする。それが人に見られていなくても、です。当然のことと思う人もいらっしゃると思いますが、業界が長くなるとだんだんと疎かになってしまう人もいると思います。これは男優業だけでなく、すべての職業に当てはまるような気がします。

　僕がもったいないなぁと思うのは、撮影現場の控え室で待ち時間にゲームをしたり、寝ている若手の男優が多いことです。こういう場でこそ、いろいろな人とコミュニケーションをとったり情報収集をするべきなのに……もったいないですよね。それに、周りで制作スタッフが忙しく走り回る仕事場なので、そこで寝たり、遊んだりというのは、なかなか気が引けてしまうと思うのですが……。

　こうしたことを大前提としたうえで、男優に必要とされるのがやはり勃起力と射精力になります。そして、勃起力・射精力と同じくらい重要なのが鈍感力です。ＡＶの撮影現場にはカメラマンさんだけでなく大勢のスタッフさんがいて、その前で勃起して発射しなくてはなりません。あえて鈍感になれるくらいでないと、男優は務まりません。失敗してもくよくよしない鈍感さもあったほうがいい。もちろん、反省することも忘れてはいけませんが、あまりくよくよすると勃起力にも悪影響が出ますからね。




　男優志望の人のなかでも見込みがないな、と僕が思うのは、聞いてもいないのに「ボク、性欲強いです」とか、「１日に○回、オナニーしたことがあります」など、性欲を自慢してくる人。こういう人はダメになる傾向にあります。というのも、撮影現場は自分のペースではさせてもらえず、気にしなければいけないことも多く、思いどおりにコトが運ばないからです。確かにその精力の強さは素晴らしいことなのですが、自分の家のベッドでするのとスタジオでするのは携帯と糸電話くらい違います。

　性欲自慢をするタイプの人は、現場で勃たないと「やべぇ。こんなハズじゃない」と焦りだし、もともと自信家なのが災いしてプライドが傷つけられ、辞めていってしまう……というのがパターンです。そんな男優志望者をごまんと見てきました。始まる前に「性欲強いです」って自分で自分にプレッシャーをかけてしまい、勝手につぶれてしまう。言わなきゃいいのに。なんとももったいない話です。

　これとは逆に伸びるタイプは、ロバのようにもくもくと働くけどウマのような性欲の人。見た目はちゃんとしてて、おとなしく、真面目なんだろうけど、周りのことなどつゆ知らず、目の前の女優さんに興奮してしまい、監督の演出も上の空、すでにパンツからガマン汁が染みている。この「カッコつけないスケベ」な人がチンチンも実力も伸びていくタイプです。

　前にも述べましたがＡＶ男優になりたいという志望者は毎年３００人ほど業界に入ってきますが、１年後残っているのはわずか数人です。「可愛い女のコとエッチなことができて、お金も貰える」と思って業界入りしても、彼らの想像以上に仕事はキッチリ進んでいきます。みんな口を揃えて「ちゃんと撮ってるんですね」と言います（逆にどんな想像をしていたんだ！笑）。「思っていたのと違う～」と辞めていってしまうのです。でも、こういう人たちはどんな仕事をしてもすぐに辞めてしまうんだと思います。だって自分の思い通りにいく仕事ってそうそうないですから。そこに気づくのはいつになるのでしょうか。こっちが心配してしまいます。

　現在、ネットで検索すれば、汁男優を募集するＡＶメーカーさんをすぐ見つけることができます。これに応募して汁男優になり、現場でいい仕事をして汁親に見そめられれば、その汁親の汁グループに入ることになります。こうして汁男優として何回か現場を踏んで、顔見知りになった監督や男優に引き上げてもらうのが、男優になる王道と言えます。

　ただ、何度も言いますが、男優はなんだかんだ人間関係が一番大事。汁グループに誘われる段階から、汁親は汁男優の現場での振る舞いを見てますし、挨拶など、社会人として当然のことができていなければ、いくら仕事ができても男優として生き残っていくのは難しいと思います。





ＡＶ男優になるのに必要なもの!?






「普通のことをやっていたら、普通の人以下。普通の２倍やって、やっと普通の人並み。３倍以上やって、ようやく普通以上になるのです」

　僕が痛感していた想いをツイッターでつぶやいたら、多くの方にリツイートされました。皆さんも同じように感じていたのでしょう。

「人がバカバカしくてやらないことを真剣にやってみる」

　そしてその経験をアウトプットして、自分の魅力にしていく。

　例えば、僕の周囲には、自分とはまったく縁のない土地の「ご当地検定」ばかり受けに行っている人がいます。勉強熱心な彼は小旅行をかねて、全国各地の「ご当地検定」を受け、次々と合格していったのですが、そんななかで唯一、試験に落ちたのが……自分の住んでいる埼玉県でした。自分の地元なので勉強しないでも合格できる、と踏んだのが、そうは問屋が卸さなかったわけです。一見「ムダ」そうな趣味ですが、これはめっちゃ役に立つ。日本各地から女優さんがやってきます。その女優さんの地元が、その検定を受けた土地にピッタシ合えば話が盛り上がること請け合いですよね。

　また、失恋するたびにその恋人にちなんだ資格に挑戦している友達がいます。失恋の痛手を忘れるために一生懸命に勉強し、資格試験に連戦連勝を重ねていきましたが、残ったのは使い道のわからない資格の山。更新手続きの費用もバカにならないので、今は失効してしまっている資格も多いのだとか。でも、話の引き出しはかなり多いハズ！

　このように人がバカバカしくてやらないようなことを実際に行動にうつしている人もいます。その行動が自分の土俵以外のことだと視野が広がり、なお良しです。その行動が回り回って自分の土俵に生かせるのならば、とても素晴らしいことです。

　よく、イベントやツイッターで、「本気でＡＶ男優になりたいです」、「どうやったら男優になれますか？」とか「ご協力願えますか」と言われます。でも、どんな職業でも「なれたらいいな」でなれる人なんていないと思うんです。「ならなきゃいけない」じゃないと、なかなか望みは実現しない。

　例えば、英語を「しゃべれるようになれたらいいな」で英会話学校に通う人の英語はなかなか上達しないですが、転勤や引っ越しなどで英語を「しゃべれなきゃ生きていけない」状況に放り込まれた人は、否応なしに話せるようになる。要するに「人に聞いて大成した人間なんていない」ということです。

　この男優志望の人が自らアクションを起こして、いつか撮影現場で僕と会ったら、彼の意志は「本気」だったということでしょう。会うことがなければ、それは「本気」ではなく甘えだったということです。本気なら僕が手を貸さずとも男優になれるはずだし、男優になった「本気」の彼と現場で会ったら、そのときは業界関係者を紹介するなり、協力を惜しまないつもりです。






ＡＶ男優として生き残る技術　❶自分が良いジンクスになるように







　ジンクスとは元々悪い意味で使われていましたが、日本では良い意味でも言われるので「良い意味でのジンクス」とさせていただきます。

「日本茶をいれたときに茶柱が立っていると縁起がいい」みたいに、「デビュー作でしみけんをあてたら長続きする、売れる」、「デビューの相手がしみけんだと安心だ」、「乱交複数プレイのときにこの人がいるとまとまる」などのように、「自分が良いジンクス」になりうるよう、自分自身をブランディングするんです。

　例えば陵辱ものならあの男優、デカチンならあの人、というように、ある程度男優として仕事が入ってくるようになったら、自分の得意なジャンルやスタンスを伸ばし、あっちゃこっちゃ手を伸ばそうとしない。オールマイティプレイヤー、ユーティリティプレイヤーもいいのですが、それだとオファーの順番が後回しになってしまいます。「この人でないとダメ」というようなオンリーワンでなくても、オンリースリーくらいになれたら強いですよね！






ＡＶ男優として生き残る技術　❷しみけん流ハメ撮り術







　撮影場所がベッド上だろうが空中だろうが水中だろうが、女優さんがキレイだろうがお年寄りだろうがチンチンが生えていようが、きちんと勃たせて観ている人を興奮させ、発射するのが男優の仕事です。なかでも僕が好きで、武器ともしているのが「ハメ撮り」です。

　ハメ撮りのいいところは、まず２人きりになれるので多少なりとも女優さんがリラックスして、〝素〟の表情に近くなるんです。緊張していないように見えても、周りに人が大勢いたり、カメラやマイクなど機材がたくさんあると、どこかしら「緊張している」ものなのですね。表情が全然違います！　それに普段なら話さないようなことも話してくれたりするので、「女優名」ではなく「本名」の女のコの部分に触れられるのです。

　そんな「素の表情が見たい！」というユーザーやメーカーからの意向で、アイデアポケットさんから『しみけんのプライベートＦＵＣＫ』という冠コーナーをまとめた作品を作っていただきました。２００６年ごろから携わっているこの企画、２００６～２００８年頃まではいろいろ〝緩かった〟ので、高級焼肉店の個室でちょっとスケベなことをしたり、全裸でドライブしたり、童貞のボディビルダーを呼んでイジリたおしたり、楽しくやっていました。今はいろいろな規制ができて、なかなか自由にできなくなってしまいましたが、それなりに楽しくやらせていただいています。

　ハメ撮りのいいところ。ふたつめは「自分の好きな画角・アングルで撮れる」です。

　僕が好きなカメラアングルは、僕の主観視点からの乳首舐め＆手コキで、女優さんは上目遣い。よく女のコが自撮りするとき、上からの俯瞰で撮りますよね。やっぱりこのアングルが女のコはかわいく見えるんです。男も「上目遣いされてる」ことで興奮度もＵＰ！　女優さんが添い寝する形になり、「僕の乳首を舐める舌の動き＆顔の表情」の背後に、手コキの様子もカメラに収める。１粒で３度美味しい画角です。

　もうひとつ好きなのは、背面騎乗位を正対で撮影するアングル。こう撮ると、女優さんのお尻がプリンと美しくキレイに映るんです。まさしく〝尻百景〟。額に入れて飾りたい。女性のお尻ってなんでこんなに魅惑的なんでしょう。正対なので、女性の体が画面のなかでシンメトリーになり、くびれや曲線が一番キレイでエロく撮れると思っています。「客観撮り」では、どうしても顔と体すべてを入れ込みたいがために、画角を傾けるので、正対ではあまり撮影されません。「客観撮り」で、気心が知れたカメラマンなどは、僕の額をカメラの台座代わりにして、正対で撮ったりしてますが。このアングルはハメ撮りならではの良さが生きていると思います。あと、多少の手ブレなんかも臨場感が伝わってきて僕は好きなんです。感情移入しやすくなる気がします。




　一方で、大型新人のデビュー作など、業界のなかでもかなりカッチリした〝プレッシャーのかかる仕事〟もそれはそれで面白いんです。監督のディレクションや要求に対して、作品的、女優さん的にアウトにならないギリギリのラインを攻める絡みを探りながらやっていく。

　例えば、顔射をなるべく避けたい女優さんの現場では、監督はやむを得ず「胸射」と指示を出したりするのですが、胸に出そうとしたザーメンが胸を飛び越えちゃったという建前で、「顔射になっちゃったふう」をしたりします（ごめんね、女優さん）。これはまさに高校時代のオナニーゴルフの賜たま物もの!!　高校時代の自分、ありがとう。攻めてはいるけれど、監督が「カット！」とカメラを止めるほどでもない絡みができたときの、「ギリギリセーフ！　やった！」という達成感がエロ楽しいんです。でも女優さんもお仕事ですから、40分尺のうちずっとアナルを舐められて苦悶の表情を浮かべても「本当にイヤがってないふう」だったので30分舐め続けたら、のちにＮＧになっていたりもしますが……それもまた本望!?






ＡＶ男優として生き残る技術　❸特殊技能!?








　最近、僕は射精を小分けにできるようになりました。

　わかりやすく説明すると、これはビュッビュッビュッと射精するのを、ビュッ／ビュッ／ビュッと止めて、あたかも３発射しているかのように見せる手法です。

　例えば、女性３人僕１人の王様のような逆４Ｐがあったとします。

　今までは１回の射精を３人に均等に振り分けていたのですが、Ａ子ちゃんをバコバコ→ビュッ、即座にＢ子ちゃんに挿入バコバコ→ビュッ、即座にＣ子ちゃんに挿入バコバコ→ビュッ、が可能になったのです。

　このＡ子ちゃんのビュッからＣ子ちゃんのビュッまで５分以内。

　なんでこんなことをやろうと思ったかといいますと、同期で親友でライバルでもある森林原人くんがドえらい技を体得したからです。業界騒然となったその技とは、「無限射精」というもの。普通の男子は１回射精すると下垂体から女性ホルモン「プロラクチン」が放出されいわゆる〝賢者タイム〟がおとずれます。神様が「あっちこっちでタネを撒くんじゃなくて、ここに居着いて撒いたタネをはぐくみなさい」といわんばかりに性欲がおさまるのですが、そのプロラクチンを出させずして射精をするドえらい技「無限射精」を身につけたのです。そりゃー業界人だけでなく、作品を観た人もビックリしたことでしょう。

　その「無限射精」の力を見せつけられたのが、女優さん、森林くんと僕の３Ｐのとき。森林くんが先に発射、次に僕が発射して普通ならこれで終了。女優さんに「初の３Ｐどうだった？」と定番の質問をすると、女優さんは「すごく気持ちよかったです」と過去系でコメントをしたんです。すると森林くんが「気持ちよかったじゃなくて、まだ気持ちいいだろ？」とすぐさま挿入し、また発射したのです。これには「うまい！　そしてすごい！」と思わされました。そのあとにも『イキなりＳＥＸ　え？　今ここでですか？』（アイデアポケット）という作品（男優が小部屋で隠れていて、ただのパッケージ撮影と聞かされてきた女優さんを、いきなり襲う〝ドッキリ〟企画。小部屋の壁を見ながらいつ来るかわからぬ女優さんを襲うため勃起をさせ続ける心臓破裂ものの企画）で、森林くんが掃除ロッカーの中からあらわれて発射。続いて、僕がクローゼットの中からあらわれて発射。終わりと思った女優さんがシャワーを浴びにいくと湯船に浸かっている森林くんが勃起させたチンチンを水面から出しているではないか！　女優さんも「さっき発射したからただ湯船に浸かっているだけ」と思ったでしょう。しかし、その予想は裏切られ、即座にハメられて発射されてました。

　これができるといろんな可能性や見せ方ができるし、ユーザーも「やっぱ男優ってスゲエ！」ってなる。正直、その才能に驚かされる半面、すごく悔しかった。その勢いで僕も「無限射精」の体得修業に乗り出したのですが、やはり射精するとプロラクチンが放出され「賢者タイム」におちいってしまう。満足しちゃうんです。そこで考えたのが「何度もイケないんだったら、１回の射精を小分けにしてみよう」でした。

　ビュッ、ビュッ、ビュッと３回出るものを、１回目のビュッで止めて、２回目のビュッで止めて……って練習してみたら意外にできる！　こりゃイイや！と調子に乗って、現場でも求められていないのに「連射を体得しましたので……」とビュッとやって止めてまたビュッとやって止めて、そんなことをいくつかの現場で繰り返していたら、とある現場で「バツン!!」と何かが破れるような音が。その後ずっと、耳のなかで「キーーーーン」と耳鳴りがする……。当初は、射精後、５分ほどすると止んでいた「キーーン」音が、10分、15分とだんだん長引くようになったので、こりゃマズいと人間ドックで診てもらいました。

　すると、小分けにするよう射精を止めたとき、鼓膜に相当な圧力がかかってキーンとなっていることが判明しました。また右耳の聴力が少し落ちていました。今では力を入れなくても小分けにできるようになったので、耳鳴りもなくなりましたが、若干の聴力と引き換えに、僕は「無限射精」を体得したのです（マネをされる方は自己責任でお願いします！って、普通はやる必要ないか……）。

　ちなみに、この無限射精のカラクリをもう少し説明しましょう。

　男性のエクスタシーは射精、ウェット、ドライの３種類に分かれています。射精とは、言わずもがなオナニーやＳＥＸでチンチンを刺激することによって精液の発射に至るエクスタシー。一方、ウェットとドライは、チンチンへの刺激なしにエクスタシーに達します。ウェットのもっともわかりやすい例が、寝ているあいだにチンチンに手も触れずに射精する〝夢精〟です。そしてドライとは、射精せずにイクこと。女性がイク感覚に近く、女性同様に何回でもイケます。「無限射精」はこのドライと射精のミックスで、いわば女性の「連続イキ」に近いと思われます。

　連発はビジュアル的にもインパクトは大きいし、できる人が限られるので、修得していれば仕事に結びつきやすい。例えば、「気持ちよすぎるマンコ」系の作品では、いかに気持ちいいのかを表現するのに、連発射精はうってつけです。また、「２対１、もしくは３対１の逆３Ｐ、逆４Ｐ」では、３人の女優さんにピュッ、ピュッ、ピュッと３分くらいのあいだに小分けに顔射できる男優に声がかかりやすい。

　ただ、僕の場合、連発射精はあまり気持ちよくないんです……。イッてはいるんですが、イク直前の状態という感じなので、実際、発射はしていても、脳は射精したと認識してないようなんです。なので、現場では１回発射するたびに新たにゴムを付けるんですが、そのときにゴムをハメる刺激で射精しちゃうことがあります。また、せっかく小分けにしようと僕が２回目以降の発射を止めているのに、１回目の射精で顔射した女のコがおそうじフェラをしてきて、あえなく口内で残りを暴発ということもありました。女性のセックス脳を体得したともいえる「小分け射精」ですが、その１回１回が白目をむくほど気持ちいい、というわけではないので、射精を小分けにするよりも１回で出しきったほうが気持ちいいのです。

　連発射精は何回も発射しますが、脳はイッてない。当然、ザーメンタンクが知らぬ間に空っぽになっていることもあります。僕の場合は４、５回までは出るのですが、調子に乗っていると「もう１回出すぞ」「プス～、あれ!?」ってな具合に〝マン屁〟ならぬ〝チン屁〟しか出なくなってしまいます。このように業界でサバイブしていくために、今日も男優はせっせと各自の武器を鍛錬しているのです。





チョコさんのすごい話






　連発射精といえば、ＡＶ男優界のレジェンド・チョコボール向井さんを忘れることはできません。チョコさんはなんとノーハンドで射精できるんです！

　チョコさんの現役時代、「マジックミラー号」シリーズのＡＶで、素人の女のコに勃起したチンチンを写生してもらうという、素晴らしい企画がありました。女のコが写生の用意をしていると、パンイチのチョコさんが登場。すでに勃起しています。10分ほど経ったとき、写生している女のコの前で、何の前触れもチンチンに触れることもなく、いきなりビューッ!!と発射！　マジックミラー号に、女のコの悲鳴が響き渡りました！　すごい！　すごすぎるよ、チョコさん！

　どうやればそんなことができるのですか？　聞いてみると、自分で高めて「あぁ、イキそう!?　あ、イクイク！　イクーーーーッ！」と発射直前までもっていき、「ーーーーッ！」の状態を維持。あんたは時を止められるのか!?とツッコんでしまいそうになりますが、とにかく維持するのです。そして10分ほど経過して監督のＧＯサインが出たらその続きで発射するのだ、とチョコさんはしれっと、「息をするのと同じ」かのように話していました。やり方を知っても、こんなことマネできるわけがありません。奇術師です！

　ほかにもチョコさんの伝説は多く、Ａカップの女のコのパイズリ２こすりで発射したり、プロレスリングのトップロープで駅弁しながらフォールド、レフリーの「１、２、３！」に合わせて発射したり、90分で15発発射したなどなど、チョコさんの武勇伝は枚挙にいとまがありません。では、早漏なのかといえば、そうではない。完全に射精をコントロールしているんです。

　ちなみに、ノーハンドで発射できる男性は、チョコさんのほかに世界に７人しかいないといわれています。そのうち１人がアメリカ人で、もう１人がフランス人。残りの５人はチェコスロバキア人。だから、チェコ、チェコ、チョコ、チェコ……ややこしいわ！っていう本当かどうかわからぬお話でした。





女優さんへの気遣いも仕事のうち！






　最近は、スマートフォンの普及により、あのいかがわしいビデオ屋ののれんをくぐらずしてＡＶが観られる時代になりました。これもジョブズさんのおかげです。本当にありがとうございます。それに比例するように、ＡＶを観る女性も多くなってきました。そして、そんな女性ユーザーのなかからＡＶ女優になる人も珍しくありません。

　ある現場で「ＡＶ男優のファン」という女のコの女優デビュー作品がありました。その仕事は僕も指名されて呼ばれたのですが、その女優さんにはほかにも呼びたい男優がいたんじゃないかな？って思ったんです。だから、現場にはいなかった吉村卓さんのオリジナル体位「ヨシムラ」をやったり、同じくその場にいなかった森林くんのクンニ技「森のさえずり」をやったりと、ほかの男優の〝必殺体位〟をいくつかやってみました。この女優さんがちょっとでも「知ってる、知ってる！」と笑ってくれればいいなと思ってやりましたが、あえいでいてわからなかったようです。

　こうしたＡＶ女優志望の女のコが増えたのは、スマートフォンの普及で、女のコが気軽にＡＶを観られるようになり、気軽にエロに触れられる環境になったり、マスカッツやエロメンなど、メディアでＡＶ関係の人間を目にすることが増えて垣根が低くなったからでしょう。男性にしたら「かわいいコがたくさん出てくれてありがたい」のでしょうけど……。

　いい経験になるかもしれませんが、本人の将来やご家族のことを思うと、いろいろなリスク、弊害を考えたうえで、応募・出演していただきたいです。






男優として上に行くには？　❶一徹の場合








　２００４年、現在はマンガ家として活躍している元ＡＶ女優・峰なゆかチャンの作品で絡みをするときに、現場には僕以外に汁男優が５人呼ばれていました。そのなかの１人が一徹でした。

　５人のなかで、一徹だけが監督の指示をメモに取っていました。撮影現場ではとても珍しい光景だったので、はっきりと覚えています。

　数日後、小倉ありすチャンの現場で泊まりロケがあり、そこで一徹と僕は再会、相部屋になりました。当時の一徹は、駆け出しの汁男優「下汁」。撮影が終わり部屋に戻ると、一徹は難しそうな専門書を開いて、勉強をはじめたんです。聞けば、某難関大学の法学部卒業で、公認会計士の勉強をしつつ汁男優をやっていたのです。そして英検準一級にも合格しているというから、かなり頭がいい。

「一徹、ＡＶ男優をやっていくつもりなの？」

「今、悩んでるんです……」

「じゃあ、ＡＶ男優になっちゃえよ」

　一徹はもじもじしながら踏ん切りがつかない表情をしていたので、誰かに後押しをしてもらいたかったのかなぁと思い、ＡＶ男優になることをすすめました（よかったんだよな？　一徹？）。

「今のまま汁男優を続けても上にはいけないから。今すぐ汁親に電話して、男優１本でやっていくので汁男優はもう辞めます。今までありがとうございました、って言いな」

　通常、汁男優がこんな足の洗い方をすることはありませんから、一徹の汁親はメチャクチャ怒っていました。彼も一徹を目にかけて、面倒を見てきたわけです。

　ただ、汁親の世話になっている限り、なかなか上にはいけません。仕事は汁親からもらうのではなく、直接自分からもらいにいく、もらえるようにするのが男優の第一歩です。なので、汁親には感謝の気持ちを伝えて、一徹は勇気ある一歩を踏み出したのです。




　その頃、一徹は八王子に住んでいたので、僕が住む中野に引っ越しさせました。中野はどのスタジオにもまんべんなく近いので、ＡＶ男優としてやっていくのにすごく便利なのと、ケツカッチンを気にしなくてもいいので、遅くなる仕事も受けられる。また、なんといっても中野にはハードコアなトレーニングジムがありました。

　不動産回りをして僕が「この物件にしよう」と言ったところに一徹は引っ越してきました。一徹のよくないところは、決断の遅さでした。「石橋を叩きすぎて橋が壊れてしまう」タイプだったので、僕がズバズバ決めていったほうが早いんです。

　それ以降、昼夜を問わず時間をともにしているうちに仲が良くなり、一徹は僕と同じ屋根付きバイクを買い、同じジムに通いました。１年以上は毎日のように会っていましたし、彼が元祖壁ドンをやられたタイや、プライベートでもフランスや台湾など、海外旅行にも一緒に行きましたね。そうしているうちに一徹は売れっ子となり、「エロメン」ブームの火付け役になっていったのです。すごいよね。

　もし、初めて会った現場で、まだ「下汁」の一徹が熱心にメモを取っていなかったら、こんなに仲良くなっていなかったのかもしれません。人生、何がどうなるかわかりません。あのときの「下汁」が今やアイドルみたいにキャーキャー言われる「エロメン」の筆頭格なんですから!!






男優として上に行くには？　❷「下汁３人衆」の場合







　僕は今、放送されている自分の冠番組『しみけんの脳ミソつるつる野郎!!』（テレビ埼玉）や、ほかのバラエティ番組に出演するとき、お気に入りの汁男優を連れていきます。目をかけていると言えば聞こえがいいですが、利用しているだけです（笑）。

　僕が〝カプセル怪獣〟と呼んでいるその汁男優は、イセドン内村、コハルクはじめ、赤いティッシュの３人。彼らとの付き合いがなぜ始まったかといえば、アホらしくも面白かったから。

　赤いティッシュなんて、僕より業界歴が長く（23年）、本当は先輩なのに、まだ汁男優をやっているし、福耳なのにすごい貧乏だし、貧乏だから自転車で移動してるのに腹はメッチャ出てるし……とにかくクズなんだけど面白くてカワイイんです。

　汁男優なので発射が仕事なのに、勃ちが悪くてバイアグラのまがい物を飲むんですが、まがい物だから効果が消えるのが早い。そのまがい物を飲んで発射に備えていたら、監督の演出が始まり、演出が終わって、撮影が始まる頃には完全にクスリが抜けている……まったく使い物にならない男なんです。でも、このハンパないクズっぷりが最高に面白いんです！

　最近では月に４現場ほどしか仕事がなくなって金銭的にも苦しく、週４でホームセンターで働いています。どっちがメインかわかりません。まがい物のクスリも、最近もっと安い１粒50円のものに改悪したそうです。すると今までのまがい物は30分くらい効果があったのに、今回の１粒50円は副作用の頭痛しかない。勃起薬なのに勃たない。で、頭痛しかない。これが本当の「頭痛薬」。「飲む意味あるのか？」とたずねると、たま～に何粒かに１粒「アタリ」があって、〝ふっ〟と勃つときがあるらしいのですが……そんなアタリハズレのあるクスリはイヤだなあ。

　コハルクと初めて出会ったのは、『バコバス』の撮影です（ムーディーズ『バコバコバスツアー』の略。一般参加男性と女優陣が乱交を繰り広げる人気企画）。僕も呼ばれていたこの作品には、女優さんがたくさんくるので、気合いを入れてジムに行き、筋肉をパンプアップしてロケに参加しました。「どうだ！」とばかり僕が胸を張って現場に入ると、一人の女優さんが「今日、しみけんさんよりスゴい筋肉の人がいますよ」と言うではありませんか。

「なぬ～っ!?」と思って見てみると、僕の３倍くらいの筋肉量をもったバキバキの素人男性が……。「えーー!?」ってなりましたが、外見もいいし、優しい性格だったので「今度一緒にトレーニングしましょう」と仲良くなりました。

　僕が激務のときはアルバイトで運転手をやってもらったり、付き人をしてもらったりするのですが、彼は普段、介護の仕事をしていて、彼のクルマも福祉用の車両なんです。なので僕を乗せたクルマが現場に着き、「しみけんさん、着きました」とボタンを押すと、車椅子用の電動リフトで僕が降りてくる。現場のスタッフさんも笑ってました。そこで「あの人は？」となり、「コハルクです。あんなすごい体してますが、メンタルは激弱でフェラ抜きしかできませんが……」と紹介をしています。




　ラストはイセドン内村。名前の由来は僕と一緒にパンツを買いに伊勢崎のドン・キホーテに行ったから、伊勢崎のドンキで「イセドン」。そして、体操の内村航平選手に似ているので「内村」の名を拝借しました。

　出会ったときの彼は、まごうことなき下汁でした。現場には「汁部屋」という響きからして恐ろしい待機部屋があります。これはたくさんの汁（10人以上）男優たちが十把一絡げで詰めこまれる小さい部屋なのですが、ちょうどほかに空いている部屋がなく、僕もその「汁部屋」に詰めこまれたときのこと。

　一人の若いイケメン〝ふう〟（あくまでも〝ふう〟です。笑）の男がｉＰａｄで何かを見ています。のぞきこんでみると、ニューハーフのおしっこをガブ飲みしている画像ばかり見ていました。「変わったやつだな」とそのときは話しかけず、そっとしておきました。

　僕は現場でトイレを使うとき、たいていドアを開けてします。これはトイレに行こうとする人が遠目からでも「入っている」とわかるように。親切心のつもりなのですが、いかんせん評判が悪いです（笑）。

　するとさっきニューハーフのおしっこをガブ飲みしている画像を見ていた男が、僕のはいていたスパイダーマンのパンツを見て、突然「僕もアメリカンコミックが大好きです。Ｓｉｒ！（サー）」とひざまずいて言ってきました。アホだと思いました。
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　でもアメコミという共通の話題で話が盛り上がり、じゃあ『アベンジャーズ』一緒に観に行くか？（当時、公開前でした）となり、仲良くなったのです。そこから一徹のように面倒をみるようになったのですが、一徹との決定的な違いは「いくら教えても、まったく男優としての実力がない」ところでした。ローションを指につけて手マンするときは、カメラ側の指の側面はベッドのヘリで拭け。じゃないとフレームインしてきた指が光ってローションをつけたのがバレる、とか、いろいろ小技を教えたのに、吸収しないし、そもそも勃ちが悪い。紹介した制作や監督からも「使えないヤツを紹介してたら、しみけんの信用までなくす」とまで言われてしまった。それでも根気よく面倒をみていたのですが、ダメだったのでいよいよ最終手段を考えました。




しみけん（以下「しみ」）　イセドン。おまえは男優としてひと花咲かせたいのか？

イセドン（以下「イセ」）　はい、咲かせたいです。

しみ　でも、今までいろ～んなことを教えてきたけども、実ってないのはわかるよな？

イセ　はい……（ショボン）。

しみ　じゃあ、最終手段、やってみるか？　それでダメなら、申し訳ない、男優を諦めろ。

イセ　はい……。ちなみにその最終手段というのは……。

しみ　ミュータント計画だ。

イセ　ミュータント計画!?

しみ　そう。イセはこれからミュータントになるべく海外からいくつかのサプリメントを取り寄せる。それを飲み、トレーニングをして、人工的なＳＥＸ―ＭＥＮ〝ヤルヴァリン〟になるのだ!!

イセ　ヤル……ヴァリン……。




　アホな会話ですが、こんな感じの会話からイセドンのミュータント計画がはじまりました。

[image: ]男性ホルモンの量を増やすため、アメリカからホルモンブースターを３種類取り寄せてチャンポンして飲む（性欲増強）。

[image: ]プロラクチンの放出を抑制し、賢者タイムを来させない。「賢者殺し」のサプリメントをインドから取り寄せ、飲む（無限射精）。

[image: ]普段から興奮と勃起がしやすくなるよう、とある「漢方」を飲む（勃起力増強）。

[image: ]とことんスクワットとデッドリフトをして「男性ホルモンレセプター」の多い、大腿四頭筋を含む下半身の強化。

　以上の４項目を徹底的にやらせました。すると驚くべき変化が。だらしなかった体が、１か月を超えたあたりから腹筋が割れて、肩まわりと脚まわりが太くなっていき、同時に勃ちもよくなったのです。

　するとイセドンも自信がついたのか、明るい性格になり、自分からコミュニケーションをとろうとしはじめたんです。これには僕も本当に驚きました。人ってこんな短期間で変わるんだと。ヒヨコやオタマジャクシを飼っている気持ちです。

　しかしこの「ゲタをはかせる」（クスリやサプリメントの力で、本来以上のものを発揮させるときに使う隠語）行為も限界があり、イセドンは「より効く、強力なもの」を求めはじめました（もちろん違法にならないもので）。

　口の中にスプレーする「成長ホルモン増強スプレー」や、どういう効果があるのかまったくわからない緑色のサプリなど、毎月のギャラがサプリメントで飛んでいきました。それでも実力と男優としての地位は上がっていき、下汁から絡みを任される男優にまで昇りつめていきました。

　そんなある日、僕が「おまえ、反動や副作用は大丈夫か？」と聞くと「これでダメならそれまでの男だったと諦めます」と、覚悟がきまっていました。

　スタジオに入り、ゴミ箱を見るとサプリメントの空き箱が大量に捨ててあり「あっ、さっきまでイセドンがいたんだな」とわかるくらい、彼はサプリメントを大量に摂取しています。今日この瞬間もサプリメントをボリボリしていることでしょう。




　こうして３人のエピソードを見てみると「愛くるしいアホ」と思えてきませんか？　一生懸命生きようと、もがいているのが嬉しい。

「エロは度を越すとバカに変化する。バカが度を越すと魅力に変わる」

　僕はこれこそ、あるべきＡＶ男優像なのかもしれないと思っています。ただし、中途半端なバカでは響きません。よく男同士で「おまえ、バカだなぁ～」などと話すとき、えてして「バカ」は褒め言葉だったりします。その意味では、ＡＶ男優は目の前の女優さんを相手にしながらも、実は男の世界に生きているということなんでしょう。女性は「バカ」や「クズ」を本気で嫌いますが、男性はそんな人たちが大好きです。

　僕自身、周りに引っ張ってくれる人や気にかけてくれる人、フォローしてくれる人がいたから、今の自分がある。ごく当然のことですが、感謝の気持ちや謙虚な心を忘れちゃいけない。初心忘るべからず、なんですね。今こうやって原稿を書いていて、改めて痛感しました（涙）。





ＡＶ男優の結婚事情






　ＡＶ男優には、既婚者で子どもがいる人も多いです。かく言う僕もバツイチです。

　ただ、男優は奥さんではない女性とＳＥＸするのが仕事。だから、男優にとっての一番の試練は、奥さんの気持ちをどうケアするかに尽きます。とはいえ、上手くやっている男優が少ないのも事実。

　奥さんにすれば、自分の愛する夫が、自分ではない女性と日々ＳＥＸをしているのだから、理解はしていても複雑な気持ちになるのは当然です。それに加え、自分はどんどん齢老いていくのに、夫は現場で若い女優とＳＥＸしていて、年齢とともに夫婦の営みは減っていく……ＡＶ男優の妻は、世界で一番惨めな存在、と思ってしまう人もいるようです。

　ある男優さんは、奥さんから「私と別れて、私を幸せにしてください」と言われたそうです。結婚は、男優にとっては一番悩ましいことかもしれません。相手の親にどう言おう？　今はいいけど、このまま一生男優をやっていけるのか不安……養えるのか？　子どもができたらお父さんの職業をどう説明しよう？　授業参観や運動会は「顔バレ」するから出ないほうがいいのかな……などなど。結婚は自分だけの問題ではないので本当に悩みます。

　ただ、「子はかすがい」とはよく言ったもので、結婚生活を維持できている男優には、ほぼ１００％子どもがいます。ところが、子どもがいれば円満な結婚生活が続くかといえば、子どもが自立したのをきっかけに熟年離婚を迫られる男優も少なくありません。せっかく長い間一緒にやってきて、ようやく子が巣立って夫婦２人の時間ができるのに、そんなさびしいのはイヤです。

　子どもに自分の職業を告げていない男優も多いのですが、たいていの場合、バレてしまいます。娘さんから「不潔！」と言われて、５年間口をきいてもらえなかった監督もいました。

　さらに、子どもたちのなかでも、親の職業によってイジメられることもあるそうです。

「カッコいい！」「こんどサインもらおうぜ」となるケースはごくわずか。ただ、思春期を過ぎると親の職業を理解してもらえることが多いようなのですが……。

　僕はもう心に決めていて、ＡＶ男優として突っ切ってしまおうと思っています。中途半端よりは「ＡＶ男優のしみけんです」と胸を張って言えるようになろう。それにはＡＶも頑張って、ＡＶ以外の活動も頑張らなければダメだ、と思うようになりました。





ＡＶ男優の社会的評価






　最近、メディアに取り上げられる機会も増え、一般の人にも認知されるようになったとはいえ、ＡＶ男優の社会的な評価は決して芳しくないのが実情です。

　偏見があるのは仕方ないと思います。確かに、エロ商売の裸仕事ですから。日本はエロを「隠れてするコト」という島国の考え方です。

　なので、職業差別料として、ＡＶ男優の給料は一般の仕事に比べると高いんです。逆に、ＡＶ男優の給料が一般の仕事と同じになったら、その世間的差別がなくなったと言えますよね。その一方で、ＡＶ男優が普通のサラリーマンのように月給30万円だったら、どのくらいの数の男優がこのまま仕事を続けるのか、とも考えます。それで辞めていくような男優は、差別されて当然だと思っています。月給30万円でも男優を続ける、という人は、社会からの偏見や差別をそれほど気にしない純粋なスケベ。ギャラうんぬんじゃなくて、エロがしたいんです。

　ＡＶ男優に限らず、どんな仕事でも、働くモチベーションがお金というのは、僕はイヤだなぁ。時給や月給、年収で仕事を選ぶってことは、自分の時間をただお金に換えてるだけです。これでは不満が生まれるのも当然だし、結局、お金は残らない気がします。「成功」とか「勝ち組」とかっていう言葉は好きじゃないけれど、その定義は人によって違うし、「好きなことを仕事にして食っていければ、お金がなくても成功」という人もいるでしょうし、「好きなことをやって、稼げてこそ成功」という人もいるでしょう。でもやっぱり、好きなことをがむしゃらに追い求めてたら、結果的にお金がついてきたっていうのが一番幸せ……ですよね。




　ＡＶ男優を仕事にしてイヤなことはありませんが、唯一、困ったのが賃貸物件の審査が通らないこと。ある男優は、不動産屋に「男優は去年までやっていたことにして、今は無職ということにしましょう」と言われたそうです。ＡＶ男優は無職よりも信用がないのか？と笑ってしまいました。

　僕はこの仕事に誇りを持っていますが、それと社会的評価は別問題。僕のスタンスは差別があってもなくても変わりません。やっぱり死ぬまで男優でいたいです。なので僕たちの世代の合い言葉は「生まれ変わってもＡＶ男優」だったりします。でも僕たちの上の世代は「生まれ変わったらやらない」「やりたいと思うやつの気が知れない」と言います。

　こうした想いが生まれたのは、ＡＶ男優になる理由や経緯が、昔の男優とは違ってきているからです。昔の男優は「男優になりたい」からなったのではなく、あまり望んではいなかったけれど「男優ができた」からなった人、あるいは「男優をやらされた」という人がほとんど。でも、僕たちの世代は「男優になりたい」と自ら望んでＡＶ業界に飛び込んでいったんです。

　僕は高校を卒業するとすぐにこの業界に入ったので、サラリーマンの経験がありません。でも、「職業はＡＶ男優です」と言うと、いろんな場で興味を持ってもらえ、いろんなジャンルの人たちと知り合うきっかけになります。男同士なら、お酒の席で（僕はあまり飲みませんが）エロの話で盛り上がると仲良くなりやすい。

　ＡＶ男優で困ったことは、親族に理解されにくいことと賃貸住宅が借りにくいことくらいです。クレジットカードや住宅ローンも通ります。





〝あの人〟が教えてくれたＡＶ男優としての覚悟






　ある現場で気合いが空回りして、17年の男優人生のなかで一番のヘマをしたときに、マツコ・デラックスさんに電話をしました。数年に一度おとずれる壁や、道に迷いが生じたときに、相談させていただいてます。

「あのー……」

　僕がこう切り出すと、マツコさんは僕の相談の中身を見透かしたように、「お前の『あのー……』で、これからくだらねえ話がはじまるのがわかるんだよ。なんだ？言ってみろ」

「……今日、勃ちませんでした」

「知らねーよ！　こっちはなぁ、今からお風呂に入ろうと思って裸になってんだよ！」

「はぁ」

「お前の不条理な電話をどう切るかで頭がいっぱいなんだ!!　もういいか？」

「はい」

「（ガチャーーン！）」

　電話を終えて、僕が悩んでいたのはこんなにもくだらないことだったんだ、と救われました（でも翌日からお腹が痛くなり、胃カメラを飲んだら十二指腸潰瘍になっていた。そのくらい落ち込んでいたんです）。

　マツコさんの言っていることって本当にそのとおりなんです。

「寂しさを自分の都合で満たそうとするな」

「みんな、ひとりで生きてるんだよ。その〝ひとり〟の立場から逃げるようなことするな！」

「普通の人生を選んだ人なら、そういう泣き言を言う資格があるけれど、普通じゃない人生を選んだ人は、普通じゃない人生を生きる覚悟をしろ！　お前にはそういう覚悟と自覚が足りなすぎる」

　本当にそのとおりです。

　僕は今でもマツコさんに背中を押してもらっています。








エロから紐解く県民性[image: ]



ムッツリスケベな女性が多い都道府県は――山梨県と長野県！

なぜでしょう？　地形を見てみると、周りを他県に囲まれている「内陸県」です。

これは「人見知り」ないし「恥ずかしがり屋」を形成し、はじめはなかなかエロのトビラを開いてくれません。

しかし、一旦トビラがビラビラ開いてしまうと、日本アルプスが擁するマグマのごとくエロが噴き出てくるのです。

だからムッツリ！




ムッツリスケベに対して、ガッツリスケベ、はなからエロい女性が多い都道府県は――熊本県と鹿児島県！

特産物は性欲を高める馬刺しやウナギ。

阿蘇山・桜島のように活発で、西郷どんの血筋を引いた外向的な性格も功を奏した結果でしょう。




隠れ変態、の女性が多い――青森県！

寒いので家にこもり、エッチなことばかり妄想しているのでしょう。




堂々と変態は――長崎県！

これは出島の影響！　いろんなものが出入りしたのでしょう。




大人のオモチャや新しいもの大好き――神奈川県！

これはペリーの影響！　あっちもこっちも、開国しちゃってます。




「あなた～、ご飯にする？ お風呂にする？　それとも、わ・た・し？」と聞くのはたいてい――山形県！

これはお嫁さんに迎え入れたい県ナンバーワンだからでしょうか。

「こけし」も特産品です。
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ＳＥＸが、女性の体を使ったオナニーになっていないか？






「[image: ]・必ず女をイカせるＳＥＸテクニック」「ブサイクなオレでもセフレ10人!?　最強ＳＥＸテクを伝授」「これで貴男も絶倫に！　早漏なんて言わせない」……。

　近年、書籍、ＤＶＤ、情報商材など、「ＳＥＸテクニック」や「早漏克服・射精コントロール」の〝教材〟が数多く出回っています。

　ところが、その内容は根拠に乏しく、間違っているものがとても多いです。それでも、性にまつわる疑問や悩みは、なかなか人には聞けないもの。やはりコンプレックス系の教材は需要があるんですね。こうした心理につけ込む格好で、現在もＳＥＸの〝教材〟が日々世に送り出されています。そんななかには、説得力や信憑性がなく、あまつさえ女性の心や体を傷つけるようなことさえ書かれたものもあります。

　僕が一般の男性たちからよく聞かれることも「どうやったら潮を吹かせられますか？」「どうしたら女のコをイカせられますか？」ということ。確かにＡＶ男優ならではのテクニックはいろいろありますが、皆さんは何のためにＳＥＸテクニックを身につけたいのでしょう？

　女のコから「すごい！」と言われたい？ 「百発百中で潮を吹かせられる」と男性同士で自慢したい？　自分が気持ちよくなりたい、女性を征服したいという気持ちは、男性なら少なからずあるでしょうが、自分本位に快楽を追求するのは、女性の体を使ったオナニーでしかありません。

　僕は、ＳＥＸは最大のラブコミュニケーションだと思っています。相手を想う気持ちやお互いの気持ちを感じ取り、お互いに体も精神も気持ちよくなること。それがＳＥＸだと思います。なので、本当に愛し合っている男女の間に、ＳＥＸテクニックなんてのは不要なんです。どんなにテクニックがあっても「深い愛」がなければ最高のＳＥＸにはなりません。

　な～んて言っても納得しないでしょ？　人間は欲深いので「だったら〝深い愛〟と〝テクニック〟が相まったら、それこそ最高にして最強じゃないか!?」と考えることでしょう。わかりましたよ……。最高のＳＥＸになるよう、僕が経験則から考え抜いたテクニック（？）をこっそり伝授したいと思います。でも、何度も言うけど、テクニシャンとの30分のＳＥＸよりも、愛する人との３分のＳＥＸのほうが幸せ度は〝上〟なんだからね!!（笑）





ＳＥＸの前にボディメンテナンス






　ＳＥＸテクニックを伝授する前に、まず重要なのが準備です。

　たとえテクニックを体得したとしても、ＳＥＸの相手である女性があなたに抵抗感や拒絶感を抱いていたら、意味がありません。

　準備のひとつめは、「ボディメンテナンス」。えてして男性は軽く考えがちですが、実はとても大事なことです。女性が男性に魅かれるポイントは「清潔感・優しさ・包容力」の３つによるところが大きいです。特に、清潔感は重要です。優しさや包容力は、ある程度のコミュニケーションをとらなければ相手の女性に伝わりませんが、清潔感は見れば１秒でわかるので、この段階で悪い印象を抱かれると先に進めません。だから、絶対に手抜きは禁物です！




　ちなみに僕は、最低14のアイテムを使ってメンテナンスをしてます。
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　歯ブラシ、舌ブラシはマナーとして当然ですが、爪のケアを疎かにしている男性は意外に多い。爪ヤスリは爪切りの裏側についているものではなく、ガラス製の爪ヤスリを使ったほうがいいでしょう。

　女性は男性のいろいろな部分を見ているものです。爪が伸びていれば、不潔に思われるだけでなく、「この人は最近、女性の体に触れていないな」と受け取る女性も少なくありません。実際、女性と触れ合うことの多い男性の爪は、必ずキレイにメンテナンスされています。伸びていなくても、３日に１回は爪を切り、爪ヤスリで角を削っておきましょう。
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　ボディソープは、香りのいいもの、香りの強すぎないものを選ぶといいでしょう。ドラッグストアではなく、デパートで買うことをお薦めします。デパートなら商品の種類も豊富だし、今、どんな香りの商品が女性に人気なのか、といった情報も入手できます。

「フリスク」や「ミンティア」などのミントタブレットは、口臭予防のため。常時、携行しておくとイザというときに役に立ちます。チャンスは突然やってくる!?

　パンツについてはビキニ派、トランクス派などこだわりがあるかもしれませんが、僕の経験則からすると女性たちはボクサータイプが好きです。価格は２０００円以上を目安にしましょう。これもデパートで購入するのがいいですね。ロゴが大きいとチャラいイメージを与えかねないので、ロゴがあまり目立たない、さりげないオシャレをおすすめします。僕たちＡＶ男優がどんなパンツを愛用しているか、参考にしてもらうのもいいかもしれません（第３章参照）。

　これら14アイテムは、一度揃えてしまえばかなりもちます。自分への初期投資と考えて、足りないものは買い揃えたほうがいいです。ＳＥＸの前に、女性の印象をよくしておいて損なことなどひとつもありません。その第一歩が清潔感なのです。





前戯はメールからはじまっている






　唐突ですが、あなたはまだＳＥＸをしたことのない女性へ、どうＳＥＸのアプローチをしていますか？　そしてどこからがＳＥＸだと思いますか？

　ホテルの部屋に入ったときから？　キスから？　僕はそう思いません。

　ホテルに入って「さぁ、ヤりましょう！」というタイミングでも、キスのタイミングでもなく、ＳＥＸはそのずっと前からはじまっていると思っています。そう！　言うなれば、女性と会う約束を取りつけた「メールや電話」の段階からＳＥＸははじまっているんです。メールの一文字一文字が愛撫だと思ってください。そして、相手の女性に「もしかしたら、ＳＥＸするのかな……？」と意識させ、ワクワクさせることがポイントになります。こうした〝仕込み〟ができていれば、デート当日、何かの拍子に腕が触れただけでも、ＳＥＸへの意識が高まることになる。想像や妄想が爆発してくれるわけです。




　腕が触れたり、相手がＳＥＸを意識しはじめた段階まできたら、相手の「パーソナルスペース」にちょっとだけ入ってみる作戦をとりましょう！

　パーソナルスペースとは、相手が自分に近づくことを許せる、自分の周囲の空間のことで、ここの空間に他人が入ると不快に感じます。人間が本能的に大事にしている空間で、いわばテリトリーのようなものです。

　アメリカの文化人類学者エドワード・ホールは、パーソナルスペースは４つに分類されるとしています。その４つとは、「公共距離」（複数の相手が見渡せる、１人対複数の面会や公演などの距離。３・６ｍ以上）、「社会距離」（会話が容易にできる、ビジネスで用いられる距離。１・２～３・６ｍ）、「個体距離」（相手の表情がわかり、お互いが手を伸ばすと指先が触れる距離。45～１２０cm）、そして「密接距離」（ごく親しい相手のみが入ることができ、手で相手に触れることができる距離。15～45cm）。


[image: ]



　では、どのくらいの距離感がいいのでしょう。僕がナンパなどをするときは、まず75cmを目指します。この距離なら、近すぎて女性に警戒されることは少なく、遠すぎて話が聞こえないとか、お互いの表情が読み取れないということはありません。

　そして、徐々に恋人の距離といわれる「密接距離」の45cmを目指し、間合いを詰めていくといいでしょう。

　例えば、自分たちの後ろを人が通るときに、「どうぞ」と道を譲りつつ、同時に女性の肘に触れる。こうした些細なことでも、これまでの〝仕込み〟がきちんとできていれば効果的に働きます。





女性に要望を受け入れてもらうには？






　デート中はすごくいい雰囲気で、「これはＳＥＸに持ち込めるぞ！」と確信していたのに、なぜか「帰る」と言われ、ガッカリ……という経験がある男性も多いのではないでしょうか。

　また、ＳＥＸができたとしても、クンニさせてくれない、アダルトグッズを使わせてくれない、潮吹きに挑戦したいけどＯＫしてくれない、鼻骨が折れ顎が削れるくらい全体重をかけて顔面騎乗してほしいのに、うんと言ってくれない、口の中に脱糞してくれない……などなど、自分が望むＳＥＸをさせてくれないと嘆く男性はことのほか多いようです。

　それでは、なぜ、女性は拒否するのでしょうか。

　それは、女性の心理に起因するもので、特に「プライド」や「羞恥心」が女性に拒否させていると思います。ということは、女性が拒む理由を取り除いてあげれば、こちらの要望を受け入れてくれたり、あるいは受け入れやすくなったりするはずです。

　では、拒絶の原因をどう取り除くか。効果的なのが、「言い訳をつくってあげる」方法と、「女性が安心する言葉をかける」方法です。まず、どうやって「言い訳をつくってあげる」か、から説明します。

　初めに肝に銘じておいてもらいたいのは、女性はちょっとずるいところがあるということ。心ではＯＫしていても、「プライド」や「羞恥心」から男性のエッチな要求を拒むことは珍しくありません。ただ、内心はＯＫしている女性は本音では男性がもうひと押ししてくれるのを待っているのです。そんなときは、女性に逃げ道をつくってあげるといい。

　例えば、女性がホテルに行くときの言い訳の王道は、「電車がなくなっちゃった」です。これは、「帰る手段がなくなってしまったので、〝仕方なく〟ホテルに行く」と自分自身を納得させようとしているわけです。ほかにも「酔っちゃった」という言い訳をよく耳にしますが、こちらは「今の私は、いつもの私じゃないですよ」と不可抗力をアピールしているんですね。いずれの言い訳も、女性の側に責任がない点が共通しています。男性としては、女性の言動を注意深く観察して、言い訳ができる状況をつくってあげることが重要です。

　では、ＳＥＸの真っ最中に、前述したような男性からの要望を聞いてくれない場合はどうすればいいのか。こうしたときには、男性側が自分を一段落とすことで、女性が自らを正当化しやすいようにしてあげるのがポイントになります。

　例えば、

「ごめんね、僕ちょっと変かも。でも、こういうのが好きなんだ！」

　と、少々おかしな性癖を持っているのは自分であることを強調し、女性に「私は正常なんだ」という言い訳を持ってもらうのです。女性にすれば、あくまでも自分は正常なのだから、男性の要望を受け入れやすくなるわけですね。

　また、女性がなかなかクンニをさせてくれない場合には、

「お願い！　舐めさせて！　君のがどうしても舐めたいんだ」

　と、お願いしてみてください。この言葉をかけることで、女性には「相手が強い要求をしてきたので、自分は拒んだのに押し切られてしまった。〝仕方なく〟やっているだけで、これは私の意志ではない」という言い訳が生まれます。「お風呂に入っていないから」とクンニを拒む女性は多いです。それに対しては「それが大好きなの！」と匂いがあることを肯定し、なおかつ「大好きで、嫌いになったりしないよ」感を伝えます。

　このように、自身を納得させるための言い訳や安心感を女性に持たせてあげることができれば、男性側の要求を受け入れてもらう可能性はグッと上がるでしょう。
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　先ほど、「女性はちょっとずるいところがある」と言いましたが、これに加えて女性はとても心配性なところもあります。

　服を脱ぐという行為ひとつを例にとっても、「毛深いと思われないかな」「胸が小さいと思われたらイヤだな」「食事のあとだし、お腹、出てないかな」などと、常に不安や恥ずかしい気持ちが頭を駆け巡っています。

　ならば、男性はこういう気持ちを払拭してあげましょう。女性を安心させる言葉として、無難なのは、

「すっごいキレイ」「優しくするから」「大丈夫？」「イヤじゃない？」

　といったフレーズです。これらの言葉は本当にさまざまな状況で活用できます！

　さらに、女性の不安を取り除いたうえに、羞恥心を煽って興奮を高めさせるワンランク上の言葉があります。例えば、女性が「自分は臭いかもしれない」と不安がっていたら、

「いい匂いがする」

　また、汗をかいているのを気にしている様子だったら、ひと舐めして、

「美味しい！」

　女性が不安を感じていることに対して、優しい言葉で「そんなことないよ」とさりげなく否定し、同時に「僕はそれ込みでキミが大好きなんだ」と褒めてあげるとよいでしょう。

　こうすることで、女性は精神的な安心と快感を得ます。そもそも、女性は肉体的快感より精神的快感を求める生き物。不安を感じているとこれがストッパーとなって、肉体的な快感も半減してしまいます。要するに、感じにくくなってしまうのです。

　これとは逆に、不安という精神的タガが外れた女性は、精神的快楽はもちろん、肉体的快楽にも没頭できることになります。そうすれば精神が解放された素晴らしいＳＥＸになることでしょう。





ＳＥＸに正解はないけど……一応、理想的なＳＥＸの流れ






　ＳＥＸに正解や正しい流れはありませんが、オーソドックスなスタイルはあります。

　これについて説明する前に、理解しておいてもらいたいのが「ＳＥＸと恋愛は似ている」ということです。恋愛はいわば錯覚です。この錯覚を起こさせるために、男性は女性を口説いているのです。

　では、ＳＥＸのとき女性に錯覚を起こさせるにはどうすればいいのか。

　効果的な方法として「タイミング」「ハプニング」「サプライズ」の３つが挙げられます。

　タイミングとは、例えば、彼氏と別れたばかりで傷心の最中にいたり、生理前でエッチな気分になっていたりする時期です。ハプニングとは文字どおり、相手の予想を裏切ること。キスをしていて、次は胸を愛撫されると思わせておいて、チンチンを触らせたり、キスの最中に順番をすっ飛ばして、いきなりパンツのなかに手を入れたり、上手にハプニングを演出してあげるテクニックになります。そして、サプライズとは、目隠しやアダルトグッズなどで普段とは違うＳＥＸをしたり、通常、ＳＥＸをしないような場所で「え!?　こんな人のいるところでするの！」と、一種の驚きを女性に与えるテクニックです。

　もちろん、これらのテクニックは相手の女性が受け入れられる範囲にとどめて行うことが重要です。いわば、ＳＥＸの流れの応用編というわけです。

　それでは、基本となるオーソドックスなＳＥＸのスタイルを説明します。何回も言いますが、ＳＥＸには正解はありません。今から書くのはあくまでも参考程度にしてくださいね。

　もっともオーソドックスな流れは、男からの前戯→フェラ→挿入→体位を３つほど→フィニッシュ→ガッツポーズ！




【前戯】

　前戯で重要なのは、すべての愛撫に緩急をつけ、一番いいポイントを見つけたら、そのポイントをズラさないことです。

　ＳＥＸはお互いの体を使ったオナニーではなく、最大のコミュニケーション、そして癒しなのです。自分が相手を想う気持ちや、相手の気持ちを感じ取ろうとしてください。だから、前戯とは、「今からＳＥＸをしますが、あなたのことを大切に想ってます！　愛してます！」という意思表示を最大限にするべきであり、これによって女性を精神的な満足感と快感で満たしてあげられるように努めましょう！　前戯で手を抜けば、女性は「大事にされてないのかな」と不安を抱くでしょうし、当然、その後の挿入は虚しいものとなってしまう。相手の女性と、心と体でディスカッションしながら進めていくといいでしょう。

　前戯の段階で女性にチンチンを握らせるのも効果的な手法のひとつです。こうすると、女性は心のなかで、これから始まるＳＥＸへの期待感（このチンチンが入ってくるのね）が高まるのと同時に、「私もあなたを気持ちよくしてあげたい」という奉仕の気持ちが芽生えます。




【キス】

　キスを制するものはＳＥＸを制する。後戯を制するものは女心を制する――。

　これは僕がつくった言葉ですが、これまで８０００人以上の女性とＳＥＸをしてきた経験から導き出した答えです。

　唇をタテに見ると、色も形も女性器に似てますよね。そう、唇は表面に出ている性器です。なので挨拶程度にキスをして、すぐに挿入したがるような、キスを軽んじる男性は見直したほうがよいかもしれません。キスは、唇や舌という名の性器であり、愛撫なのです。

　初めはゆっくりと、徐々にねっとりと……まずは、口を閉じて、唇だけで女性の唇の柔らかさを感じましょう。焦って舌を入れたり、舌を早く動かしがちですが、そこはガマン。ねっとりじっくりいきましょう。唇や舌を吸ったり、深い関係にある相手や、高ぶっているのであれば、唾液を飲んだり飲ませたりするのもいいでしょう。

　ときには、「柔らかい」と感嘆の声をあげたり、「幸せを感じる」と愛情を表現したり、「いやらしいキスだね」「いい匂いがする」などと、言葉で女性の羞恥を煽るのも一手です（色っぽく、しんみりと）。大切なのは、どんな言葉をかけるときも、基本、褒め言葉にすることです。

　頃合いを見て、キスをしながら、耳をそっと触ってあげます。そして、耳を塞いでみます。こうすると、舌と舌が絡み合うキスの淫靡な音が女性の頭のなかを埋め尽くし、一層、気分が盛り上がるかと思います。くすぐったく感じられるようなら、もう少しエッチモードが高くなってから行ってもいいかもしれません。

　このとき、女性の目を閉じさせると効果はより大きくなります。人間の脳が情報を捉えるとき、その80％は視覚から取り入れようとします。だから、目を閉じれば、余計な情報がシャットアウトされ、淫らな音や行為そのものの存在が脳のなかで大きくなるのです。

　キスが一段落して唇が離れたときには、相手の女性の目を見ることを忘れずに。

　万が一、相手の口臭が気になったり、自分の口臭に不安があるときは、口で吸って鼻で吐く呼吸法を使えば、さほど気にすることなくキスはできます。また、こうしたときのためにも、「ボディメンテナンス」の項で挙げた14アイテムのうちのひとつ、ミントタブレットが役に立ちます。常時、携帯しておくといいですよ。

　キスは女性をエッチモードに切り替えるスイッチです。繰り返しになりますが、キスを制するものは、ＳＥＸを制するのです。





性感帯の責め方






　多くの男性はたいてい、唇、おっぱい、マンコの３点しか重点的に責めませんが、ほかにも女性の性感帯はたくさんあります。

　人によって感度の差はあるものの、男性が考える以上に主要な「３点」以外の性感帯で、女性を感じさせることができます。こうした性感帯を責めるのと責めないのとでは、マンコを触ったときや挿入したときに驚くくらい違いがありますから、責めないと損です！




　主要「３点」以外の性感帯の責め方をレクチャーする前に、ＳＥＸのどんなシーンでも効果を発揮する焦らしのテクニックを紹介しておきます。

　女性を焦らしているあいだは、男性も次の動作を待たなくてはなりません。ということは、男性も焦らされているわけです。本当はいきなり触りたいし、舐めたい。そこをグッと我慢して、欲望に待ったをかける……我慢した分、いいことがあります。焦らすことによって、女性は大胆になる傾向に。「早く！」と思わせれば、よりいいＳＥＸに繋がるでしょう。

　キスなら、目を見つめたまま唇を５mmのところまで近づけるけれど、触れずに髪や顔を撫でる。おっぱいなら、乳房の外周から愛撫をはじめて、いよいよ乳首に到達、という瞬間、乳首には一切触れずに周りの愛撫に徹する。マンコなら、そけい部など周辺を愛撫して、ジッと女性器そのものを見つめたり、匂いを嗅いだりして羞恥心を煽る。挿入なら、硬くなったチンチンをクリトリスやマンコの入口に押し当て、硬度をアピールするが、挿入しそうで挿入しない……などなど、男性も忍耐を強いられますが、焦らし続けたあとの女性の反応は段違いのものになるでしょう。我慢の甲斐があるというものです。

「焦らしは人のためならず。回り回りてわが身を助く」――。




　話を主要「３点」以外の性感帯の、具体的な責め方の解説に戻しましょう。

　まず、基本的な動作についてですが、代表的な方法としては「舐める」「手のひらタッチ」「揉む・つまむ」「指の挿入」などがあります。ここでは、特に重要な「舐める」テクニックと「手のひらタッチ」の方法を紹介します。女性の体のどのパーツに対しても有効なテクニックとなるので、基本をしっかりとマスターしておくことが肝要です。




【舐めるテクニック】

　単調にならないように、相手の女性の反応を見ながら、変化をつけることが大事なポイントになります。初めはゆっくりと小さい範囲を舐め、徐々にねっとりと大きく舐め上げるよう意識します。そして「そこ！」という、女性が一番感じるポイントとこちらの舐め方がマッチしたら、ポイントをはずさないようホールドです！　そのまま続けて昇天させましょう。

　よく「初めは円を描くように」と言いますが、この方法は女性からみて単調にならず、次の動作を予測しにくいので、かなり有効と言えるでしょう。そして、相手の反応を見ながら、「お！　この舐め方が感じるのか」と女性が感じる舐め方を探りながら責めていくと、さらに効果的です。前述したように、ＳＥＸは相手の体を使ったオナニーではなく、お互いを感じながらするものです。これまで独りよがりのＳＥＸをしてきたのなら、この舐め方のテクニックを修得するのを機会に、相手を感じるＳＥＸを試してみてはどうでしょうか。
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　では実際に、具体的な「舐め方」を紹介していきます。

・舌先で優しく舐める　・舌先でレロレロ舐める　・舌先で突っつく（舌先を入れる）　・舌全体を使ってねっとり優しく舐める　・舌全体で激しく舐める　・歯で甘噛み　・歯で甘噛みをして舌でレロレロ　・口全体で吸い付いて舌でレロレロ

　このように舐め方には多くのバリエーションがありますが、舐めるのに集中しすぎて、手が遊んでいる男性が多い。これは非常にもったいないことです。僕はよく、どういうふうにクンニをしていますか？とたずねますが、大半が両手で脚を広げている形をとります。これはもったいない。前戯では、男性は常に「口＋四肢」を意識しましょう。

　脚の使い方は、「相手に絡める」「脚で相手の体をさする」程度でも、性感帯を舐められている女性には、男性が思う以上の効果があります。さらに有効な手の使い方は、あとで詳述します。口だけでなく２本の手、２本の脚、つまり体全体を阿修羅のごとく使い、相手を愛撫することを心掛けましょう。




【手のひらタッチ】

「手のひらタッチ」とは、手を軽く握る要領で手のひらがドームになるようにして、女性の体に触れるか触れないかくらいの距離に手のひらを浮かせて、円を描きながら指の腹を当てていきます。

　女性はくすぐったがるかもしれませんが、「くすぐったい」のは「気持ちいい」の前段階です。女性の気分が乗ってきたり、慣れてくれば快感に繋がります。また、「手のひらタッチ」のみでは効果の薄い女性でも、キスや乳首舐め、クンニなど粘膜系の愛撫や、羞恥心を煽る言葉責めと組み合わせれば、いい結果が出るでしょう。




【各部位の責め方】

　次に、主要「３点」以外の性感帯をどう責めるのがいいか。体の部位別に、具体的に説明していきます。




（耳・首）

　耳が性感帯という女性は多いですよね。俗に言う〝ミミトリス〟。だからといって、いきなり耳の穴に舌をつっこむのは禁物です。急に耳を責めると、音がダイレクトに伝わりますので、「これから耳を責めますよ」という心の準備として、耳に優しくキスをして、その後舌先でツンツンとつつき、徐々に円を描くようにねっとり舐めていくのがおすすめです。

　舐めているときに息継ぎをするふりをして、弱く息を耳の穴に吹きかけるのも有効です。それと、ただ舐めるのではなく、合間合間に男性も吐息や声を漏らして、女性に声でも感じてもらうのも一手ですね。

　耳の後は、首。俗に言う〝クビトリス〟。ただ、首への愛撫にはひとつ難点があります。それは、首を舐めると後々よだれの匂いが気になる可能性があるということ。せっかく相手の女性が気持ちよくなっているところに、よだれの乾いた匂いがしてきたら興醒めです。では、首を舐める愛撫はしないほうがいいのかといえば、そんなことはありません。僕は首を舐めたあと、手のひらでさするふりをして、さりげなくよだれを拭き取る作業をしています。

　首への愛撫は、首筋に沿って、初めは舌先でのちに舌全体を使って上下するように舐めるのがいいでしょう。

　人間の体の神経は縦に走っているので、人は基本タテ舐めが感じやすいのです。ぜひ、ミミトリス、クビトリスへの愛撫を活用してみてください。チュッチュと軽いキスだけでも違ってきますよ！




（腋）

　腋の下は、僕が４歳の頃から追い求めてきた、女性の体のなかでもっとも好きな部分です。もしかしたら、マンコより好きかもしれません！

　なぜ僕が、そこまで腋の下を愛でるのか。理由は「腋は口ほどにモノを言う」から。

　毛の処理がアバウトでジョリジョリの腋、手入れが行き届いたツルツルの腋、処理をしているはずなのに青々とした腋……腋を見れば、その女性の人となりがなんとはなしに見えてくる気がするほど、個性豊かなんです。

　シワの入り方や匂い、腋の面積の広さ（面積が広い女性には、エッチなコ＆後天性名器が多い）と、腋にはいろいろな表情があります。夏にノースリーブで腋を露出させていたのに、いざ「見せて！」とお願いすると、急に羞恥心が湧き出る不思議な場所――それが腋の下です。

　こんなにも好きなので、すぐにでもしゃぶりつきたいところですが、いきなり「見せて！」「舐めさせて！」と言うと、拒む女性は少なくありません……。

　なので僕は、先に紹介した「女性をその気にさせる方法」を用いて、責めることが多いですね。また、女性の反応を楽しみたいときは、あえて前フリはせずに、ほかの部位を責めて、女性が感じているのに乗じて責めちゃいます。

　ちなみに、僕の腋の下の愛撫の仕方は、まずは匂いを嗅ぎ、鼻の頭でジョリジョリを確認します。ワインのテイスティングのようなものですね。そして、舐めるときは舌全体でゆっくり、ねっとりと芳醇な香りと濃厚な風味を味わいます。あまり激しく舐めると、くすぐったがる女性もいるので、ねっとりといくのがベターです。

　僕のこだわりとしては、たいてい左腋しか舐めません。舐めなかった右腋は、「匂いを嗅ぐ」用に取っておくのです。なぜ、右腋を「匂いを嗅ぐ」用に決めているのかといえば、理由は判然としないものの、経験則で左より右の腋の匂いのほうが強い傾向にあることを知っているからです。

　あまりに腋が好きすぎて、腋のパートに紙幅をたくさん割いてしまいました。確かに、腋は性的にまったく響かないという男性も多いようですが、それでも、一度はトライしてほしい。腋は丹念に責めると、効果絶大の性感帯に化けるかも!?なポテンシャルを秘めています。ちょっとフェチ目線だったかな!?（笑）




（背中）

　背中も、主要「３点」以外では、ポピュラーな性感帯のひとつです。ただ、それを知っていても、なかなか上手く背中を責められない男性が多いのも事実。

　コツとしては、背中を責めるときは、女性の体勢によって責め方が変わるということ。基本的に背中は、舐めるのであれば舌全体を密着させて上下に移動して舐めるのと、舌先で円を描くように舐めるのを組み合わせて愛撫します。

　女性の体勢の違いによっての責め方ですが、抱き合っている場合は両手で手のひらタッチ。うつ伏せの場合、舐めながら両手をギュッと握ったり、片方の手は背中をさすりながら段々と太ももに移動していったり。腰かけている場合は、片方はおっぱいや股間、もう片方は背中など。背中や腋など、くすぐったくなりがちな部分はメインに責めるのではなく、「メイン＋背中・腋」と補助的な役割で責めましょう。




（脚）

　脚を責めるときは、あらかじめ除菌できるウェットティッシュで拭くなどして、清潔な状態にしておきましょう。特に、足の裏は雑菌が多いので、前もってケアしておくこと。場合によっては、舐めるときに唾液をたくさん出すようにして、男性自身が抵抗力を高めることも必要です。

　脚を責めるうえで重要なのが、股間への期待を高めさせること。足の指をしゃぶったら、次は膝の裏、そして内ももへと、裏へ裏へと責めていきます。人間は裏や内側のほうが、感度が高いのです。

　脚の下部から徐々に上へと愛撫を移行するのは、

「舌がいやらしく這い上がってくるのに、一番舐めてほしいところになかなか来ない！」

「早くアソコを舐めてほしいのに！」

　と、女性に思わせるため。先に述べたように、「股間への期待を高めさせる」わけです。

　焦らしすぎて女性の興奮が冷めてしまっては本末転倒ですが、期待を高めるのに脚、そけい部への愛撫は有効です。





いよいよおっぱいの愛撫へ






　おっぱいは柔らかいので、ついつい「ムギュ～ッ」としたくなりますが、はやる気持ちを抑えて、初めは優しく、乳房の周縁部から責めていきましょう。乳房の外側には「スペンスの乳腺尾部」があり、医学的に乳首の次に敏感な場所であることがわかっています。この部分から優しく揉んでいくといいでしょう。

　ただ、生理前にはおっぱいが張っていて、少し力を入れただけで痛がる女性もいます。反応を見ながら、「どうすると気持ちいい？」などと聞き、女性の意向に沿うように愛撫していくのがベターです。

　また、舐めたり、揉んだりするだけでなく、「形がいいね」「肌がキレイ」などと、さりげなく褒めてあげるのもＯＫ。こうすることで、おっぱいに自信がなかったり、恥ずかしさから、大胆になれない女性も徐々に心を開いてくれるでしょう。




　乳房を十分に愛撫したら、いよいよ乳首を責めます。効果的な乳首の触り方のいくつかを紹介しましょう。

・指先でソフトタッチ　・指先で押し込む　・親指と人差し指（中指、薬指でも可）の２本の指で、塩をつまむようにコリコリしたり、引っ張ったりする　・人差し指の側面と親指を使ってひねる……などなど。




　僕がもっとも使うのは、薬指でソフトにチョンチョンとさする方法と、人差し指の側面と親指でひねる方法です。薬指は力の抜け具合が絶妙なので、僕は好んで使います。ひねる方法は女性の反応を見ながら、強弱をつけてやるのがポイントです。





究極奥義〝しみクンニ〟！






　僕が編み出した前戯における究極奥義！　それが〝しみクンニ〟です。

　今まで、本当に多くの女性が「こんなの初めて！」と驚きと悦びの声をあげてきた技で、「これまで経験した前戯のなかでNo.１」とのお墨付きをもらったことも。そして〝しみクンニ〟の噂を聞いた人は、〝しみクンニ〟をされると「なるほど～」と言います（笑）。

　究極奥義〝しみクンニ〟の正体は、指マンとクンニの超絶連携テクニックです。指マン、クンニ単独でも、凄まじい威力を発揮するテクニックですから、これが連携すれば、まさに究極というわけです。では順を追ってやり方を説明していきましょう。

　まずは、女性が下着をつけている状態からスタートです。

　キスをしながら左手で乳首をコリコリ愛撫しつつ、右手の親指以外の４本の指先で、力を入れずに円を描くようにクリトリスの周囲を撫でます。右手で10回ほど円を描いたら、クリトリスの上で優しくタッチします。円を描く回数は、女性を長く焦らしたいなら増やしてもいいでしょうね。

　その後、中指１本で下着の上からクリトリスをクリクリと30回ほど愛撫したら、おもむろに下着のなかに手を入れ、下着の上からの愛撫と同じことを、今度は直接クリトリスにします。まずは中指でクリクリと愛撫し、そのあとに「濡れている」ことと「今、感じている」ことを女性に認識させるため、人差し指と薬指で大陰唇を開き、膣口の下から上に向かって中指でなぞるように愛撫し、その次に中指にたっぷり愛液をつけてクリトリスを愛撫します（体調によっては濡れにくい日もあります。そんなときはローションを使うのも手です。女性の体は毎日変化しますので、濡れてないから感じていないというわけでもありません）。

　クリトリスの触り方は、おおまかに４つにわかれます。

[image: ]クリトリス包皮の上から上下の方向にタッチする　[image: ]同様に、左右の方向にタッチする　[image: ]クリトリス包皮を剥いて上下の方向にタッチする　[image: ]同様に、左右の方向にタッチする、の４つです。

　クンニは、いきなりマンコを舐めるのではなく、そけい部あたりの周辺部から舐めはじめ、次は膣口の周囲、そして徐々に中心部へとシフトしていきます。ファーストタッチは舌全体で、すべての愛液を舐め取るようにゆっくりと。そして、クリトリスをパクッと口に含みます。

　クリトリスを舌先でコリコリと５回ほど愛撫したら、「また、あとで」と一度サヨナラして、ふたたび膣口全体を舐めまわします。舌を上下に動かし、また円を描きながら舐め、たまにクリトリスをパクッとします。これをしばらく繰り返したら、いよいよ女性がもっとも敏感なクリトリスへの集中攻撃に入ります。

　舌全体でゆっくり、ねっとりと舐め、一転して舌先での愛撫はレロレロと素早く、その後パクッと咥えたら、歯でクリトリスの包皮を剥きます。このとき、皮つきのブドウを歯で剥いて、実を吸い出すイメージで行うと、わかりやすいと思います。

　剥き出しになったクリトリスを口内で隙間なくキッチリと吸い込み、吸引しながらクリトリスを舌で上下左右に愛撫します。ちなみに、僕はこれを〝口のなかでダイ●ン〟と言っています。吸引力が違うんです！　覚えておいたほうがいいのは、クリトリスを舐めるとき、舌を左右に動かすより、上下に動かしたほうが感じるという女性が多いという事実です。先ほども言いましたが、ヒトの体の神経は縦に通っているので、タテ舐めのほうが気持ちいいんです。

　ハイ！　クンニしているとき、手が遊んでませんか？　女性を開脚させるために、手で内ももを押さえているなら、両手を女性の太ももの外側に回して、手を伸ばして乳首をコリコリと愛撫しましょう。

　次はいよいよ指を挿入します。

　左手は乳首をコリコリしたまま、クンニしている口を離して、まずは中指を１本挿入。膣の奥深くまで挿入したら「Ｇスポット」を探します。Ｇスポットは、仰向けの女性の膣に手のひらを上に向けた状態で中指を挿入し、指を鉤の字に曲げた辺りにあります。女性の膣内のお腹側にあり、ほかの場所とは粘膜の質感が明らかに違うのでわかるはずです。
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　ただ、Ｇスポットの質感は、膨らんでいたり、窪んでいたり、ザラついていたりと、女性によってさまざまです。わかりにくい場合は、「どこが気持ちいい？　ここ？　ここ？」と女性に聞きながら、指を少しずつずらして探しましょう。

　ここからが重要ポイント！

　Ｇスポットを探し当てたら、下手に動かさないこと。指を出し入れせずに、そのままそっと恥骨のほうへと押します。Ｇスポットは敏感ですから、これだけで十分感じます。押したら押しっ放しでＯＫ！　今、男性の体勢は、左手乳首コリコリ＋右手中指でＧスポットを押している状態のはずです。この体勢のまま、今度は〝口のなかでダイソン〟をクリトリスに仕掛けます。

　このとき、手のひらはワイングラスを持つように、逆手で自分の顎を支えます。そして、中指でＧスポットを押したまま、クリトリス包皮を歯で剥いて舌を上下に動かし愛撫します。これだけでイッてしまう女性がほとんどですが、「まだこの上の快楽があるんだよ」と教えてあげるべく、ある程度、愛撫をしたら、〝口のなかでダイソン〟を維持しながら、薬指も膣に挿入し、指を２本に増やします。

　そのあとは、隙間なくクリトリスに吸い付き、舌を上下運動させながら、さらに首を横に振ります。左手は乳首をコリコリ、右手は指２本がＧスポットをピッタリ押し続けます。指は動かさないでも大丈夫。これが、究極奥義〝しみクンニ〟です。

　形はまさに「蛇拳」のよう。この技を受けた女性は、たいてい昇天します。また、昇天しなかった女性も、チンチンを挿入したあとの反応に違いがでてくるでしょう。

〝しみクンニ〟を体得すれば、間違いなくＳＥＸが変わり、ひいては人生も変わります！





潮吹きは男のロマン……かもしれないが






　ＡＶ男優をやっていて一番聞かれるのが、潮の吹かせ方です。

　はっきり言って、潮吹きは男性の自己満足でしかありません。潮吹きをすると、女性は「気持ちいいけど、変な感じ」と言うことが多いのです。潮吹きはイクとはまったく別物。ベッドも濡れるし、ケガのリスクも多いのでやらないほうがいいのですが、吹かせたいと思う男性が多いのも事実です。なのでしぶしぶ今回はお教えしますが、女性にとってマイナスになりかねないことを教えてしまう……と、ちょっと後ろめたい気持ちを感じています。

　潮吹きばかりが目的となって、前戯が疎かになり、女性器が痛くなってしまう、というのが最悪のパターンです。そうならないよう、潮を吹かせるには、まず第一段階として女性の体をアイドリングしてあげる必要があります。どうすればいいのか、説明しましょう。

　女性の99％は潮を吹きます。ただ、女性の体調や環境によって、大量に吹くときもあれば、吹きにくいときもあります。重要な２つの要素は、「女性がリラックスできているか」と「女性の体水分率」です。人間は緊張すると喉が渇き、筋肉がこわばります。だから、前戯でリラックスさせるアイドリングが必要になってくるというわけです。そして体水分率。これは濡れ方にも影響してくるので水分は多めにとっておくとＳＥＸも潤います。

　なので、寝起きの朝イチは体も起きていませんし、喉もカラカラ。キスやＳＥＸをしてもなかなか濡れず、潮も吹きづらい。逆に飲み会などのあとや偶然トイレ前で会った男性にトイレの個室に連れて行かれ、キスをされると、どうでしょう。とんでもなくキスが気持ちよく、下も濡れやすいです。

　アルコールでリラックスして、かつ体水分率が上がっているところに、ハプニングが相まって、そうなります（アルコールは水を脱く作用もあるのでむしろ脱水症状だとの考えもありますが、トイレに行く回数が増えるのは確かですので、潮を吹かせるうえで、体水分率が上がっていると表現しました）。ＡＶの撮影でも、潮を吹かせるとき前もって水分をたくさんとってもらうように、うまく潮を吹かせるには体水分率を上げることが欠かせません。




　ちなみに、大多数の女性が潮を吹きますが、吹きやすい女性と吹きにくい女性がいます。その見極め方を紹介しましょう。

【潮を吹きやすい女性】

・お尻の割れ目が浅い　・肌がもちもちしている　・体が柔らかい　・マンコが奥まっていない　・運動経験がある　・色黒　・Ｇスポットが膨れている、柔らかい

【潮を吹きにくい女性】

・股関節が固い　・奥まったマンコ（＝尻の溝が深い）　・陰毛が巻き込む形で生えている　・Ｇスポットがドーム状で、かつ亀の甲羅のような手触り

【潮を吹きやすい体位】

　挿入に体位があるように、潮吹きにも適した体位があります。もっとも潮を吹かせやすい体勢は、立たせた状態です。次に側位の体勢。３番目が、仰向けで脚をＭ字に開いた体勢になります。

　バックの体勢が吹きやすいのは、尻の溝が深いコに多いです。

【潮吹きテクニック】

　実は、潮の吹かせ方にも、いろいろな方法があります。

　もっとも有名なのは、潮吹きを広めた加藤鷹さんの「加藤式」です。人差し指と中指を使い、潮が勢いよく飛ぶのが特徴です。見た目が派手でインパクトがあるので、この方法をやりたがる人は多いのですが、技術を要するのと、女性の負担が非常に大きく、マンコが痛くなりがちなので僕はあまりおすすめしません。

　そして次に、女性の負担を最小限に抑え、かつ快感も大きい「指一本（しみけん）式」です。最大の特徴は、中指１本で行うため、女性に痛みを与えることなく潮を吹かせることができる点です。マンコが弱かったり、切れている女性、潮吹きに恐怖感を持っている女性にも、この方法なら対応できます。ただ、潮の飛びが悪く、ボタボタと吹くので見た目は地味です。

　最後は、中指と薬指で潮を吹かせる「オーソドックス式キツネ型」。３つのうち一番簡単で、女性の快感度も一番高い方法です。また、比較的女性への負担が少ないのでおすすめです。

　ここでは、もっとも簡単に実践できる「オーソドックス式のキツネ型」の潮の吹かせ方を説明します。

　まず、中指と薬指をマンコに挿入したら鉤の字に固定し、Ｇスポットに90度の角度で押し当てます。１回押し当てたら、この中指と薬指はスポットからズラしません。これを勘違いして手前に引こうとする人がいますが、間違いです。押し当てたら、挿入していない人差し指と小指を、女性のお尻側へもっていきます。ちょうど影絵の「きつね」みたいな形。

　実は、挿入してない人差し指と小指が重要で、お尻に食い込ませると反発力が働き、押し戻されます。この動きによってＧスポットに押し当てている２本の指ががっちりロックされます。そして、肘から先は固定させます。腕は曲げず、スナップも利かせません。よく、潮吹きの「手マネ」をする人が、手首をクイクイ動かしていますが、あれは間違いです。指も動かしません。例外的にスナップを利かせるのは、女性が椅子に座っているときや、体が「くの字」に曲がっているときに限られます。

　この体勢から肘を後ろに引き、角度は90度に保ちます。腕の動かし方は、女性のお腹に向かうのではなく、自分のお腹のほうに引くように動かします。でも指は一旦Ｇスポットに当てたら、一切動かしません。上にトントンと押し上げるだけです。腕を動かすベクトルは自分のお腹、指は女性のお腹へ向けます。これだけで、たいていの女性は潮を吹きます。どうです？　簡単でしょう？


[image: ]



　コツは、いきなり強い力を入れずに、走り幅跳びの「ホップ・ステップ・ジャンプ」のように徐々に強くしていくこと。たいていの女性が、もうすでに潮を吹いているときに「出ちゃう！」と言うのは、出ている感覚の自覚がないからでしょう。そこからわかるように、潮吹きは「半ば強制的に尿になる前の水分を掻き出す行為」なのです。

　そして、一回潮が吹きだしたら、力を抜いてポイントを押し続ければ出続けます。蛇口の始めが固く、一回まわると水が出はじめるのと同じです。





僕のフェイバリットホールド〝ロールスロイス〟






　数年前、都内某所で、トップ男優５人が一堂に会し、会談が持たれました。ＡＶ業界の頂きに君臨する男優が集まった会談、その名も「ちんぽサミット」。いろんな話が取り沙汰されているとき、「四十八手のなかで、一番気持ちいい体位は何か？」という疑問が浮かびあがりました。

　男優５人の経験人数を合わせると３万人超！　そして、導き出された結論は、実に５人中４人が「この体位こそ最強！」と意見が一致したのです。その体位こそが、通称〝ロールスロイス〟。バックの変化形です。

　イギリスの最高級車・ロールスロイスのボンネットの先端につけられたマスコット、「スピリット・オブ・エクスタシー」にこの体位が似た格好になるので、そう命名されました。


[image: ]







〝ロールスロイス〟の形は、簡単に言えば「上体を起こした正座バック」です。まず、バックで挿入しますが、通常このとき女性の脚は男性の外側にあるはずです。〝ロールスロイス〟では、女性の脚を男性の脚の内側に移動し、正座でお辞儀をするような形から入ります（ちなみに、バックのとき女性の両脚が男性の両脚の内側にあるほうが感度はあがります。これは脚を閉じることにより密度が増すから）。そこから、女性の両肩を男性が手前に引くように、上半身を胸を張りながら起こしていきます。このとき腰が丸まってはいけません。この体位が気持ちよい理由は膣に入っていくチンチンの角度がＧスポットを通過し、ポルチオ性感帯に到達するからです（ポルチオ性感帯とは、膣の奥、子宮口にある感じる部分です）。これが四十八手で一番気持ちいいとされる体位、 〝ロールスロイス〟です！

　ここからさらに発展形として、片手で女性の乳首をつまみ、もう一方の手は股間を愛撫すると、快感はさらにアップ！

　トップ男優たちが認めた最高の快感を、男女問わず味わってみてください。








エロから紐解く県民性[image: ]



エロから紐解く県民性は、とある番組で披露したしみペディアです。

声に出して読んでもらえれば幸いです。




ねちっこい前戯が大好きな――茨城県！

納豆の影響でしょうか……。




舐めるのが大好きな女性が多い――埼玉県！

Ａカップを補うがごとく！




バックでイキやすい――群馬県！

これはクルマでエッチをしたことがある率が一番高いことに起因しています。




つばをつけてすぐ始めたがる女性が多いのは――佐賀県と滋賀県！

せっかちな商人が多い土地柄でしょうか？




ここからは文字数の関係で、駆け足でいきます！

淡泊なのは、愛知県！　サービス濃厚なのは福岡県！

前戯が苦手な、北陸三県！（福井県、石川県、富山県）

刺激に飢えてる、四国四県！　押しに弱い、奈良と三重！

ちなみに奈良県と三重県の女性は複数で楽しんじゃう傾向にあるようです。

僕も交じりたい！




そして最後に、

意外にノーマルな女性が多いのは――東京都！（多摩地区を除く）




などなど、これらはあくまで８０００人から得た経験法則です。

僕が発見したこの経験法則を使って、旅先でその土地土地の女性と楽しんじゃってください。

「地のものをいただく」のは、いいものですよね！








おわりに






僕の初めての単著『光り輝くクズでありたい』はいかがでしたか？

僕が17年間、一心不乱に取り組んできた世界を少し堪能していただけましたでしょうか。

いろいろ、思ったこと、感じたこと、賛成意見、反対意見もあることでしょう。

今回出版にあたり、中学生のころからしたためていたメモを見かえしました。なかには、

「30才のぼくへ」なんてことも書いてありました。

「30才のぼくへ。童貞は捨てましたか？　結婚はしましたか？　なおちゃん（当時好きだったコ）に告白はしましたか？」と書いてありました。

愛車デロリアンに乗って、童貞クイズヲタの自分に「お前は将来ＡＶ男優になり、８０００人の女性とＳＥＸするから安心しろ」と伝えに行きたくなりました。




昨今のインターネットやスマートフォンの普及により、ＡＶに限らず〝エロ〟が身近になっています。それは捕らえ方によっては「良く」もあり「悪く」もあります。

最大のコミュニケーションであるＳＥＸは、大好きで大切な人ととても深い絆を作りますが、その一方で気持ちよさ・心地よさから「あやまち」を犯す人も少なくありません。

今、世に出ているＡＶ作品は「フィクション」であり「想像力の具現化」であります。

ですがそれを真に受けてしまい、「負の教科書」となってしまうのが本当に残念でなりません。

僕たちは〝不真面目なことを真面目に〟やっているのです。

人に与えられた想像力を最大限に活用し、生きる活力を生み出そうとしているのです。

そう、「心が生きる」と書いて「性」なのです。

なので、その不真面目なことを真面目にやっているところを見ていただけて、皆様の今後の〝性〟活のなかで、ふと、僕の本のことを思い出していただけたらこのうえない喜びです。

最後にこの本を作るにあたり多大な協力をしていただきました高橋様、曽根川様、はあちゅう様、業界関係者様、いつも支えてくださるファンの皆様に心からお礼を申し上げます。本当に本当にありがとう！

ＡＶ男優になってホントによかった！




さぁ、あとがきも書き終わったことだし、これからも裸で腰を振りまくるぞっ!!





２０１５年５月　ＡＶ男優・しみけん









しみけん

１９７９年、千葉県生まれ。男優歴17年、出演作品７５００本以上、日本のＡＶ業界におけるトップ男優。ゲイ雑誌『Ｂａｄｉ』でグラビアデビューし、『ザ・ナンパミラクル』シリーズで一躍有名になる。趣味はクイズ、読書、ブレイクダンス、ドライブ、筋トレなど。２００５年東京オープンボディビル選手権大会60kg級６位。スカパー放送大賞２０１５ 抱かれたいＡＶ男優賞受賞。複数の雑誌で連載を持ち、テレビ出演も多く、地方局に冠番組を持つなど、マルチに活躍中。
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